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１９３１年　12月　マンハッタン西　ヘルズキッチン




　その音は、流れるように染しみ込むように。

　朝焼けに彩いろどられる街の中を、緩ゆるやかなメロディが包み込む。

　その音はどこか寂しげで、人の憂うれいを彷ほう彿ふつとさせる。

　何かの終わりを哀れむように。何かの始まりを迎えるように。

　抜けるような空の下、深く静かに街の空気を震わせる。

　煤すすけた街の色を、モノクロームに染め上げるかの如く。
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　　ベグ
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１９３１年　12月上旬　ニューヨーク某所




　薄暗い部屋の中、二人の男が沈黙を続けている。

　心臓の鼓動すらも静寂に溶け込ませ、その存在はとても希き薄はくな物に感じられた。

「解わかって下さい、ベグ。『交渉』として貴方あなたに会えるのはこれが最後なんです」

　何の前触れも無く、長身の男が沈黙を破った。その声を皮切りにして、二人の周囲に音が、動きが、色彩が舞い戻る。動き出した時間を確認するかのように、長身の男──マイザー・アヴァーロは大きな溜ため息いきをついた。

「ベグ、何とか言って下さい。貴方の答えを聞かないと私は帰れませんし、答えによっては貴方を傷つける事になるかもしれない」

　心しん底そこ困ったような表情を見せるマイザーに対し、ベグと呼ばれた男がようやくその口を開いた。声帯を低く震わせながら、少し詰まり気味の言葉をマイザーに投げかける。

「わ、わ、わかった。ま、ま、マイザーの、言う通り、に、する」

　ベグの目は虚うつろに宙を彷徨さまよい、心だけがマイザーの方に向き直っている状態だった。

「も、も、もう、マルティージョ・ファミリー、の、縄なわ張ばりには、く、く、薬は、く、く、配らない、ことに、する」

　その言葉を聞くと、マイザーは安あん堵どの表情を浮かべて古い友人へと歩み寄った。

「ありがとう、ベグ。これで我々は貴方あなたの敵にならずに済みました」

　マイザーの表情には、喜びの他ほかに悲しげな色も幾分浮かんでいる。少しの沈黙の後、彼は目の前の男に対して再び口を開いた。ただ、その声色は立場上の社交辞じ令れいを含めたものではなく、古くからの友人に対する素すの感情が浮かんでいる。

「ここからはマルティージョ・ファミリーの幹部としてではなく、貴方の古い友人として言わせて貰もらいますが──ベグ、出来る事なら町に薬をばら撒まくのは──」

「こ、こ、断る。そ、それは、俺おれ、の、勝手だ」

「ベグ」

「お、お、俺が、錬れん金きん術じゆつ師しになったのは、薬剤師としての、限界を、超えたかったからだ。お、俺の夢、俺の欲望、俺の使命、す、全すべてが叶かないそうなんだ。二百年かけて、やっと、やっと、やっと、手に、入れられそうなんだ。人が、人が、幸せに、なる、方法を」

　その言葉を聞いて、マイザーは首を小さく横に振った。

「まだ言ってるんですか。そんなものは存在しませんよ」

「できる、さ。俺は、俺は、ただ、人を、世界、そのものに、して、やりたい、だけ、なんだ。一人、一人の、世界を、作って、やりたい、だけなんだ。その人間に、とって、最高の、世界、を。その状態を、え、永続、させられれば、人は、ひ、人は、笑いながら、死ねる」

「要するに、それは人類が滅びるって事じゃないですか。死ぬまで薬で自分の妄もう想そうの中に浸ひたって、子孫も残さず食事もせずに」

「も、もちろん、それは、最初の、段階に、過ぎない。お、俺は、いつか、起きながら、人間と、して、の、営みを、続けながら、心では、夢、を、見続ける、薬を、作る。身体からだに、害も、無く、ただ、幸せを、感じる、ような」

　小学生の作文の様なベグの『夢』に、マイザーは小さくため息をついた。

「魂たましいは疲ひ弊へいする。それがなぜ解わからない」

「は、は、は。お前とも、あろう、男が、魂なんて、非科学的な、物を、信じて、いると？」

「少なくとも、我々はもう科学的だの非科学的だの言える立場じゃないんですよ。それはもう解っているでしょう？　悪魔と取引を交わし、不ふ死し者になった我々にはね」

『不死者』。陳ちん腐ぷな響きのその言葉は、この二人を繫つなぐ永遠の約やく定じよう。悪魔と契約して得た不死の力、そして──『共とも喰ぐい』の呪のろい。

　彼らは右手を介かいして互いに『喰い合う』事が出来る。

　互いの知識も過去も経験も全すべてを喰らい、自分の物と成す。蟲ちゆう毒どくの如き忌いまわしき呪のろい。

　マイザーの言葉に対し、ベグは暫しばらく黙り込んでしまった。

　やがて、屁へ理り屈くつをこねるように口を尖とがらせた。

「人が、快楽、を、求める、のは、本能、だろう。俺おれは、それを、追及、したい、だけだ」

「人間の本能を越えてしまった快楽は虐しいたげられる。それを忘れないで下さい」

　それだけ言って、マイザーは部屋を後にしようとする。

「あ、あ、ありがとうマイザー。俺おれ、を、喰わないで、くれ、て」

「……今度、そんな事を言ったら怒りますよ？」




　マイザーが出て行った後。ベグは自分の腕に注射器の針を差し込んだ。

　市場に出回るより遙はるかに高い純度の薬物だが、彼にはもう何も感じない。

　永遠の時を生きる彼にとって、彼の心は薬に対して耐性が着きすぎてしまっていた。

　彼はもう、自分自身で快楽を求める事ができない。

　そして彼は、自分にできない事を他人に求め続けた。

　例えそれが、何の意味も無い行為だったとしても。













　　ガンドール・ファミリー
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「まったく、物ぶつ騒そうな世の中になりましたねえ」

　男の言葉とは裏腹に、ＮＹニヱーヨークの空は実に穏やかに晴れ渡っていた。

　太陽は丁ちよう度ど真上に昇っており、赤煉れん瓦がの壁に囲まれた路地を暖かく照らし出している。

　マンハッタンでも摩ま天てん楼ろう群からは少し離れた場所にある路地裏。色褪あせたアパートに囲まれた古書店の前で、若い男は店主に向かってもう一度尋ねかけた。

「そう思いませんか？　不況も一向に回復する気配を見せませんし、いつも何かが変わりそうで変わらない行政の対応。堂々巡りの中で景気と治安だけが右肩下がりです。これでは御主人も安心して商売が出来ないのではありませんか？」

「いやあ、お蔭かげ様さまで、あっしの店は何とかやってけてますよ」

　古書店の店主はそう言って、自分の息子むすこと同じぐらいの年の男に頭を下げた。その仕し草ぐさと口調は完全に謙へりくだっているものの、その目には微妙な色が浮かんでいる。

「そうですか？　あまり人が入っている様には見えませんが……何か力になれる事があれば、いつでも言って下さいね」

「そんな！　こっちはミカジメ料も納めてねえのに、そんな御迷惑は……」

「古本屋からミカジメを取るほど落ちぶれてはいませんよ。何かあったら、生活費ぐらいは都合して差し上げますよ。店主にはお世話になっていますしね」

「滅めつ相そうもねえですよ！　こちとらガンドールさんの御お蔭かげで安心して商売に精が出せるってもんなんすから、そんなお心遣づかいは無用ってもんですわ！」

　若い男からすれば、それは予想された答えだった。彼にこう言われて、素直に『お金を都合してください』と答えられる者などそうはいない。

　ガンドール・ファミリー。マンハッタンに犇ひしめく金と人の流れの、ほんの、ほんの、ほんの一部を取り仕切る小さな組織。彼らのシマこそは狭いものの、その中においての影響力は絶対と言っても過言ではなかった。

　昔は今の更に半分程のシマしか管理していなかった組だが、ボスの座が息子むすこである三兄弟に譲られてからというもの、破は竹ちくの勢いでその支配領域を広げつつあった。彼らは昔気質かたぎのやり方で住民に庇ひ護ごと恐怖を同時に与え、余よ所その組織とは必要以上の接触を避けている。不戦協定の他ほかは如い何かなる大組織の庇護も支配も受け入れず、ただ頑かたくなに己の意思を貫き通している。

　無論それを成なす為に、同規模の組織では有り得ぬ程の荒あら事ごとを繰り広げる事もしばしばだった。

　そのボスの一人である男が『物ぶつ騒そうになった』とは、これは如何なる冗句ジヨークなのだろうか。店主は心の中にその思いを飲み込みながら、三兄弟の末弟──ラック・ガンドールに笑顔を向ける。

　一見すると愛あい想その良い笑顔に見えるが、それはあくまで口元だけの話に過ぎない。彼の目は全く笑っておらず、店主は心の底に言い知れぬ恐怖を感じていた。

　その感情を振り払うかのように、店主は矢や継つぎ早ばやに言葉を投げかける。

「は、はは、まあ、あれですや。ガンドールさん達の方も順じゆん風ぷう満まん帆ぱんって感じっすか」

「いやいや、我々にだって思い煩わずらう事の一つや二つはありますよ」

　若いボスは店主の言葉に首を振りながら、自分達の弱みを僅わずかに曝さらけ出してみせようとする。この微妙なさじ加減が、堅かた気ぎの住民の信頼を得られるか否かの重要な点となる。

　だが、本当の意味での弱みを見せるわけには行かない。住民を裏で支配する側としては、こいう場で見せる弱みとは『住民にとっても困ること』である場合が多い。寧むしろ、困っているのは堅気だけなのに、あくまでも自分達が困っているように見せかける事が殆ほとんどだった。

「なに、私達としても皆さんに頭が上がらない事があるものでしてね。例えば、例の『薬』の件にしても」

「薬って……いや、ほら、ありゃあ若い連中が勝手にどっかから持ってきてるだけっすよ！」

「しかし、存在するのは事実ですから」

　ガンドールは麻薬は一切扱っていない。これもシマの中の人々を信頼させている要素の一つなのだが、実際の所は彼らの組織は薬を扱うにはまだ力不足であるというだけであった。

　もしも自分達にその力があれば、やはり手を出したかもしれないし、あるいは出さなかったかもしれない。ラックは時々そう考えるが、結局はその力が無いという事実に変わりは無い。ラック個人としては、下へ手たに手を出す事によって凌しのぎ場の信頼を失う事は避けたかった。今更麻ま薬やくという刺激と混こん沌とんをばら撒まくには、ガンドールはあまりにもシマの住民と関わり過ぎてしまっている。ただ、打算的にそう考えているだけの事だ。

　──ベル兄は薬の利益なんか考えた事もないだろうし、キー兄は純粋に麻ま薬やくを嫌うだろうな。

　ラックの頭の中に、次兄のベルガと長兄のキースの事が思い浮かぶ。

　三兄弟の役割をあえて当て嵌はめるならば、キースは『庇ひ護ご』。ベルガは『恐怖』。そしてラックは『打算』が役割だ。単純に、三人が周囲……特に堅かた気ぎの人間に対して与えている印象そのままだと言ってもいい。

　キースはモラルというよりも、住民の庇護にある種のプライドのようなものを感じているように見受けられる。そういう意味でキースは、決して人々の生死に関わる一線を越えようとはしない。その点だけを踏まえれば、今後もガンドール・ファミリーが麻薬に手を出す可能性は薄いと言っていいだろう。

　だが、彼らの支配するこの地区で、その異常は確実に起こり始めていた。

　彼らの管理の隙すき間まを搔かい潜くぐり、最近この地区に新種の『薬』が出回っているのだ。

　今はまだ大きな騒ぎになっていないが、その薬の噂うわさは確実に広がりを見せている。そして遂に先日、ガンドールの元にその『現物』が届けられた。

　実在すると判わかった以上は放置するわけにもいかない。

　何としても、出で所どころを突き止めてケジメをつけさせなければならないだろう。

　ラックは狐きつねのような目を更に細め、身の内の昏くらい燻くすぶりを徐々に激しくさせていった。




「おや、戯曲の台本ですか？　これは珍しいですね」

　ラックが古びた冊子を手に取るのを確認し、店主はその顔をより一層崩しながら言った。

「ああ、お気にいられたんでしたら、どうぞ持ってって下せえや！」

「そういうわけには行きませんよ」

　とりあえず薬の話を心の内に仕舞い込み、ラックは懐ふところから厚い札入れを取り出した。

　財さい布ふの中の紙幣に手をやった瞬間、僅わずかに両手が塞ふさがってしまった。

「べへぇ」

　突如として、ラックの背後から奇妙な呻うめき声が聞こえて来る。

「？」

　背後を振り返ると同時に、その首筋をナイフの刃やいばが通過した。

「ぐっ……」

　鋭い熱さと、金属が肉の断面と擦かすれる不快な痛み。それを理解した時には既に鮮血が迸ほとばしり、ラックの視界を赤一色に染めあげていた。

「ひっ!?」

　ドウ、と地面に倒れ臥ふすラックを見て、店主がようやく事態を飲み込んだ。

　血飛沫しぶきの向こう、日に照らされた道路に一人の男が立っていた。

　不健康そうに輝く肌を震わせながら、ボロ服を纏まとった一人の中年が、ナイフを手にして目をギョロつかせている。

「ひっ、ひっ、ひとっ、ひとひと殺しぁあああぁ！」

　突然の凶きよう事じにろれつが回らない店主は、腰を抜かして身動き一つできずにいる。

「見られた殺したたころっころ殺コロ目撃殺すラック殺した殺した見たな見た見られたころころころころもくころラックころ本屋ころここここここここここ殺すころそころっころっ」

　完全に焦点を失っている中年は、口というよりも寧むしろ脳味み噌そのろれつが回っていないようだ。

「ひゃああぁぁあぁっ！」

　店主に向かって振り上げられる大型のナイフ。その刃やいばには今しがた喉のどを搔かっ切られたラックの血が──全く付いていなかった。

「コロろロろろロロロ、こロろろロロロろろロロロロロロｒｒｒｒｒ」

　奇妙な楽器のような唸うなりを上げながら、男は綺き麗れいに光るナイフを振り下ろした。

　めしゃり、という音がして、男の腕は店主に刃が届く寸前でピタリと止まった。

「……？」

　店主が恐る恐る目をあけると、そこにはコメカミに本の角を減めり込ませた男が立っていた。そのハードカバーの本を握っているのは、たった今喉を搔っ切られた筈はずの男。

「大丈夫ですか？」

　その言葉が終わると共に、ナイフを持った男の体がぐらりと揺れ、そのまま店の入り口に倒れ臥してしまった。

　ラックの喉には傷一つ無く。店頭の本に飛び散った筈はずの血は、一つの染しみも残さずに消えうせてしまっている。

「あ、あ、あれ？　ラックさん、ラックさん、今、あれ？　今？」

　混乱する店主を余よ所そに、ラックは何事も無かったかのように赤い雑誌を手にする。

　そしてその表紙をピリピリと破きながら、冷めた笑顔で店主に告げる。

「いやいや、危あぶない所でしたよ。この本で咄とつ嗟さに庇かばわなければ死んでしまう所でした」

「え、でも、あの、いや、血が……」

「この本の表紙が飛び散ったのを見間違えたんですよ。突然でしたからねえ」

「でも」

　なおも食い下がる店主に対し、ラックは細かく破いた赤い表紙をふりかけた。

「ああ、この本の弁べん償しようをしなくてはなりませんね」

　そう言うが早いか、店主の手に厚い札束を握らせる。本の料金どころか、一ヶ月は食っていくに困らない程の額だ。

「い、いやその！　こんなのもらえませんよ！」

　店主の叫びを無視しながら、ラックはもう一つ札束を握らせ、念を押す。

「今の馬ば鹿かが切ったのは、この本です。いいですね？」

　そう言われては反論もできず、店主は黙って首を縦たてに振った。

「大変結構。理解の速い方は商売も上う手まくいくものです。頑がん張ばって下さい」

　ラックは既に店主に背を向けており、こめかみの凹くぼんだ男を肩に担かついで去って行く。その大きさはあまりに不ふ釣つり合あいで、まるで甲かぶと虫むしの死体を運ぶ蟻ありのようであった。

　最後に一言、店主に軽く手をあげながら言葉を紡つむぐ。

「まったく、物ぶつ騒そうな世の中ですよ。ねえ？」













　　富豪
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１９３０年　10月　ニュージャージー州　某所




　始まりは、おかしな二人の泥どろ棒ぼうだった。




　その日、イブ・ジェノアードの心は不安に満ちていた。

　地元の大富ふ豪ごうの末すえ娘むすめとして生まれた箱入り娘で、まだあどけなさの残る15歳さいの少女。それが彼女の全すべてであり、それ以外には特に何という特徴も無い子供。

　数日前に当主である祖そ父ふが他界し、ジェノアード家は混乱の最中にあった。

　優しかった祖父が死んだ事はとても悲しかったが、イブが感じていた不安は別の所にあった。

　知らせを聞いてＮＹニヱーヨークから戻ってきた、兄のダラス・ジェノアード。

　彼はイブには優しかったが、イブは兄の事をどうしても好きになれなかった。ダラスがイブ以外の人間に対する姿は、まさに『下げ衆す』としか言いようの無いものだったからだ。

　家に戻った時の彼の目には、祖そ父ふの死に対する悲しみも浮かんではいなかった。

　何か禍まが々まがしい、暗い企たくらみを秘めた色に満ちていた。

　まるで、これから誰かを殺すような──




　合衆国の中でも初期に工業が発達したこの州において、祖父は一代で大きな財産を築きあげた。州都であるニューアークから遠く離れたこの田舎いなか町で、一体どのような事業を興して一財を得る事が出来たのであろうか。イブはただ『工場の運営』としか聞いていなかったし、それ以上は特に興味を持たなかった。森の奥にある大きな工場。父も祖父もそこにイブを近づかせようとはしなかったし、彼女も近づこうとはしなかった。よって彼女は、自分の家族がどのような物を造っているのかなど全く知る事は無かったのである。

　ただ、自分の家が所謂いわゆる『金持ち』と呼ばれている部類に属するという事は理解できていた。

　そして、財という物が時には人の心を大きく惑まどわせるという事も。

　社交場などに連れて行かれる内に、彼女は財に縋すがる者、財を貪むさぼる者、財を操る者、財を嫌悪する者──様々な人間の姿を目にしてきた。優雅な部分も、醜みにくい部分も。

　そうした経験を得た彼女には、ある二つの事柄を感じ取る事ができた。

　一つは、祖父の残した遺産が莫ばく大だいな額に上るであろうという事。人の心を惑わすには、十分過ぎる程に。

　もう一つは──その幻げん惑わくの中に、兄のダラスが完全に捕り込まれてしまっていたという事。




　とは言え、彼女にはどうする事もできなかった。このままでは、確実に彼女の大事な何かが崩壊してしまう事に気付きながら。

　迫り来る悲劇に対する恐怖と、自分自身の臆おく病びようへの怒り。多感な時期の少女は、その二つの感情に挟はさまれて神経を蝕むしばまれつつあった。

　その事に対する不安が満ちた時、彼女は無意識の内に神に祈っていた。

　奇き跡せきが、起こりますようにと。

　──ただ、不安から解放されたいだけ。それだけなんです。

　一生のお願いだとばかりに、彼女はひたすら布ふ団とんの中で神に祈り続けた。

　そして、奇跡は唐とう突とつに現れた。




　夜も更ふけ、屋敷が完全に闇やみと静寂に包まれた頃。彼女の部屋に二人組の闖ちん入にゆう者が現れた。

　イブは悲鳴を上げる暇すらなく────その目を丸くして硬直する事となる。

　扉をゆっくりと開いて現れたのは、インディアンの格好をした一組の男女だった。

　男は素肌の上に動物の皮の羽は織おりを纏まとい、下半身には粗そ末まつな麻あさのズボンを穿はいている。女もそれにあわせたインディアン風の格好をしており、二人の服にはビーズなどで彩られた幾何学模様が浮かび上がっている。

　顔にもインディアン風の化け粧しようが施されており、二人の頭には大きな羽飾りがつけられていた。

　そして何より異様だったのは、二人が白人だった事だ。この点が無ければ、彼女は純粋に悲鳴を上げていたかもしれない。

　一瞬何が起こったのか判わからないイブに向かって、その男女は事も無げに断言した。




「シー。静かに！　俺おれ達は怪しい者じゃない」

「少しだけ、少しだけ私達を隠してね！」




　二人の背には、まるでサンタクロースの様な大袋が担かつがれており、その口からは何枚かの紙幣が顔を覗のぞかせていた。袋の底には宝石や装飾品の類たぐいと思われる凹おう凸とつが浮かんでおり、彼らの正体は直すぐに解わかった。

　泥どろ棒ぼう。その答えを導きだしてもなお、彼女は騒ぎ立てようとも慌あわてふためこうともしなかった。その理由は未だによく解らないが、恐らくは──その二人が、とても無む邪じや気きな顔をして笑っていたからかもしれない。

「あ、ひょっとしてあれか、ジェノアードの家族の人か！」

「箱入り娘むすめさんだね！」

　二人が小声で叫ぶのを聞いて、ようやく彼女の心に不安の気持ちが蘇よみがえった。

　もしかしたら、このまま人ひと質じちに取られてしまうのではないだろうか？

　だが、その不安はいともあっさりと打ち砕くだかれた。二人のインディアンが次に発した言葉は、彼女の想像を超える発言──というよりも、全く思いもよらぬ方向の事を言い出したのだ。

「そうか！　もう安心だぞ」

「よかったね！」

　さっぱりわけが解らない。混乱しているイブを余よ所そに、二人は勝手に話を進めていく。

「お前らの不幸は、俺おれ達がみんな持っていってやるからな！」

「これでもう家族で喧けん嘩かしなくて済むね！」

「家族は仲がいいのが一番だからな！」

「幸せになれるね！」

　まるで自分の事であるかのように、初対面の少女が幸せになることを喜んでいる。そこでようやく、イブ本人にも二人の言っている意味が理解できた。

　遺産が無くなれば、遺産争いは起きない。財が無ければ、人の心は歪ゆがまない。

　この二人がやっている事は、まさしく自分の望みを叶かなえるものではないか。

　もの凄すごく身勝手な理論であり、もしこの話を聞いたのがイブ以外の人間であったならば、二人は即座に殴なぐり倒されていてもおかしくは無い。だが、イブは逆に二人に感謝した程だった。

　神に祈った直後に、自分の『一生のお願い』の権利を行使した途と端たんに現れたのだ。

　ああ、きっとこの二人は神様のお使いに違いない。

　もともとジェノアード家は信仰心が薄かった為、イブにとっての神や天使のイメージは非常に曖あい昧まいなものだった。

　相手がインディアンの格好をしている事も忘れ、イブは二人に対して跪ひざまずいた。

「お、おいミリア。何で俺おれ達、拝おがまれてるんだ？」

「解わからないけど、拝まれたからには何かしてあげなきゃ！」

「むう……本来なら蛇へび祭りの儀式でもやってやりたい所だが、あれは何十日もかかるし蛇も五十匹は必要だしなあ。それにシャーマンでもない俺らがやったら、大自然の精せい霊れい様とやらに怒られるハメになるかもしれないぞ」

「じゃあ、チョウチョウ踊りにしようよ！　ホピの子供達に教えてもらった奴やつ！」

「よし、それでいこう」

　二人は小さく頷うなずくと、ホピ族の娯楽舞ぶ踏とうを舞い始める。歌も音楽も無く、たった二人で舞うその踊りは滑こつ稽けいとすら受け取れたが、イブは真剣にその踊りを見つめていた。

『お嬢じよう様！　イブお嬢様！』

　その踊りは、彼女の部屋の扉を叩たたく音で中断させられる。

『賊ぞくが屋敷の中をうろついているようなのです！　異常はございませんか！』

　──いけない、早く隠れて──

　そう伝えようとして振り向いた時には、二人の姿はもう何ど処こにも見あたらなかった。

　ただ、大きく開かれた窓が風に揺れているだけだ。

　──ああ、きっと空に帰って行ったに違い無い。

　夢見がちなその少女には、窓の外にある木にしがみつくインディアンの姿など全く見えてはいなかった。




　翌日、やけに疲れた表情のダラスがイブの部屋を訪れた。相当苛いら立だっていたようだが、妹の顔を見て、少しだけ微笑ほほえみを取り戻す。何年ぶりかに見せた、兄としての純粋な笑顔。

「久しぶりにビリヤードでも教えてやろうか？　イブ」

　イブは半分泣きそうになりながら、満面の笑みを浮かべて頷うなずいた。




　　　　⇔




　その後は、泥どろ棒ぼうが言った通りに幸せな生活が続いた。

　だが、その１年後──幸せは、あまりにも呆あつ気けなく打ち砕くだかれる。




１９３１年　12月　同所




　彼女の日常を打ち砕くだいたのは、突如として彼女を襲った大きな孤独。

　父親のレイモンドとその長男であるジェフリー。祖そ父ふの跡を継いで家族の中心となっていた彼らであったが、マンハッタンに仕事に出掛けたのを最後に、二度とイブの前に戻って来る事はなかった。いや、正確に言うならば戻って来るには来た。しかしその変わり果てた姿を見て、イブにはどうしてもそれが家族だと信じる事ができなかった。

　ニューアーク湾に落ちた車の中から見つかった二つの死体。警察は事故とも他殺とも告げずに、目下検証中だとだけ答えて去っていった。

　追い討ちを掛けるように告げられたのは、もう一人の兄であるダラスが行方ゆくえ不明になっているという現実だった。

　母親は祖父よりも早く他界しており、事実上ジェノアード家に残るのはイブ一人となってしまった。使用人達も徐々に辞やめて行き、屋敷はまるで廃はい墟きよのような静けさとなっていた。

　家族の行っていた『事業』は、工場の重役達が引き継いで行くそうだ。イブには形ばかりの保障が支払われ、実際に残った財産は屋敷と土地だけとなってしまった。

　そんな家に仕つかえ続ける人間などそうそういる筈はずもなく、残ったのは一人の執しつ事じと黒人の家政婦のみであった。




「あんれまぁ！　そっだら事いって御嬢じよう様、本気で行くだか？」

　でっぷりと太った黒人の女性が、イブの決意に対して感心したような声をあげる。

　彼女──サマサは今まで全国の土地で転々と家政婦の仕事をしており、いろんな場所の訛なまりが混まざって誰に対しても言葉が通じにくい。

「ええ、そのつもりです」

　幼い頃から彼女に世話をされて来たイブには、彼女に対する偏へん見けんの目は欠片かけらも無い。

「御嬢様、不ふ肖しようこのベンヤミン、街の案内ぐらいは助力となれるつもりに御座います」

「ベンヤミンさん、本当にいいんですか？」

「お気を煩わずらわせる必要は御座いません。御嬢様に仕える事は私の義務でもあり、この老いぼれに残された唯一の生きがいでございますからして」

　そう言って恭うやうやしく一礼したのは、先々代からジェノアード家に使えるドイツ人の執しつ事じだ。

　それほどガチガチなタイプでは無いものの、ステレオタイプといって差し支えない執事の姿をしている。

　畏かしこまる執事を見てカラカラと笑いながら、サマサは自らの胸をドンと叩たたいて見せた。

「何ばさ堅かた苦しくなってっかや。御嬢様、私わも行くから安心しなさいんず」

　イブは二人の家族と共に、見知らぬ大都会、マンハッタンへと向かう。

　行方ゆくえの知れなくなった兄、ダラス・ジェノアードを探すために。













　　麻薬中毒者
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　ああ、気持ちいい。最高だ。

　それ以外にこの状態を形容できる言葉などあるものか。

　あるのかも知れないが、考えたくもない。その必要もない。

　ここにはすべてがある。俺おれの脳味み噌その中にすべて揃っていたんだ。

　俺の目の前ですべてが溶け合っている。ああ、空も地面も森も街も昼も夜も元々は一つのものだったんだなあ。俺は今真実に辿たどり着いたんだ。俺の指先も融とけていく、腕が、足が、腰が、腹が、胸が、骨が、心臓が、周囲の全すべてと一つに融け合って、視界の全てが自分自身に包まれていく。俺は今、世界そのものになろうとしているんだ。

　遂に俺の目玉も融け始めた。ああ、この世の全てから全ての場所を見ている。

　融けた世界の全てを感じる事ができる。これはとてもとても静かな快感だ。

　俺は遂に、世界と完全に同化したのだ。




「……イ、ロイ……」




　世界に亀き裂れつが走った。

　誰だ。俺おれの世界を壊こわそうとする奴やつぁ。止やめろ、止めろ、目玉がまた形作られちまったじゃないか。視界が元に戻る。ああ、身体からだが、身体が、世界から切り離されていく。やめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろ。




「ロイ……ロイ…」




　俺の身体は空中で再構成されてしまい、そのまま混こん沌とんとした世界に向けて落下を始める。風を切る音と共に、世界がどんどん分離していった。空も地面も人も街も昼も夜も、それぞれ別の存在として姿を確立させていく。俺の夢と現実もここで分離されて、現実だけが地面に向かって勢い良く落ちていく。




「ロイ！」




　そして俺の身体は、地面に叩たたきつけられて粉々に砕くだけ散った。

　無機質な天てん井じようを眺めながら、男──ロイ・マードックはビクリと身体を震わせた。直後、まるでバネ仕掛けのようにベッドから飛び起き、周囲をギョロギョロとねめつける。視界の中には何人かの男女が座ったり横になったりしており、皆一様に虚うつろな表情を浮かべていた。

「ロイ、しっかりしてよ！」

　その視界の真ん中で、一人の女が何かを喚わめいている。

　──この女は確か……ああ、俺の恋人のイーディスだ。

　そして、彼女が自分を『こっち側』に引き戻したのだという事も理解する。ロイは未だに焦点の定まらぬ目を彼女から背そむけ、苛いら立だたしげに舌打をしてみせる。

「何よ、その態度！　私、今度こそロイが死んじゃうかもしれないって思って──」

　イーディスの怒ど鳴なり声が、ロイの脳味み噌そにガンガンと響き渡る。頭の中を通り越して、背骨の中にまで振動が駆かけ抜けていく。

「あれだけ言ったのに！　薬はもう止めるって約束したのに！　なんでまたここにいるのよ！」

　以前トリップした時につけた首筋の傷が、思い出したようにジクジクと疼うずきはじめる。そこでようやく意識が完全に覚かく醒せいし、自分が現実に戻ってきた事を『理解』する。

　うぇえろ

　同時に、胃の奥から湧わき上がった物を何の躊躇ためらいもなく吐と瀉しやしてしまった。

　コンクリートの床の上に、色の殆ほとんど無い嘔おう吐と物が撒まき散らされる。しかし、イーディスが僅わずかに顔を顰ひそめただけで、周囲の人間は誰も喚わめこうとしない。

　薬自体の物理的な副作用ではない。急に現実に引き戻された恐怖と焦あせりが、彼の消化器系を瞬時にして蝕むしばんだのだ。

　その部屋の床が無ぶ骨こつなコンクリート詰めなのには理由がある。こんな嘔おう吐とや失禁などは日常茶さ飯はん事じであり、できるだけ掃除をしやすいように何の装飾もなされていないのだ。

　つまりここは、特殊な目的──ある種の『薬』を使用する為の、専門の娯楽室なのだ。

　自分の横にひとしきりの嘔吐を終え、ロイは鬱うつ陶とうしそうに声を上げる。

「知らねえよ、素面の時にした約束なんざ。現実の話をこっち側に持ち込むな」

「ふざけないで！　一度は立ち直ったと思ったのに……どうしてなの？」

　その問いに答える為に、ロイは身近にあった粉薬の袋を手に取った。

「心配するこたぁねえって。最近この辺に出回ってる幾つかの薬はな、大たい麻まやコカとは違うんだ。新種なんだよ。だからまだ法規制の対象になってないんだ。別に犯罪を犯してるわけじゃねえんだ。問題ないだろうがよ」

「そういうことじゃないでしょう！　このままじゃきっと死んじゃうよ！　あなた、自分がどんな馬ば鹿かな顔して悦えつに浸ひたってるか解わかってる？　あれじゃまるで陸に上がって死にかけてる蛸たこか烏い賊かだよ！　この周りにいる人達の顔を少しは見てみなよ！」

　続く説教を振り払うように、ロイは少し荒々しく声を上げた。

「俺おれはともかく、仲間の事まで侮ぶ辱じよくするんじゃねえ。お前だってもぐり酒場でウェイトレスなんかやってる身じゃねえか。法律に違反してる奴やつに言われたかねえよ」

　その言葉には流石さすがに一瞬怯ひるみ、イーディスは悔しそうに黙り込む。

「なんだったら、お前の雇い主のガンドールの連中に泣きついてみるかぁ？　できねえよな？　ガンドールは薬を許さねえ。しかも、ガンドールと対立してるルノラータ・ファミリーの捌さばいた物ときてる！　俺がずーっと前からこうして嵌はまってるのに気付いていながら、お前はそれを黙ってた。俺はガンドールに殺されるだろうが、お前もただじゃ──」

　そこまで捲まくし立ててから、ロイは言葉を急に止める。イーディスが涙ぐんでいる事に気がついたからだ。

「私がどうにかなんのは構わないよ、でも──ロイに死んで欲しくないから黙ってるんじゃないか！　でも、それももう限界かもね！　このまま壊れてくあんたを見るぐらいなら、ロイなんか一回死ねばいいんだよ！」

　彼女はそれだけ叫びきると、振り返りもせずにロイの元を去って行った。

　バタン、という扉の音を聞きながら、ロイは急速にその表情を崩し始める。

「あれ、俺、今、なんで、なんであいつ泣かせちまったんだ？　違うよ、俺、そうだ、約束破っちまったから、謝らなきゃいけなかったんだよなあ？　違う、俺、あれ、何であんなこと」

　自分の行動を思い返しながら、彼の心の中に悲しみと後悔が同時に湧わき上がってくる。

「待てよ、待てよ待てよ、悪いの俺おれじゃん。どう考えても俺以外ありえねえじゃんよ。何であいつが泣くんだよ。違うだろ。泣くのは俺だろ？　怒られて泣くのは俺じゃねえのかよ？　おかしいだろ、おい、待てよ、待てよ待てよ、待てよ、何で居ないんだよ、なんでだよ、待って、待ってくれよ、なあ、なあってばよ……」

　ロイはそのまま顔をうなだれて、シクシクと静かに泣き始めた。

「待てよお……待ってくれよぉ。謝れねえじゃねえかよぉ……」




　その様子を見て、部屋の隅にいる男女が小さく言葉を交わし始める。

「あんな奴やつ、女の方もとっとと別れればいいのにねぇ」

「ああん？　ふん、あの程度の喧けん嘩かで切れるような浅い仲じゃねえよ、あいつらは」

　二人は薬が切れてから暫しばらくたつようで、比較的理性を取り戻した目つきでロイのことを見つめている。

「それにな、あの女の言ってる事も間違ってるぞ」

「何が？」

「別にガンドールにバレなくても、その内ロイの奴やつ死ぬぜ。それを考えりゃ、ガンドールにバラして土ど下げ座ざでもした方が生き延びる可能性はあらぁな」

「死ぬって、トビ過ぎてってこと？　でも、あの薬は身体からだには無害だって……」

「んなもんルノラータの方ほう便べんに決まってるだろ！　もし本当だとしてもな、死神を直接身体に降ろしてるようなもんだ。逃げられやしねえさ。……あいつな、前にヘロインで一回だけハシッた時によ、手前てめえの首を手前で搔かき毟むしり千ち切ぎりやがったんだ。普通の反応じゃねえんだよ。あいつは薬に対して敏感過ぎる。お前は知らねえだろうが、ヘロインってのは最初はハシらねえんだよ。吐はき気ばっかでな。何回かやってそれに慣れてから、初めてあっち側に突っ込めんだ。ところが、あいつは只ただの一回で変なところにトんでッちまってな」

　懐ふところから小さな札入れを取り出し、中から数袋の粉薬を取り出した。

「入院した後でイーディスが必死に説得してなあ。まあ、とっつき始めだからまだ楽に薬抜きできたんだが、ルノラータの奴が撒まいた薬にあっさりと手を出しやがってよ。『肉体的な禁断症状が無い』なんてアホみてえな噓うそにコロリと騙だまされやがって。んな上う手まい話あるわけねえってんだよ！」

　男はそう言いながら、薬の袋を新たに開封した。

「まあ、俺はそれを解わかってやってる阿あ呆ほだがな。ドラッグに手を出す奴なんざ基本的に阿呆さ。だが、それだよそれ。それがいいんだ……それがな。ふふ、ふはは」




　　　　⇔




　ああ、イーディスの奴やつに謝らなきゃなあ。

　とりあえず部屋は出たものの、どの面つら下げてあいつに会えってんだ。

　今度こそ、今度こそ薬断ちしよう。そうすればあいつも解わかってくれるさ。どっちにしろ、もうこの一袋を最後に金がつきちまったんだ。新種の興奮剤とか言ってたな。興奮剤はダウンの時がきついんだが、現物がなきゃ乗り切る以外にはねえだろう。

　だから、だからこれが最後の一本だ。大事に使わなきゃなあ。せっかくの最後のドラッグなんだから、思い切り飛びたいよなあ。

　なんか前にイーディスと約束した時も同じような事を考えたような気もするが、あの時の俺おれはきっと意志が弱かったんだ。でも今は大丈夫さ。俺も成長したんだ。この一服で最後にできるさ。







　ああ、来た来た来たよヤバイよこれうわなんだ凄すげぇすげえ、脳味み噌その右側だけがなんかバクバク言ってやがる。あー、脳味噌の右半分だけが破は裂れつしそうだ。虹にじが見えて来た。凄い、何だこれ、俺？　今俺が動かしてる体って俺なのか？　いまモノを考えてる脳味噌って本当に俺のなのか？　すげえ、今なら何でもできる。俺は今俺を超えた。脳味噌ってのは進化できるんだなあ。俺の意識が未来に飛んでくみたいだ。

　凄いぞ、これは凄いぞ。何が凄いって俺が凄ぇ！

　できるできる。今の俺ならなんだってできる。

　何だって何だって何だって何だって何だって────────────




　　　　⇔




　目が覚めた。

　いつの間まにか自分のアパートに戻って来ていたらしく、見慣れた風景が目に映っている。

　頭が痛い。寒い。凄く寒い。くそ、来やがった。ダウンだ。

　胸の奥から激しい不安と焦しよう燥そう感が込み上げて来る。吐はき気も一緒に湧わき上がる。

　急に世の中の全すべてが怖くなって来た。ハイになればなった分、この反動がでかい。今にもそのドアを開けて、ガンドールの連中が俺を殺しに乗り込んでくるような気がする。

　狙そ撃げき銃じゆうで俺の眉み間けんに狙ねらいを定められている気がする。

　このベッドの下に殺し屋が潜ひそんでいるかもしれない。

　もしかしたらそれ以前に、俺以外の人間はもう皆死んでいるのかもしれない。そういえばさっきから物音一つしない。どうしてだ？　俺がハイになっている間に火星人でも攻めて来て、一人残らず殺されちまったのかもしれない。

　今頃外ではガンドールの腐くされ兄弟が、蛸たこみてえな化け物と一緒にダンスでも踊っているんじゃないだろうか。それとも、俺おれをどうやって殺すか相談でもしてるんだろうか。

　きっと俺はガンドールの連中に撃たれて煮られて焼かれて巻かれて沈められて、それから海の底であの蛸みてえな火星人にいびられて殺されて犯されて食われて晒さらされて───嫌いやだ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だいあだいひゃだぃあいあいぁあああああぁぁだだだあああ。




　落ち着け！　俺！　これは幻覚だ妄もう想そうだ。それは解わかってるじゃねえか。でも、解ってるのに何でこんなに怖いんだよ。もしかしたら幻覚でも妄想でもなくて、本当に、本当にあのドアの奥には何か──やめろ！　考えるな！　考えたら終しまいだ！　負けだ！　死ぬぞ！　くそ、薬さえあれば、さっきの薬さえあれば！　もう一度、もう一度あの薬をキメりゃあきっと今度はダウンなんか来ない筈はずなんだ！　薬、薬を寄越せ！　誰か、ルノラータの売人に直接交渉して薬を手に入れないとォォぉおおおおおぉおっぉおあぁぁぁ、死ぬぞこれマジで死ぬぞおい助けてくれ誰か助けてくれよオイ、イーディス、イーディィィィィィス……

　７時間後、ロイは自宅の浴室の中でようやく落ち着きを取り戻した。

　素すっ裸ぱだかになって、自らの嘔おう吐と物等に塗まみれた床に立ち竦すくむ。こういう事態を想定して、わざわざ浴室のあるアパートを借りたのだ。理性の残る内に浴室に辿たどりついて本当によかったと、彼は自分自身に感謝した。

　一回目の服用だったのでダウン状態が甘あまかったという反面、他ほかの薬物を常用していたが故に妙な反応をしてしまったのであろうことも事実だ。どちらにせよ、彼の今までの行為がそのまま跳はね返って来た形になる。医学的に見れば後こう遺い症しようなどが残っているかもしれないが、何しろ新種の薬物だ。詳くわしい事はロイには全く解わからない。彼が理解した唯一のことは、キメた瞬間のすさまじい興奮と、たった今まで味わっていたダウン状態の恐怖のみだ。

　イーディスに謝りたい。それだけの一心で、彼はその恐怖に耐え抜いた。結局最後に薬を打ってしまった意志の弱さと、その後の恐怖に耐え抜く性しよう根ね。ロイは、そんな奇妙な精神力を取り合わせて持つ変わったタイプの人間だった。

　身体からだと浴室を綺き麗れいに洗いながら、彼は小さな達成感すら抱いだいていた。これで、今度こそイーディスとの約束を守れるのだ。前にもこんな事があったような気がするが、多分気のせいだ。




　ロイは清潔になった身体にトランクスとシャツを身につけ、鼻歌を歌いながらリビングへと向かった。──それにしても体中が痛いなオイ。トんでる間に喧けん嘩かでもしたかな？　それとも薬の弊へい害がい作用か？

　そこでふと、足が止まる。

　──あのバッグは何だ？

　テーブルの下に、見慣れないバッグがある。大きな皮製の手て提さげバッグで、何かがパンパンに詰まっているように膨ふくらんでいる。

　どこかで見た覚えがあるのだが、思い出せない。思い出してはいけないような気さえする。

　収まった筈はずの恐怖が蘇よみがえる。脳味み噌その代わりに心臓がバクバク音を立て始めた。

　恐る恐る近づいて、バッグの口を開き────

　全すべてを思い出すと同時に、ロイはショックで心臓が止まりそうになった。




　その中には、白い包みに入った粉薬がハちきれんばかりに詰め込まれている。

　ルノラータ・ファミリーが捌さばいている、さっきまで自分を虜とりこにしていた新薬だ。

　彼に宿っていた死神が、その大鎌がまをゆっくりと振り降ろし始めた。













　　ルノラータ・ファミリー
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　ニュージャージー州都　ニューアーク郊外の屋敷




「それで？」

　仰ぎよう々ぎようしい机の横に立ち、一人の男が口を開いた。

　年齢は50を超えたあたりだろうか、刻きざまれた皺しわは浅いとも深いとも取れず、威厳のある顔の上に理知的な眼鏡めがねを装着している。

　表情と声色からは何ら感情を感じ取る事はできないが、周囲にいる背広姿の人間達は一いつ斉せいにその顔を強こわ張ばらせる。

「新薬を丸ごと奪われた上に、簒さん奪だつ者にはのうのうと逃げられた、と？」

　初老の男が淡々と語る事実に、部屋にいた誰もが唾つばを大きく飲み込んだ。

　そして、まるで十三階段を上る死し刑けい囚しゆうのような面持ちで、自らの組織のボス──バルトロ・ルノラータの言葉を待った。

　永遠とも思える一呼吸の後、バルトロはゆっくりとその目を伏せ、言った。

「それで？」

　バルトロの問いに対し、大柄な男が冷や汗を流しながら答える。

「は、割さける人員を総動員させて、その男を──」

「俺おれが聞きたいのは」

　相手の言葉を中断させて、バルトロはあくまでも静かに言葉を紡つむぐ。

「そんな下らん報告をいちいち俺にして、俺とお前──ひいてはファミリーの為に、いったい何の得があるのかという事だ」

　あくまでも冷静な口調だが、耳にする者の心臓を鷲わし摑づかみにするような鋭さが含まれている。

「グスターヴォ。マンハッタンに関して、俺はお前に『任せた』と言ったぞ？　ならばお前が俺に報告すべきは、吉きつ報ぽうか凶きよう報ほうのどちらかだけの筈はずだ。それともなにか？　お前はそんな取るに足らん事態すら『凶報』と判断する程の無能だとでも言うのか？」

　グスターヴォと呼ばれた男は、まるでモズに張り付けにされた蛙かえるのような表情で、その大柄な身体からだを小刻みに震わせている。

「そのような事は決して」

「では、有能なのか？」

　その言葉に、グスターヴォは完全に黙りこくってしまう。

「今日は孫と会う予定なんだ。つまらん話題で、俺の今日という日の記憶を濁よごさんでくれ」

　バルトロはそれだけ言うと、叱しつ責せきも助言も与えずに部屋を後にした。

　残された者達の間には、互いの顔色を窺うかがうような空気が流れる。そして、皆の顔には不安と安あん堵どが入り混じった表情が浮かべられていた。

「呆ほうけてる場合じゃねえぞお前ら」

　ボスが居た時とは態度も表情もガラリと変えて、グスターヴォが己の部下達に渇かつを入れる。

「このままその強ごう盗とうが薬を只ただ同然でバラ撒まいてみろ。俺らはとんだ笑い者だ！　そうなればマンハッタンでの仕事が『凶きよう報ほう』に変わっちまうかもしれねえんだ！　どんな手を使ってでも、その若造を探し出してこい！」

　彼らにとって、それは確かに大失態であった。

　バッグ満杯に詰まったドラッグを、何ど処この馬の骨とも解わからぬ男に奪い去られてしまったのだ。特別な油断があったわけではない。ただ単純に、車を運転していた運び屋が事態を予測できなかっただけだ。

　まさか、側面から全速力のトラックが突っ込んでこようなどと。

　衝しよう撃げきに車から放り出された所に、トラックから降りてきた若者が現れて、末端価格にして六十万ドル分の新薬を奪い去って行ったのだ。

　犯人もかなりの衝撃を受けている筈はずなのだが、まるで痛みを感じさせないかのような動きでその場を逃走した。彼らとしては被害を届けるわけにもいかず、事件は単なる当て逃げ事件として処理される事となった。

　トラックは盗とう難なん車であり、若者の様子からして恐らく薬中ジヤンキーだという報告を受けている。

　だが、あの地区を仕切っているガンドール・ファミリーは薬を一切扱っていない。叩たたいても何も出ない事が解わかっているので、その方面での捜そう査さは最初からなおざりに行われる事となった。

　傍はたからすれば大した笑い話だ。あの地区に薬を撒まいているのは、他ほかでもないルノラータ・ファミリーなのだ。自分達の配った薬でハイになった若造に襲われる。売人としては下げの下げの更に下げの部類に入る空前絶後の大ポカである。

「とにかくブツだけは取り返して来い。そうすりゃ、後はぶち殺そうがなんだろうが──」

「それ、は、困る、な」

　後ろから聞こえてきた不気味な呻うめき。グスターヴォが慌あわてて振り返ると、部屋の隅に何い時つの間まにかベグが座り込んでいた。空あいている椅い子すなどいくらでもあるのに、わざわざ床の上にベタリと座り込んでいる。

「ベグか、脅おどかすな！　……それに、困るってのはどういう事だ？」

「そいつ、には、是ぜ非ひ、感想、を、聞きたい。俺おれ、の、薬で、そこまで、ムチャな、事を、やった、奴やつに、是非とも、話を、聞きたい。場合、に、よって、は、新薬、の、試験体、に、なって、もらう。だ、から、できれば、生け、獲り、に」

「下らねえ事を──」

　思わず怒ど鳴なりかけたグスターヴォだったが、それ以上は喉のどの奥に仕し舞まい込んだ。ベグについて詳くわしい事は何も知らないが、彼がこの組織に入った時には既に存在していた。最さい古こ参さんの一人らしいが、詳しい年ねん齢れいすら解わからない。一見すると30前後に思えるのだが、グスターヴォが組織に入ってから８年、全く年を取る気配がない。

　恐らく何かの薬の影響で、身体からだのあちこちがおかしくなっているのだろう。周囲の人間は彼の若さをうらやむというよりも、寧むしろ腫はれ物でも触さわるような扱いで、極力話題にせぬように努めているのが現状だ。

「──あんまり無茶な事を言わんで欲しいね。あんたには立派な精製工場をくれてやっただろう。これ以上の我わが侭ままは勘かん弁べんしてくれ」

「ふ、ん。用意、した？　それまで、他ほかの、奴やつが、経営、していた、コカイン工場を、乗っ取った、だけ、じゃ、ないか。表、の、事業、ごと、な。たし、か、ジェノアード、とか、言った、かな。前の、経営者、は」

　途切れ途切れの言葉の中に、明らかな皮肉の色が籠こめられているのが解る。

「乗っ取っただなんて人聞きの悪い。あれは経営者が居なくなった企業に、俺達がテコ入れをしてやっただけだ。表からも、裏からもな」

「居なくなった、か。く、車、ごと、にゅ、ニューアーク、湾に、突っ込ませ、て、か？　乱暴、だな。バルトロの、や、やり口よりも、す、数倍、荒っぽい」

「……あんたもファミリーの一員なら、少しは気を使った発言をしたらどうだ？」

　無表情の中に怒りを抑えつけるグスターヴォに対し、ベグは見み下くだしたような笑みを露ろ骨こつに浮かべている。やがて飽あきたようにその笑みを顔面から消すと、ベグは何事も無かったかのように部屋から出て行こうとする。去り際に、とある約やく定じようについて念を押していった。

「いい、か。前、にも、言ったが。く、くれぐれも、『マルティージョ・ファミリー』には、手を、出すな。それが、俺おれが、グスターヴォ、お前、に、協力する、条件、だ」

　ベグはそれだけ言い終えると、物音ひとつ立てずに扉の外に消えていった。

「ふん、薬以外にゃまるで役立たずの癖くせに、随分と調子に乗りやがったもんだな。……糞くそが！」

　そんな捨て台詞せりふを吐はきながら、グスターヴォは部屋に残る部下達に向き直った。

「いいか、ガンドールを始めとする雑ざ魚こ組織から縄なわ張ばりを奪だつ取しゆ。同時にドラッグ・ビジネスを定着化させる。これが俺達のマンハッタンにおける任務だ。余計な仕事が一つ加わっちまったが、やる事は何も変わらん。邪じや魔ま者は潰つぶせ。弱い奴やつは邪魔じゃなくても潰せ。警告も交渉も必要無い。そんな事は対等な奴らにやる事だ。いいな、俺達はただ単純に、俺達の実力を見せ付けてやればいいだけだ。見た時にはもう手遅れとなるように、速やかに、徹底的にな──」

　まるで自分が組織のボスになったかのような口ぶりで、グスターヴォは声高らかに勝利宣言を行った。先刻バルトロの前で見せた自分自身など、まるで最初からこの世に存在しなかったかのように。

「今は確実に俺達の時代だ。強ごう盗とう野や郎ろうも『ごっこ』に過ぎねえ雑ざ魚こマフィアも、俺達の世界に存在する事を認めはしねえ。潰せ、跡あと形かたも無く磨すり潰つぶして、過去からも今からも未来からも、完全にその存在を消し飛ばしてやる。それが────俺達の義務だ」
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１９３１年　12月下旬　チャイナタウン某所




　マンハッタンの一画にある、目立たない場所に立っている小さなビル。

　申し訳程度に取り付けられた看かん板ぱんには、『デイリー・デイズ』という名が掲げられている。

　ニューヨーク・タイムズとニューヨーク・トリュビューンが激しい部数争いを繰り広げているその最中、その隙すき間まを潜もぐるように発行されている弱小新聞。それが『ＤＤデイリー・デイズ』だ。

　だが、新聞の発行作業などは所しよ詮せん表の顔に過ぎない。何な故ぜなら、裏の顔である『情報屋』としての仕事の方が、全体的に見て遙はるかに収入が潤うるおっていたからだ。

　通常ならば、一箇所を拠きよ点てんとする情報屋などはありえない。映画や小説などで見かけられるように、酒場の隅や路地裏でこっそりとメモを渡す──そんな雰囲気の方がしっくり来る職業だ。第一、場所が割れている情報屋などは何い時つ消されてしまってもおかしくはないのだから。

　新聞記者や警官などが小こ遣づかい稼かせぎとして働くならまだしも、探たん偵てい社と同じように『本職』として行動するというのは、この業界でも稀け有うな例の一つであった。




　チャイナタウンの片隅に存在する小さなビル。そこがＤＤデイリー・デイズの編集作業をする本社兼編集部だ。従業員の大半は中国人だが、異なる人種の人間も幾人か存在しており、そこで発行されている新聞には中国語と英語、そしてイタリア語版の三種類があった。

　路上に落ちていた古い新聞を踏み躙にじりながら、数人の男がそのビルに足を踏み入れた。

　屋内は一見役所か何かのように見え、乱雑な空気と騒音の中で、新聞記者や編集部員と思しき人間が忙せわしなく部屋の中を行き交っている。

　最初に目に付いたのが東洋人ばかりで、男達が露ろ骨こつに顔を顰しかめていると、部屋の奥から一人のコーカソイドが近づいて来た。

　他ほかの地区との境界間際とは言え、チャイナタウンの中で働く白人を見るとは思っていなかったのであろうか。男達は一瞬呆あつ気けに取られたような顔をして、その白人が歩くのを静かに眺めていた。

　白い肌の男は机一つ隔へだてた所で立ち止まり、呆ほうけた顔の男達に向かって口を開く。

「いらっしゃいませ。本日はどのような御用件で？」

　男の口から流れて来たのは、ごく普通のニューヨーク訛なまりの英語だった。

「定期購読のお申し込みですか？　ああ、失礼。私は英語版のデスクを務めておりますニコラスと申します」

　爽さわやかに名乗るニコラスに向かって、コートを纏まとった男達は尊そん大だいな態度で目的を告げる。

「お前らの新聞になんざ興味はねえ。情報を買いに来ただけだ」

　無ぶ礼れい極まりない物言いに、ニコラスは少しだけ悲しそうな目をして言葉を返す。

「結構面おも白しろい新聞だと自負してるんですがね……で、どのような情報をお望みで？」

「昨日、マルベリー通りで起きた事故は知っているか？」

　その問いかけに対し、ニコラスの口からはスラスラとその概要が並べ立てられる。

「はい、昨日の午後一時過ぎに発生した、乗用車とトラックの接触事故ですね？　まあ事故というよりも事件と言った方がよろしいですね。トラックによる一方的な当て逃げ事件ですから。被害者はサム・ブシェッタとアンセルモ・ジョネルの二名、加害者は逃亡中であり、特徴は首筋に傷のある男──ですね？」

　突然まくしたれられた情報の波に、男達は互いの顔を見合わせる。今ニコラスが言った情報は、まだ警察と当事者を含む、極ごく一部の関係者しか知らない情報の筈はずだ。

　驚きよう愕がくの目を向ける男達に対し、ニコラスはあくまで爽やかに言葉を続ける。

「そしてその被害者の二名は、ニューアークを基点とするマフィア『ルノラータ・ファミリー』の構成員──つまりは、貴方あなたがたの御友人となるわけですね」

　何気なく発せられたその言葉に、男達は揃ってその身を凍こおらせた。

　自分達はまだ名乗ってすらいなかったし、そもそも名乗るつもりすらなかったのだ。それをこの生なま白じろい男が、自分達の正体を全すべて見み透すかしたように──

　だが、ここで慌あわてふためくわけにはいかない。恐らく相手は自分達の格好や状況などからその正体を予測し、たまたまそれが当たったに過ぎないのだろう。ここで自分達が焦あせりを見せれば、それこそ相手の思う壺つぼだ。

「そうか、そこまで解わかってるなら、俺おれ達の目的も解るだろう？」

　強がって見せるものの、手の平には既に汗が滲にじみ始めている。

「その首筋に傷がある男の行方ゆくえだ。どんな些さ細さいな情報でもいい──」

「スコットランド系移民。22歳」

　男の言葉を遮さえぎり、ニコラスは淡々と言葉を並べ立てた。

「……何？」

「ここから先は、有ゆう償しようです」

　急に切り出された為、男達は既に『取引』が始まっている事に気が付かなかった。

「この情報は、現金で５００＄。更に、貴方あなたがたから引き換えの『情報』を一つ提供して頂きたい」

「？　情報だと？」

「まあその、ぶっちゃけた話──取られた品物は何ですかって事ですよ。とぼけるのは無しですよ。皮製の黒いバッグを持ち去るところまで、ちゃんと『報告』されてますから」

　爽さわやかな笑みを浮かべたまま、ニコラスは恐ろしい程にさらりと説明してのけた。

「そんな事が言えるとでも思ってるのか？」

「じゃあ、この話は無しです」

「……聞くが、もしも俺おれ達がそれを話したとして、例えば警察がお前らにその情報を求めたとしよう。そうすれば、お前らはそれを話すのか？」

「勿もち論ろん、商売ですから」

　ぴくつき始めていた男達の血管が、破は裂れつしそうな勢いで一気に膨ふくれ上がる。

「ふざけるんじゃねえ！　殺されてぇのかっっっ！」

　激げつ昂こうする男達に対し編集部内の東洋人達の視線が一いつ斉せいにこちらに向いた。

「!?」

　男達はある事に気づき、その怒りは急速に戸と惑まどいへと変化していった。

　東洋人の記者達は全員無表情であり、その全すべての手には拳けん銃じゆうが握られていた。その銃じゆう口こうは正確に自分達の事を狙ねらっており、半円状の包囲網が瞬時にして築き上げられていた。一見乱雑に見えて、その実射線はニコラスの事を正確に避けている。

　こうしてみると数々の机や書類は相手の身を隠すのにうってつけの配置になっており、対する自分達は何も身を隠すものが無い。

　まるで、無数の塹ざん壕ごうや城壁に囲まれた少数兵のような形が出来上がってしまっている。

　男達は瞬時にして肝きもを冷やされたが、ニコラスが手を上げると同時に、銃じゆう口こうは一いつ斉せいに記者達の懐ふところへと納まっていった。

「失礼。商売柄、色々と物ぶつ騒そうでしてね」

　それだけ言って軽く頭を下げると、何事も無かったかのように話を再開する。

「まあ、落ち着いて聞いて下さい。例え我々がその情報を警察に伝えた所で、それは証拠には成り得ませんから。貴方あなたはゆっくりと証拠を隠いん滅めつする事を考えればいいんです」

　無茶な理屈を交えながら、ニコラスは自らの所属する情報屋のシステムの一部をゆっくりと語り出す。

「まあ、貴方が上役の方々に制裁を受ける可能性を考えているのかもしれませんが、それについては安心して頂きたい。我々は、情報元に関しては徹底的な守秘義務を貫いております。まあ、これについては信用して頂くしかないんですけどね。万が一ルノラータ・ファミリーに不利益が生じても、貴方がたは何も見なかった、こんな所にはこなかった。そういう事にすればいいんです」




「男の名前はロイ・マードック。住所は──」

　男達は少し迷った後、渋しぶ々しぶその条件でＯＫする事にした、

　情報屋に一通りの事を聞いた後に、自分達の方も情報を提供する。だが──

「バッグの中身は金だよ。取引先からのみかじめ料だ」

　彼らはこんな下らない事で本当の事を言う必要も無いと考え、適当に噓うそをつく事にした。どうせ噓を見破る方法など無い、そう考えてあたりさわりの無い話をでっちあげたのだ。

　ニコラスはそれを聞いて少し困ったように笑うと、

「噓をつくならもう少し楽しい噓にして下さい。上う手まい噓というのはそれだけで情報としての価値が出るものですが、貴方がたが今おっしゃった程度ではとてもとても」

　男達が反論しようとするのを遮さえぎって、ニコラスは首を振りながら話を続ける。

「ルノラータのシマはあの道の先にはありませんし、そもそも貴方がたの『集金日』は月初めでしょう。この時期にみかじめ料だなんてありえません。少しは考えてから噓を吐ついて下さい」

　相手が反論できなくなったのを確認すると、ニコラスは畳たたみかけるように言葉を吐はき出した。

「ぶっちゃけた話、『薬』でしょう？　ガンドールさんのシマで最近流は行やっている新型のドラッグ。それを運んでいたんですよねイエスかノーで答えて下さいあと５秒よんさんにいいち」

　勢いにつられて、男達の一人が思わず頷うなずいてしまった。

　それだけ確認すると、ニコラスは一言だけ告げて、自分のデスクへと戻って行った。

「まいどあり」




　　　　⇔




「御嬢じよう様、ここじゃけんべや、私の幼おさな馴な染じみがいる『じょうほうや』ってのは」

　彼女はそう言って、イブをとあるビルに連れ込もうとしている。

「新聞社、ですか？」

　初めての都会だという事で緊張しているのか、少女は不安気な表情で息を吞のんだ。

　サマサに案内されて辿たどりついたのは、チャイナタウンにある小さな新聞社だった。あちこちにガタがき始めている、煉れん瓦がとコンクリートを混合して造られたビル。その看かん板ばんには『ＤＤデイリー・デイズ』の文字が粗末に掲げられている。




　ニューヨークの別荘に辿り着いたはいいものの、どうやって兄のダラスを探すべきか、イブ達は最初から手詰まりになってしまっていた。

　何しろ、兄の交友関係や稼かせぎ口など、結局の所家族の誰も知らなかったのだから。

　意気が消しよう沈ちんしかけていた時に、サマサが突然大声を上げてこう言い出したのだ。

「御嬢様！　なんだらわかんね事さあっだら、『情報屋』に聞くのが一番だで、そこに行ってみるだがしな！」

「何をそのような胡う散さん臭くさい……情報屋？　そんなチンピラ連中を御嬢様に関わらせる気か！」

「あんれま、ベンジャミン。わだすの幼馴染さを悪くだべっとごしゃぐ怒るだぞ終しまいには」

「うるさい、お前の幼馴染なんて、そんな言葉が通じるかどうかも怪しい奴やつの情報など信用するものか！　それに、わしの名前はベン『ヤ』ミンじゃ！　何度言えば解わかる！　英語の発音でわしの名を呼ぶな！」

　執しつ事じのベンヤミンはそう言って猛反対した。

　だが、他ほかに縋すがるものも無いからと、結局ここにやって来たのだが……




「なんです、新聞社ではございませんか。ふむ、これならばある程度信頼できるかもしれませんぞ、御嬢様」

　すっかり落ち着きを取り戻した執事が、自らの主人に向かって恭うやうやしく扉を開いて見せた。

　最初にイブがそのドアを潜くぐり、次いで執事が潜ろうと扉から手を離したのだが──そのままサマサに突き飛ばされるようにして、勢い良く引っくり返ってしまった。

「ひ、人を喜劇役者の如く扱いおって！」

　文句を言いながら最後に扉を潜ると、そこには乱雑な風景と、聞きなれない言葉による喧けん騒そうの音が広がっていた。今まで通常の仕事の現場に触れる事のなかったイブにとって、目まぐるしく動くその光景はカルチャーショックを与えるに充分なものだった。

「凄すごい……」

「御嬢じよう様？」

　執しつ事じに声をかけられ、イブはハっと我に返る。

「あ…とても御忙しそうですね。私達の相手をして下さる暇などないのではないでしょうか？」

　必要以上に畏かしこまった言葉で、イブは不安そうに周囲の様子を窺うかがっている。

　それを安心させるかの様に、サマサのまるまると膨ふくれた手の平が肩に乗せられる。

「あんつこどいりね。さきた、エレアンさ電話しておいだんずやから」

「？？？」

　執事がサマサの言葉の意味が解わからず混乱していると、イブがその耳元で囁ささやいた。

「心配いりません、さっきエレアンさんに電話しておいたから……だ、そうです」

　自らの主人に翻ほん訳やくの手間を掛けさせる不覚を恥じながら、執事は英語の通じそうな男を摑つかまえて事情を説明しだす。

　ニコラスと名乗るその男は、事情を聞くとそのまま階段を使って二階へと上って行った。

　しばらくして、彼は奇妙な姿の男を連れて戻って来る。サマサと同じニグロイド系のようだが、その服装は明らかに中国人が儀礼用に着る、男物の黒いチャイナ服を身に着けている。

　すれ違う東洋人達と時折言葉を交わしているが、それはとても流りゆう暢ちような中国語であった。中国語を操るその黒人は鋭いデザインの色眼鏡めがねをかけており、本人の持つ怪しさを殊こと更さら強調させている。

　その男はサマサの姿を認めると、大げさな歓迎のポーズをとりながら、ニューヨーク訛なまりの英語で古い友人を迎え入れた。

「サーァマサ！　久しい、久しいねぇ実に！　一体何年ぶりの再会だ！　すばらしい！　今日はきっとすばらしい日になるぞ！　俺おれにとってもお前にとっても、この町の全すべての人間にとって素す晴ばらしい一日が訪れますように祈らずにはいられないねぇ！」

　人よりも二段も三段も高いテンションを保ちながら、旧友の身体からだをヒシと抱だきしめる。だが彼の腕周りでは、精一杯伸ばしてようやくサマサの背中で指を合わせられる程度に過ぎない。歪いびつな形で抱だき合いながら、二人は再開の余韻に浸ひたり続けていた。

「まぁまぁまぁまぁ、積る話は後にするとして、とりあえず君の御主人様の依頼を承うけたまわる事にするとしようかねえ？　本当なら５００ドルと代だい償しようの情報を頂く所だけど、サマサの御主人ってことで特別に今回は俺のサービスにしておくよぉ！」




　応接間のような所に案内された三人。イブとサマサはソファーに腰掛けるが、執事はただ整然と、威厳も卑ひ屈くつも感じさせずにドアの横に佇たたずみ続けている。

　そんな執事を面おも白しろそうに眺めながら、チャイナの黒人男性──エレアン・ドゥーガーがイブに向かって話を切り出した。

「さてさてさて？　イブ・ジェノアードさんの御依頼は確か『一年前から行方ゆくえ不明になってるダラス・ジェノアード』さんの捜そう索さくだったねえー。今、部下に情報をあたらせてる所だねぇ。まとまったらここに持って来るように伝えてあるから、そろそろ来ると思うよ。いやほんと。すぐだよ、すぐ！　それにしてもお兄さんだっけ？　きっと無事に見つかるって！　大丈夫、この町の事で俺おれ達に解わからない事ないよー？　もしかしたらお兄さんが今いるところがパパパっと解って出てくるかも────」

　エレアンのトークが、応接室の中に響くノックの音で遮さえぎられる。

「おや、来たみたいだよー」

　執しつ事じがすばやく扉を開くと、一人の東洋人が書類の束を持って入ってきた。

　その中国人の顔が無表情だった事にイブは不安を覚えたが、ひとまずは書類に目を通すエレアンの反応を待つ事にした。

　最初は鼻歌交じりでその紙束に目を通していたが、突然席を立ち上がると、大げさに腕を振りながら窓の方まで歩いて言った。

　太陽は沈み始め、美しい赤煉れん瓦がの建造物をより艶つややかに彩いろどっている。

　そんな風景を眺めながら、エレアンはゆっくりとその口を開き始めた。

「そう。いつだってそうさ。俺は昔から調子に乗りすぎた男と呼ばれて幾いく星せい霜そう。お調子者っていうのも一種のほめ言葉。そう思って騙だまし騙し生きて来たよ。でもそれって、一つ言い換えればただの『空気が読めない奴やつ』なんだよねえ。もうこんな生き方は止めよう。いつだってそう思って、結局生き方を変えられない。躁そう状態ってえ奴やつは麻薬みたいなもんなんだよねえ。一度味わっちまうといつまでもいつまでもそこに止とどまっていたくなる」

　最初は何を言っているのか解らなかったが、どうやら話を逸そらそうとしているように見える。

「あ、あの、教えてください！　兄は、ダラス兄さんは何ど処こにいるんですか！」

　興奮して思わず立ち上がるが、執事も今はそれを咎とがめない。

　気持ちが高ぶるイブ達とは逆に、情報屋の空気は止まる事無く澱よどんでいく。

「ああ、ごめん、本当に、御ご免めん。何が『素す晴ばらしい一日が訪れますように祈る』だ。これじゃまるで俺は不幸の使者で、他人の不幸を糧かてにして自分ひとりで喜んでる屑くず野や郎ろうだよねえ。きっと無事に見つかるだなんて、現実主義者の情報屋が易やす々やすと口にしちゃいけない言葉だったよねえ。希望だけ与えてから突き落とすような真ま似ねをして本当にすまないというか、ああ、ああ、俺のこの無力が恨うらめしい。俺は──」

「遊んほいならなかでふざけてないではよぅ言えやならがぁ！」

　サマサがエレアンを揺さぶりながら怒ど鳴なりつけた所で、ようやく彼は『結論』を口にした。

「こういう事を遠回しに言うのは罪悪だと俺は思う。だからハッキリ言ってしまうけどねえ」

　完全に鬱うつに入った状態で、エレアンの口から凶きよう報ほうが紡つむぎ語られる。

「君の兄、ダラス・ジェノアードはねえ。今は川の底だ。ハドソン川の、暗くて深くて冷たい水のその下で、二人の仲間と一緒にドラム缶かんの中でねぇ」

　その淡々とした答えに、イブの心が瞬時にして凍こおりつく。

　時が止まったような錯覚を覚える中で、ただ心臓の鼓動だけが激しく世界の中に音を刻み続けていった。

　イブは感情が壊こわれそうになるのを抑えながら、肺の奥から必死に空気を搾しぼり出す。

「それは……それは本当の事なんですか？」

「残念ながら間違いは無いみたいだねえ。やった相手も解わかってる。小さな組なんだけどねえ。ガンドール・ファミリーって言って……」




　それから後の事はよく覚えていない。




　気が付いた時、イブはフォークとナイフを握りこんでいた。

　あれからは全すべてがうわの空で、心がどこかに飛んだ状態で別荘まで帰りついてしまっていたようだ。広いテーブルの隅ではサマサが既に食事を終えており、ベンヤミンはただ静かにイブの横に佇たたずんでいる。恐らく彼自身はまだ食事を済ませていないのであろう。

　イブはそのままの状態で暫しばらくうつむいていたが、やがて意を決したように口を開いた。

「ベンヤミンさん……サマサさん。どうも、すみませんでした」

「！」

　その言葉に、サマサとベンヤミンが一いつ斉せいに視線を向けてきた。

「御嬢じよう様！　御嬢様が私どもに頭をお下げになる理由など欠片かけらもございません！　それよりも、お身体からだの方に何か差し障さわりがございませんか？」

「んだ、食って力をばっちこ付けてくんろなまし」

「ありがとう……ございます」

　力なく微笑ほほえむ彼女を見て、サマサが元気付けようと声高く叫んだ。

「気にす事だばね！　情報屋だどもガセネタどご摑つかまされることはあるんてが！」

「全くその通りで御ご座ざいます！　あの様な怪しい輩やからの言う事などに惑まどわされてはなりませんぞ御嬢様！」

　二人は必死に彼女を励ますが、イブはただ寂しげに微笑ほほえむのみだ。

「ありがとうございます。今日は少し疲れてしまいましたので、先に休ませて頂きます」

　およそ使用人の主人とは思えぬ言葉をつぶやいて、薄く微笑んだまま、イブは静かに食堂を後にした。

　テーブルの上では彼女の食事が手付かずのままに、ただただ冷めきる瞬間を待ち続けていた。

[image: ]







　──本当は、気付いていた。そうなのではないかと思っていた。

　マンハッタンで行方ゆくえが途絶えて、そのまま無事に帰って来た者など殆ほとんどいない。

　それは解わかっていた筈はずなのに。自分は一体何を期待していたのだろう。

　また、奇跡が起こるのではないかと淡い期待を抱いだいてしまった。

　祈りの権利は、あの時もう使ってしまったというのに。

　ああ、なんと馬ば鹿かな事をしてしまったんだろう。

　奇跡を望む必要など無かったのに。

　自分にもう少し勇気さえあれば、ダラスを止める事など簡単にできたのではないだろうか。

　あれはただ、努力と恐怖から逃れようとして祈っただけなのだ。

　──ああ、本当に奇跡が起こって欲しかったのは、父とジェフリー兄さんが死んだ時だ。無論、死者の蘇そ生せいなどというものが起こり得ないという事ぐらいは解わかっている。だから、せめて、せめてダラス兄さんが無事であれば。

　だが、奇跡は起こらなかった。

『一生のお願い』というものがあるならば。そしてそれが本当に叶かなうものなのならば、自分は祈りの権利を既に使い切ってしまっている。

　だから、こうなる事は充分予想できた筈なのに。覚かく悟ごも決めたつもりだったのに。

　なのに何な故ぜ、こんなにも悲しいのだ。

　ダラス兄さんの事は好きじゃなかった筈はずなのに。乱暴者で、卑ひ怯きよう者で、道徳心の欠片かけらも無くて、いつもいつもいつも人に嫌われていつもいつもいつも人を嫌っていた。

　しかし頭の中に思い浮かぶのは、最後に会った時の記憶ばかり。

　あの神様の使いの泥棒が来た次の日、ビリヤードを教えてくれた時の優しい顔。

　──ああ、何な故ぜ、何故兄さんは私にだけは優しかったのだろう。いっその事、私の事も他ほかの人間と同じく嫌っていてくれていれば──




　そこでふと、イブは自分自身が恐くなった。自分自身の身勝手さに気付き、呆あきれ果て、どうしようもなく悔しくなり悲しくもなり。

　途と端たんにどうしようも無く涙が溢あふれてきて、枕まくらを濡ぬらしながら静かに嗚お咽えつを続ける。

　──泣いているだけでいいのか？　それだけで何い時つかは忘れてしまうのか？　父親と二人の兄の死を前にして、自分はただ泣いている事しかできないのか？　一年前と同じように、ただ何かに縋すがり、祈り続けるしかないのだろうか？

　彼女は思う。僅わずかな可能性があるなら、諦あきらめてはいけないと。

　このままではいけない。今、自分が成さねばならぬ事は────兄に対する、贖しよく罪ざいだと。




　　　　⇔




　イブ達がＤＤデイリー・デイズ新聞社を後にしたのと入れ替わりに、一人の男がその中に入っていった。

　その男の顔には、常に楽しそうな笑顔が浮かんでいる。爽さわやかな印象を与えるニコラスとは対照的に、相手の何かを値踏みするような嫌いやらしい笑みだ。

　男が編集部の扉を開けると、ニコラスがエレアンに肩を貸している光景が飛び込んできた。

「ああ、帰ったのかヘンリー。ちょっとエレアンがまた鬱うつに入っちまってな。俺おれはもう退社時間だから、後は頼むわ」

「それはそれは。まったくもってお疲れ様でございますねぇ」

　ヘンリーと呼ばれた男が、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度で二人の背中を送り出す。

「あとの事は私に全すべてお任せくださいませ。ごゆるりと酒の一つでも分かち合われるのがよろしいかと」

「……お前に接客を任すのは不安なんだが、社長も副社長も出掛けてるしな。くそっ」

　困ったように首を振りながら、ニコラスはエレアンを連れて外に出る。

　それを楽しげに見つめながら、ヘンリーはクックと小さな笑いを漏もらす。

「さて、久しぶりの接客です。少しは愉たのしめる御客様が来て頂けるとよろしいのですがねえ」




　彼の望みは、即座に叶かなう事となった。

　顔を帽ぼう子しとマフラー、色眼鏡めがねという装備で露ろ骨こつに隠した男が、明らかに挙きよ動どう不ふ振しんといった雰囲気で訪れたのだ。

　編集部内にいた東洋人達は動きを一いつ旦たん止め、それぞれが懐ふところや机の引き出しに手を伸ばす。

　すると彼は、なんの躊躇ためらいも無く東洋人に声をかけた。流りゆう暢ちようとまではいかないが、使い慣れた間まのある中国語を用いて、『込み入った話がしたい。誰か英語の通じる奴やつはいないか』と受付にいた男に問いかけた。

　そこに丁ちよう度ど、始業の準備を終えたヘンリーが戻ってきた。

　嫌いやらしい笑みを更に歪ゆがめながら、愉たのしそうに楽しそうに口を開く。

「私わたくしでよろしければ、お話を伺うかがわせて頂きますよ」




　　　　⇔




　マルティージョ・ファミリーの仕切るもぐり酒場、『アルヴェアーレ蜂の巣』。

　蜂はち蜜みつ屋の奥にあるその空間で、ニコラスとエレアンが蜂蜜混じりの甘あまい酒を酌くみ交わしている。広い店内は優雅な装飾に彩いろどられており、バーというよりも寧むしろ高級レストランという雰囲気が強く漂ただよっている。

「大丈夫かな、ヘンリーの奴」

「少なくとも俺おれなんかよりはずっとずっとずっとマシだねえー。ああ、もう駄だ目めだよ俺。駄目駄目の駄目駄目。何が駄目って全すべてが駄目」

「確かに駄目だなお前。気にすんなよ、隠し通して無む駄だな期待をさせるわけにもいかねえだろ。だから今度からは、もっと感情を抑えて行くこったな。もう何度も言ってる事だがな」

　チャイナドレスの娘むすめが運んできた料理を口に運び、エレアンは無言のままでコクリと頷うなずいた。

　そして、何かを思い出したように顔を上げる。

「でもよ、気になる事が一つあるんだよねぇ」

「なんだ？」

「そのダラスって奴なんだけどさぁ。特秘扱いのネタがあるらしいんだよねえ」

「特秘だと？」

　Ｄ・Ｄデイリー・デイズ新聞社の身内でも、特秘扱いの事項は社長か副社長しか閲覧する事を許されない。そもそも、そんな書類など存在しないかもしれないのだ。全ては社長達の頭の中にだけ存在すると言われているが、正確なところは定かではない。

「ダラスってのはただのチンピラだったんだろう？　それなのに特秘だなんて……いや、待て」

　ニコラスはそこで言葉を止め、一いつ旦たんグラスの中身を空にした。

「ダラスを始末したのはガンドールって話だよな？　だったらあれだ、『不ふ死し者』絡がらみだろ」

「ああ……そうか、そうだよねえ」

『不死者』。唐とう突とつに出てきたその非現実的な単語に、エレアンは何の疑いも無く受け入れる。

　彼らにとって不死者とは疑い無く確かに存在する人間であり、実際に会った事さえある。

　例えば、今料理を運んできたウェイトレスなども含めて。

　不死者の情報は彼らの間でも断片的な形でしか伝わって来ていない。

　２００年前の錬れん金きん術じゆつ師し達が、この大陸に向かう船上で不死の力を得た事。その不死には制約があり、不死者同士では偽ぎ名めいを名乗れない事。公の場でも偽名等を使う事はできない事。不死者同士の場合、右手を介かいして相手を『喰う』事ができるという事。

　そして、一年前のとある事件で、この町に住む幾人かの者が不死者となってしまったという事。マルティージョ・ファミリーの幹部達、ウェイトレスと蜂はち蜜みつ屋のおかみ。そして、ガンドールのボスである三兄弟。

　話によると他ほかにも数名いるとの事だが、彼らに関してはニコラス達は名前すら知らない。おそらく社長達ならば何かしら摑つかんでいるのだろうが。

「まあ、俺おれ達も社長から直接聞かなきゃ信じなかったけどな」

「そうだねぇ」

　二人の会話はそこで途切れ、静かに料理を貪むさぼり続けた。

　そこに、新たな客が入ってくる。

　それは二は十た歳ちそこそこの女で、手には黒く大きな革かわバッグが握られている。

　情報屋の二人は、その女にハッキリと見覚えがあった。

「噂うわさをすればなんとやらか。あの娘こ、ガンドールの酒場のウェイトレスだよな？」

「ああ、そうだねえ。確か、イーディスとか言ったけ？」

　ニコラスにはもう一つ気になる事があった。昼間のルノラータの連中には伝えなかったが、彼女は確か麻ま薬やくの強ごう奪だつ犯はん──ロイ・マードックの恋人の筈はずだ。

　そして、その手に握られている革バッグ。

　ニコラスは半ば確信めいた思いを持って、彼女の動向を観察する事にした。




「アー、いらしゃイー、イーディス、この店に来るのは久しブリダネー！」

「ハーイ、リア。相変わらず元気そうだね」

　イーディスはチャイナドレスの親友に挨拶を交わすが、その表情はどこかぎこちない。

　彼女の様子に気付いたリア・リンシャンが、心配したように尋ねかける。店内はまだ客もまばらで、現在は丁ちよう度ど手が空あいた所だったようだ。

「どうしタノ？　何かヘンだよー？」

「いや、その……えっと、あのね、実はお願いがあってさ」

　ばつが悪そうに口をもごつかせながら、イーディスはその黒いバッグを差し出した。

「このバッグなんだけど、ちょっと預かってくれないかな？」




　　　　⇔




　時間は夕刻に遡さかのぼる。

「だからって、何でそんなの持って私の所に来るのよ！」

　イーディスの住むアパートの借り部屋で、一つのバッグを巡る喧けん騒そうが起こっていた。

「大体、いくらハイになってたからってなんでそんな馬ば鹿かな事をするのよ！」

「なんと言ったらいいのか、ほら、過ぎ去った時間は戻ってこないように、やってしまった事はしょうがないっていうか。過ぎ去った時間を忘れるように、起こってしまった結果はともかく過程についてはその、とりあえず忘れるべきだと思うんだけど。今はね、ほら、とりあえず起こってしまった結果についてどうにかしないと」

　昨日の威い勢せいは何ど処こに行ったのか、ロイはすっかり気の弱い青年となり下がって、目を吊つり上げるイーディスに向かってうじうじと言い訳を続けている。

「もう！　何なのよ！　ドラッグ決めてる時はあんなに調子にのって『俺おれは世界と同化してた』なんて恥ずかしい戯たわ言ごとを平気で言える癖くせに！」

「そんな自分を変えたいと思ったから薬に手を出してしまうわけで。そして一度快感を覚えると人はなかなかそれを捨てる事ができないというか、俺おれみたいに軟なん弱じやくな人間は特に」

「冷静に自分を分析できるぐらいなら最初から手を出さないでよ！　バカ！」

　イーディスはそれから１時間程に亘わたりロイに向かって文句を言い続け、その最中にはバカという単語が実に三百回以上も発せられる事となった。




　罵ののしりの言葉も気力も尽き、イーディスはハァと大きなため息をついた。

「でも、このバッグの中身には手を出してないみたいね。それは、安心した」

「本当は……打ちたくて打ちたくて仕方なかったんだ。でも、それに手を出したらルノラータの連中に何をされるかって……こ、恐かったんだ。あいつらに、何をされるのかって。ルノラータの連中のやり口は、よく知ってるから……」

「つまり恐くて止やめたってわけね。そんな事だろうとは思ったけど……でも、いつもはダウンを恐がってても平気でやる癖くせに、今度は良く止めたね。薬ばっかやってるロイでも、やっぱり死ぬのは恐いの？」

　不思議そうに尋ねるイーディスに対して、ロイは肩を小刻みに震わせながら答えた。

「恐いよ、あいつらの──特にグスターヴォの奴やつのやり口は汚きたならしいんだ。警告もへったくれも無くて、関わりのある奴ならカタギだろうがなんだろうが平気で殺して回る奴だから。俺が死ぬならいいよ。だけど、だけど──」

　気が弱いロイには、その続きを言葉に出す事はできなかった。

　そんな彼の真意に気付いたのか、イーディスは急に穏やかな顔になって、カタカタと震えるロイの肩を抱だきしめた。

「ごめん。ありがと」

　イーディスは一言だけそう呟つぶやくと、黒いバッグを持って立ち上がる。

「時間はかかったけど、ロイは約束を守ってくれたね。だったら、今度は私が約束する。ロイは絶対に死なせない。ガンドールさん達からもルノラータの奴やつらからも、私が貴方あなたを守ってあげる」

　そう言って、重いバッグを手に部屋の扉を開け放った。

「ど、どこにいくの？」

「とりあえずこのバッグは『切り札』になりえると思うの。だけど、私達が持ってたら簡単に取り返されるし、一緒に捕まっちゃったらそれでもう終わり。取りあえずこれは、信頼できる私の知り合いに預けようと思うの」

「そんな！　駄だ目めだよ、その人も巻き込んじゃうことになるじゃないか！」

「大丈夫。ルノラータが今手を出してるのは小さな組のシマばっかりだけど、一箇所だけ薬をバラ撒まいてないシマがあるの。そこの知り合いに頼むことにする」




　　　　⇔




「て、わけなの……悪いとは思ってるけど……ゴメン！」

「謝るぐらいなラ頼まなイ方がイイヨー」

『アルヴェアーレ』の片隅で、イーディスとリアが小声で会話を続けている。

「──そうだよね。ごめん。やっぱり」

「でも、別にいいヨー。預かっテあげルよ？」

「え？」

　あっさりとした了りよう承しように、イーディスは逆に目を丸くする。

「イーディスは本当にロイ君のコトが好きナンだねえ？」

　からかうように言うリアを前に、イーディスは逆に不安そうに尋ねる。

「ほ、本当にいいの？　あの、できればマルティージョの人たちにも黙ってて欲しいんだけど。ここの皆、キースさんやラックさんと仲いいみたいだから」

「仕事上デハ馴れ合ってナイから大丈夫だとは思ウけどネ。いいヨ。デモ、私の部屋って鍵が無いかラ、誰カ信頼デキル人に預けテおくヨ」

　その言葉に少し戸と惑まどったが、こういう物は二重三重に手順を踏んでおいた方が確実かもしれない。

「解わかった、リアが信頼する人なら私も信頼するよ。それじゃあ、本当にありがとう！」







　イーディスの背中を見送りながら、聞き耳を立て続けていたニコラス達は大きく息をついた。

　通常ならば聞き取れない程の声量で会話をしていたが、編集部の喧けん騒そうに慣れている彼らにとってはギリギリ内容を摑つかむ事ができた。

「さてさて、随分とやっかいな情報を手に入れてしまったな。どう運用すべきだと思う？」

　英語版デスクの問いかけに、中国語版デスクは目を輝かせながら言った。

「取りあえず、明日社長に報告するしかないねぇ？　この面おも白しろ情報を役立てれば、私ら世の為人の為になる、駄だ目め駄目人間じゃなくなるよ！」

「私らって……俺おれも駄目駄目人間とやらに含まれてるのか？」

　鬱うつ状態から唐とう突とつに回復したエレインに呆あきれつつ、ニコラスは虚こ空くうを見つめてグラスを呷あおる。

「デリケートな情報に直接関わるのは、あんま得意じゃないんだがなあ」




　　　　⇔




「成る程成る程。貴方あなたの言いたい事は理解させて頂きました」

　同じ頃、新聞社の中ではロイがヘンリーと相対していた。

「つまり貴方の仰おつしやらんとしているのはこういう事ですね？　ルノラータの弱みを知りたいと？」

「ああ、そ、そうだ。薬の現物を引き渡した後に、何とか俺に、俺の仲間に手を出さない様にできるぐらいの弱みがないかって事だ」

　掌てのひらに汗をビッショリとかきながら、ロイは今回の事件の経けい緯いを述べた。

　それに対するヘンリーは、愉たのしそうな笑顔で慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度をとり続ける。

「まあ、貴方様御自身からの告白というのは、それはそれで貴重な情報で御ご座ざいますからよしと致しましょう。問題は金額で御座います。そこまで大きな情報となりますと、最低でも五千ドルは頂かなければ」

「ご、五千ドル!?」

　薬に金を使い果たしたばかりのロイにとって、そんな金額どうやっても搾しぼり出せる見込みがない。この不況下ではロイでなくともそんな大金を一いつ括かつで払える者などそうはいない。

「ですが」

　ヘンリーは更に愉しそうな笑みを浮かべながら、ある折せつ衷ちゆう案あんを提示した。

「手が無いわけでは御座いません。これは正式な取引では御座いませんし、会社としては全く保証致しかねる情報なのですが──」

　応接室の椅い子すから立ち上がり、ヘンリーはその顔をロイの鼻はな面づらにグイと近づけた。

「私が社員としてではなく、個人的な独り言のような物を言い、それを貴方あなたが勝手に聞いたという形にすればよろしいかと」

「い、いいんですか？」

　目を輝かせるロイを見て、ヘンリーは満足そうに頷うなずいた。

「ジェノアード、という富ふ豪ごうを御存知ですか？」

　ロイは首を横に振った。

「ニュージャージーで繊維工業を取り仕切る事業主だったのですが、それはあくまで表の顔に過ぎません。裏では、コカインや大たい麻まの精製と商品化を行う工場を管理し、それをルノラータ・ファミリーに納入するという形で利益を得ていました。つまり、ジェノアード家は代々──といってもまだ二代目だったのですが、麻ま薬やくの管理官として裏社会でその地位を築き上げてきていたのですよ」

　唐とう突とつな話に、ロイは思わず目を見張った。自分にも関わりの無い事ではない、少し前までは、今のような規制前の新薬ではなく、そうした既存品の世話になっていたのだから。

「ところが、初代の管理官が死んで息子むすこと孫まごの一人がその業務を継いだ。それから少しずつルノラータ……特にグスターヴォとの関係が悪化していったようです。恐らくは金銭面の方でトラブルがあったのでしょう」




「────そして奴やつらは当主と長男を事故に見せかけて殺害し、ジェノアード家が管理していた工場は全すべてルノラータの人間が管理する事になりました。表の事業も、重役達を買収したり脅おどしたりといった方法を使って、そのまま飲み込んでしまったようですけれどね」

　全すべての話を聞き終わり、ロイは興奮しながら声をあげる。

「じゃ、じゃあ！　それをネタにして──」

「慌あわてないで下さい。このままでは何の証拠もありません。向こうは証人となりえる人物はほぼ全て手中に収めてますからねえ」

「それじゃあ意味がないじゃないですか！」

「ところが、一人可能性のある人物がいるのですよ。それも今、このマンハッタンにね」

「？」

「その人物が実際に知っていようが、それとも何も知らなかろうが関係ありません。要は可能性さえあれば、ルノラータに対する一つの切り札にはなります。あなたがその人物を確保している限り、ですがね」

　ヘンリーの歪ゆがみきったその笑みは、まるで人の不幸を笑う悪魔のように。

「その人物を盾たてにして、貴方は大事な人と町を出てから交渉を始めるといい。貴方の仲間に手を出させないようにねえ。場合によってはそれ以上の見返りが手に入るかもしれません。その後は、ほとぼりが冷めた頃にその人物を解放すれば終わりですよ。一人の軟禁被害者は出ますが、犠牲者は一人も出ない。いい手だと思いませんか？」

　その笑顔に魅みせられて、ロイは決意を込めた瞳でヘンリーを見つめ返した。

　邪じや悪あくな笑いを貼り付けた口が、その人物の名をゆっくりと告げる。

「初代の孫まごであり、ジェノアード家の末ばつ子しである娘むすめ────イブ・ジェノアード」




　　　　⇔




同時刻　ガンドール・ファミリー事務所




　マルベリー通りから僅わずかに外はずれた路地。そこにある小さなジャズホールの地下に、地上階と同等の広さを持つ空間が存在した。それこそがガンドール・ファミリーの組事務所であり、組の中ちゆう枢すうとして威い風ふう堂々とその役割を果たしている。




「それで、そのアホはどうしたんだ？」

　手下達が集まる広間と壁を隔へだて、小さな応接間の中に三人のボスが寛くつろいでいた。

「拷ごう問もん魔まのチックに任せてあるよ。もっとも、痛みを感じる神経が残ってるかどうか」

　次男の大男、ベルガの問いかけに対し、三男のラックが物ぶつ騒そうな答えを淡々と返す。

「……」

　長男のキースは相変わらず無言のままで、一人で黙々とトランプの束を弄もてあそんでいる。

　その時、部屋の扉をノックする音が響き、のんびりとした声が響いてくる。

「どうもー。チックですよー」

「ああ、チックさん。どうぞ」

　その声に反応して扉が開き、若い男が顔を出す。まるで花屋のような印象を与える好青年だ。

　──ただ一つ、両手に持った二丁ちようのハサミを除いては。

　液体として滴したたってこそいないものの、刃やいばから柄つかにかけて赤い跡が大量にこびり付いている。

「だめだめ、全然だめですよー。薬のやりすぎでもう理性の欠片かけらも残っちゃいませんよう」

　目をニコニコとさせながら、手をパタパタと振ってみせる。

　予想していた事だったので、ラックの反応はため息を軽くつくだけに止とどまった。

「あと一ヶ月かけていいなら、薬抜きしてから改めてって手もありますよー」

「いや、結構です。始末するまでも無いですから、夜に警察署の前にでもほっぽりだして置いて下さい」

「わかりましたー」

　子供の様に無む邪じや気きな笑顔を見せて、チックが鋏はさみをチョキシャキと鳴らしながら出て行った。

「いいのか？　お前の喉のど笛ぶえを搔かっ切った奴やつなんだろ？」

　ベルガの言葉に、ラックは疲れたような表情で首を振る。

「どうでもいいよ。誰かの差し金だとは思うけど、自分達でも手に負えなくなった中毒者を差し向けたってとこだろうから。あの男を殺せば薬をやるとか言われてね」

　そう言いながら、ラックは思う。

　──ああ、まただ。

　ここ最近。自分が本当に日ひ和よってしまったと思う。自分でも解わかるが、以前──一年以上前と比べたら、まるで話にならない程自分の感性が甘っちょろくなってしまっている。これまでの自分だったら、間違いなくあの薬中毒者はあの世行きだ。いや、それ以前に自分の方が死んでいた事になる。

　だが、今ではそこまでの必要性を感じない。麻ま薬やく中毒者の一人が暴れていたところで、組の沽こ券けんになど微み塵じんも関わらないという点もあるが、何よりそこまでの『怒り』が湧わかないのだ。

　自分がこうなった原因は明白だ。一年前にこの街で起きた『不ふ死しの酒』にまつわる事件。それに巻き込まれた事により、自分自身の肉体が不ふ滅めつの物となってしまった事にある。

　殺やらなければ殺られる。それが不ふ文ぶん律りつとなっているこの世界だが、何しろ殺られるという事が無くなったのだ。不文律もへったくれも無いのだ。

　──人間、死なないってなるとこうも気が抜けるものなのかな。それにしては、キー兄もベル兄も今までとなんの変わりもない。

　不死について『頑がん丈じようになった』ぐらいの認識しかしていないベルガは別として、おそらくキースは自分の仕事への責任感と比べれば些さ細さいな事に過ぎないと考えているのだろう。

　それに比べて、自分のなんと情けない事か。

「だがよお、普通だったら殺されてたってとこなんだぜ」

「……でも、僕はこうして生きてるわけだからね。僕達は死なない……その現実が全すべてだよ」

　弟が何かを思い煩わずらう表情に気付いたのか、ベルガもそれ以上は何も聞いてこなかった。

「そうか、まあお前がいいってんならいいけどよ」

「それよりショックだったのは、去年のフィーロと同じような状況になって、フィーロの場合はあっさり返り討ち。こっちは何の抵抗もしないまま喉を搔っ切られる。自分のマヌケさに涙が出てきそうだよ」

　フィーロ・プロシェンツォ。ガンドール兄弟の幼おさな馴な染じみで、縄なわ張ばりを側に置くマルティージョ・ファミリーの若い幹部だ。彼は一年ほど前、ラックと同じように麻薬中毒者に襲われて、何の手傷も負う事無く叩たたきのめしてしまったのだ。

「やっぱり、死ななくなってから勘かんが鈍ってる気がするよ」

「んなこたねえって、お前は元々喧けん嘩かにゃ向いてねえんだからよ。弱い奴が弱い事を気にしてどうすんだ？」

「気にしないとまずいと思うんだけど」

「……」

　二人のやり取りを無言で眺めていたキースだったが、ふと時計に目をやり、立ち上がってコートを羽は織おり始めた。

「ああ、家に帰る時間かい、キー兄」

「ケイト義ね姉えちゃんは元気か？」

　自分の妻である女性の名を聞き、帽ぼう子しを被かぶりながら静かに頷うなずいた。頷いただけとは言え、彼が言葉に反応するのは非常に珍しいことだ。

「な、ラック。愉たのしそうだろ？　お前も早くいい相手を見つけろや」

「前向きに検討するよ」

「まあ、お前のその悪人面づらじゃ難しいだろうがなあ」

　ベル兄には言われたく無いよ。心中ではそう思いながらも、あえて言葉にするのは防ぐ。なぜなら、ベルガも既に妻を娶めとっているからだ。

「そういうベル兄こそ、カリア義姉さんと仲直りしたのかい？」

「……お前も女房をもらえば解わかるぞ。色々とな」

　意味深しんなのか誤ご魔ま化かしなのかよく解らない事を言って、ベルガも帰るそぶりを見せる。

　特に一人身の寂しさを感じる事も無く、ラックはいつもどおり二人の兄を見送ろうとしていた。ところが、次の瞬間に場の空気が一変した。

　何やら喧けん騒そうが聞こえて来たかと思うと、次の瞬間には部屋のドアが叩たたき開けられた。

「ボス！　ボス！　大事です！」

「何があったぁ！」

　構成員の一人にベルガが怒ど鳴なりつけると、それに続いて血ち塗まみれの男が現れた。

　幹部の一人で、近場の馬券場を仕切っている男だ。

　尋常ではない深ふか手でを負っているのは明らかだったが、男はボスの前で背筋を伸ばし、顔色一つ変えずに報告を行った。

「申し訳ございません、ボス。敵の襲撃を許してしまいました。おおかた追い払いましたが、一人しか生け捕りにする事ができませんでした。全すべては俺おれの責任です」

　淡々と報告を行う男の背後。ビリヤード台などが並んでいるその空間の中央に、見覚えの無い男が気絶をして転がっている。

「被害は」

　重々しい声が室内に響き渡る。キースが滅めつ多たに開く事のない口を開き、部下に更なる状況報告を求める。

「レースは全て終了していたので、カタギの客に被害はありません。サツは俺の部下に適当にあしらわせてます。店と俺が少しぶっ壊こわれただけですが、何も問題はありません」

　銃じゆう創そうと思われる傷跡から血が流出しているが、男は最後にニヤリと笑ってすらみせた。

　それに対するキースの言葉は、ごくごく単純な一言だった。

「御苦労」

　それを最大限の祝辞と受け取った男は、恭うやうやしく一礼をして部屋を出て行った。

　壮そう絶ぜつな光景だったが、事務所にいた人間は大抵が冷静に事を眺め、血ち塗まみれの男に止し血けつ等の処置を施すものも存在した。最初に慌あわてて飛び込んできた男はまだ組に入ったばかりの下したっ端ぱで、血の匂においの中ですっかり顔を青褪ざめさせている。

　その新入りの横をすり抜けて、別の構成員が三兄弟に一礼する。

「ボス……今報告が来ましたが、他ほかにも三件。賭と場ばと酒場とモーテルもやられました。どこもすぐに追い払ったようで、うちの連中が数人掠かすっただけです」

　その報告を聞いて、キースは羽は織おったコートを再び脱ぎ、ベルガは怒りを露あらわにして左手の拳こぶしを右手の平に叩たたき付けた。ラックも表面上では冷静を装いながら、僅わずかに目を細めて現在の状況を整理しようとする。

「同時襲撃……？　周囲の組とは不戦協定を結んでいますし、不穏な動きもなかった筈はずですが」

「どこだろうが構わねぇ。ぶち飛ばしてぶち倒してぶち殺す！」

「……」

　丁ちよう度どその時、部屋の中央で寝ていた男が目を覚ます。襲撃の際に馬券場の幹部に気絶させられ、そのまま浚さらわれてきた男だった。

「ひっ……」

　自分の状況に気付き、男は思わず情けない悲鳴を上げる。

「おい待てこら、『ひっ』？　『ひっ』だと？」

　ベルガが即座に駆かけ込んで、男の鳩みぞ尾おちに重い蹴けりを放つ。音もなく吸い込まれたその爪先は、男の内臓に対して瞬間的なインパクトを叩たたき付けた。

「何が『ひっ』だ、てめえこんな状況ぐらい予測できなかったってのか？　ここで俺おれらに囲まれて殺される覚かく悟ごもねえのにここに来たのか？　俺らに喧けん嘩かを売ったのか？　あぁ？」

　ベルガが続けざまに蹴りを叩たたき込む間に、ラックはゆっくりとその横に近づいていった。

「やれやれ、私の喉のどを搔かっ切らせた奴やつの正体も、これでどうやら解わかりそうですね」

　横に立つその狐きつね目めの男を見て、憐あわれな虜りよ囚しゆうとなった男が血を吐はきながら叫ぶ。

「バカな!?　てめえは、確かに喉を搔っ切られて──！」

「ビンゴですか。その後仲間を回収しようともせずに逃げたわけですね、貴方あなたがたは。まあ、恐らく薬中を暴れさせて、うちのシマの評判も同時に貶おとしめようって魂こん胆たんだったのでしょうが」

　ラックはつまらなそうに言うと、広間の奥の扉に向かって大きく呼びかけた。

「チックさん！　チックさん！」

「なあに？　どうしたんですかー？」

　扉の奥からチックがヒョコリと顔を出す。その両手には先刻の鋏はさみを握ったままだ。

「もう一人、お願いしますよ」

　自分に近づいている男の手に握られている物を見て、虜りよ囚しゆうの全身を冷汗と鳥肌が支配した。

　チックは男の前に辿たどり着くと、心の底から悲しそうな顔をする。

「あのですね、先にあやまっておきます。ごめんなさい」

　最初は『これから拷ごう問もんをする事』に対してあやまっているのかと思った。どちらにせよイカれているが、その後の言葉を聞いて、虜囚は心しん底そこ泣きたくなった。

「まだ、前の人の血も油も落として無いんです。代わりの鋏も今はありません。だから、そのですね、切れにくくて──────」

　両手の鋏をチャキショキ鳴らすが、同時に『ヌチャ』という、何か脂肪分が糸を引くような音も聞こえてくる。

「とっても、痛いと思います。前の人の倍ぐらい」




「ま、ま、待ってくれ！　話す！　何でも話すから！」

「まあまあそう言わないで。ガンドールさんのお店を襲った根性を見せてくださいよー」

　チックはそういって男に鋏を近づけていく。ラックは一瞬止めようかとも思ったが、

「そういえばニコラさん、貴方あなたにその銃じゆう創そうをつけた人は誰ですか？」

　先刻報告をしてきた血ち塗まみれの男に対して尋ねる。ニコラと呼ばれた男は包ほう帯たいを巻きながら、

「そいつです。だから先に浚さらいました。私情を挟はさんだ事に対する罰は受けます」

　と、あくまでも淡々と報告を行った。

　ラックは私情云々についてはあえて触れず、虜囚へ向け、にこやかに宣告を行った。

「まあ、ニコラさんもああ言っている事ですし。せっかくですから」

　──ああ、まだ有ったよ。まだ、自分の中に『怒り』って感情が残っていて本当に良かった。ニコラを、仲間を傷つけた奴やつに対する憎しみが、こんなにも強く湧わきあがって来る。

　自分達の職業は、誰かの恨うらみを買ったり、あるいは単なるはした金のために、何い時つ死んだりしても不思議では無い職業だ。

　それは理解しているとはいえ、仲間が傷つけられても黙っていられるかというのは全くの別問題だ。

　ラックは小さな安あん堵どを覚えながら、聞こえてくる叫びにゆっくりと聞き入った。




　──ああ、そういえば、あいつらも今頃こんな悲鳴を上げているのかな。いや、水の中じゃそれも無理な話か。一年前に、仲間を四人も殺しやがったあのクズども。不完全な『不ふ死し』を手に、暗い河底で贖しよく罪ざいを続けるあの低俗な不良ども。リーダーの名前は何といったかな。

　──確か、ダラス・ジェ……ジュ……？　なんだったかな。ああ、思い出す事すら忌いま々いましい。

　古い記憶を漁あさりながら、ラックは小さく唇くちびるを嚙かんだ。

　己に宿る怒りを、決して見失わぬように。




　　　　⇔




同日　深夜　ＤＤデイリー・デイズ新聞社




　新聞社の前に立ち、キースはゆっくりとその扉を開く。

　深夜だというのに数人の男が忙せわしなく作業をしており、その内の一人がキースの姿を認めると、内線電話で何ど処こかの部屋に連絡を始める。

　僅わずかな会話の後、東洋人が二階へ続く扉を開き、キースに向けて両手の拳こぶしを合わせる。

「……」

　キースは無言のまま二階に上がり、そのまま一番奥の扉に向けて通路を進む。

　通路途中の扉からは、それぞれ激しい電話のベルが響き渡る。各部屋の男達がひっきりなしに応対しているようだが、それでもベルの音は止まろうとしない。一体何本回線を引いているのか、この階に上がったものは皆共通の疑問を持つ。

　一番奥には局長兼社長室と書かれたプレートが掲げられており、その中からも複数の電話によるベルの合唱が聞こえてくる。

「よく来たね、キース。いや、そろそろ来るころかとは思っていたよ」

　扉を開くなり、そんな言葉を浴びせかけられた。

　声はすれども姿は見えず。若いとも年寄りともつかないその声は、目の前にある書類の山の向こう側から聞こえて来る。キースは回り込もうとしたが、部屋の半分は大量の紙の束に埋もれてしまっている。

「凄すごいだろう。まるでサイレント時代の喜劇映画だよ。資料を片付けるスペースが無くてね。そっちからじゃ椅い子すまで辿たどり着けないから、最近じゃ梯子はしごで窓から出入りするんだ。一度警察に銃じゆうを向けられたこともあったよ」

　電話のベルは相変わらず鳴り続けているが、相手の声はしっかりとキースの耳に届いている。

「さて、君はどこまで『情報』を手に入れているのかな？　可哀かわい相そうな男が君らのアジトに連れ込まれていたという報告を見るに、恐らく相手の正体と目的までは解わかったのかい？」

　この情報屋は、人がいる場所ならば大抵の事件を逸いち早はやく知る事ができる。情報屋は様々な人間とささやかな『契約』を取り交わしており、多種多様に亘わたる情報を電話や伝聞などの形で受け取り、代わりに定期的な報酬を支払うというシステムだ。それは各アパートの最上階に住む住人だったり、街角の花屋だったり、あるいは警けい邏ら中の警察官だったり、マフィアの構成員の中にすら存在する。

　キースもそうした事を完全に理解した上でこの場所を訪れているので、書類の奥からの声にも特に何の反応も見せず、静かな面おも持もちで相手の言葉を聞き続けている。

「敵はルノラータ・ファミリーの幹部の一人、グスターヴォ・バジェッタ。マンハッタン進出の足場造りを任されている男だ。確かにルノラータはＮＹニユーヨークの中でも大手の部類に入る組織だが、このマンハッタン島にだけはその縄なわ張ばりを持ち合わせていない。マンハッタンには５つの大きな組が犇ひしめきあっていて、そのどれもがシカゴやサンフランシスコの大組織、もしくは本国の方とパイプが繫つながっているときている。足場造りをするためだけにやり合うのは都合がよくないわけだね。だから、君達のような『隙すき間ま』に無理やり楔くさびを打ち込んで、そこから徐々に自分達の陣地を広げていこうというわけだ。ここまではいいかな？」

　キースは無言のまま、次の言葉を待つ。相手もそれを肯定と受け取ったようで、ベル音の合間から再び言葉が紡つむぎ出される。

「君達のように、何ど処この大手とも取引を行っていない組は、新しん参ざん者ものの彼らからみればさぞかし美お味いしい御ご馳ち走そうに見えたんだろうねえ。同じような境遇のマルティージョだが、あそこのボスはルノラータのボス、バルトロと同郷だ。組織同士の繫がりは無いが、グスターヴォはボスに与える印象を考えて君達の方を選んだのだろう」

　言葉の勢いは全く衰える事を知らず、流れる川の様な勢いでキースの耳に入り込んで来る。

「グスターヴォは乱暴な手を好む男でね。シマを奪う前から薬をばら蒔まいている。それで君らに対する負担にしようとしたのかもしれないが、残念ながら彼の意図までは情報には含まれていない。交渉も警告も宣戦布告すらなく、ただ一方的な破壊を繰り返す。その手腕で幹部の地位まで上り詰めたようだが、そこが彼の頭打ちだったようだな。バルトロもマンハッタンに対してはそんなに執しゆう着ちやくは無い。そもそも、今からルノラータみたいな大組織がこの町に割り込むなんて無茶な話さ。つまり、グスターヴォは左さ遷せんされたんだよ。本人は気付いていないみたいだけれどね」

　少し声を潜ひそめながら、相手の組織の内幕について語り始める。

「グスターヴォはともかく、ルノラータのボスに関しては決して甘あまく見ない方がいい。何せ、かの『シチリア晩ばん鐘しようの夜』を生き延びた人間だからね」

　シチリア晩鐘の夜。この年の９月に全米で起きた、ラッキー・ルチャーノらが実施する『粛しゆく清せい運動』。彼らは新しいマフィアの体制を創つくる為に、古い考え方のマフィアのボスを三十人以上も殺害した。そして、会議制や六人委員会といった新しいシステムの組織、『コーサ・ノストラ』を作り上げたのである。

「ルノラータはいわゆる旧世代のボスでありながら、その波を乗り切った上にコーサ・ノストラからも一歩引いた形で組織を存続させている。それだけの実力者ってことさ。そんな奴やつがグスターヴォの背後にいると思っていい。だが、さっきも言った通りただ居るだけだ。直接的にグスターヴォに協力をしているわけじゃない。それだけ理解しておけばいいと思うよ」

　そこまで話した所で、不意に電話のベルが鳴り止んだ。

「回線を一時的に切ったよ。君の声がはっきりと聞こえるようにね」

　書類の山の奥から聞こえる情報屋の『社長』の声。その静かな響きの中に、明らかに好奇心の様な色が浮かんだのが解わかる。

「さて、キース君。ここまでは君も既に知っているかもしれない事だ。この上君は如い何かなる目的の為に如何なる情報を望むのかな？　勿もち論ろん代だい償しようとなる情報と相応の金額も戴いただく形にはなるけれど、君が直接語る言葉もそれだけで貴重な情報だよ。私も君が五文字以上の言葉を聞く事になるのは３年ぶり。あれは確かマルティージョと抗争寸前までいった時だったね。よく収まったものだと私も驚いたものだけど、情報が役に立ったようで嬉うれしい限りだ」

　書類の向こうの声がピタリと止まり、一瞬の静寂が部屋の中を通り過ぎる。

　そして、キースの口が開き──────────
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　部下の報告を整理し、グスターヴォは突然拳こぶしを机に叩たたきつけた。

「くそが！　どうなってやがる！　ボスの一人が死んで混乱してる所にあれだけの戦力を入れて、連中の尻しりの毛の一本もむしれなかっただと？　それどころか逆にこっちの馬ば鹿かが浚さらわれるハメになるとはな！」

　ラックが死んだと思っている彼にとっては、相手組織の冷静な対応は全くの計算外だった。

　小さな雑ざ魚こ組織だといって、舐なめてかかり過ぎていたのだろうか。おまけに麻ま薬やくを盗ぬすんだ奴やつのヤサが割れたのはいいものの、踏み込んだ時にはゲロのすっぱい匂においが残っているだけだった。このままでは確実にまずい。ボスに吉きつ報ぽうを届けるどころか、いよいよもって凶きよう報ほうの文面を推すい敲こうするハメになるかもしれない。

　自分達が一時的なアジトにしているウォール街のホテルの一室で、グスターヴォは必死に事態を打開する策を考えていた。しかし所しよ詮せんは力押しにのみ頼って伸のし上がって来た男。今さらそれ以外の方法など簡単に浮かぼう筈はずもなかった。

　いっその事爆弾でも使って店ごと吹っ飛ばしてやりたかったが、そんな爆薬など手元には無い。バルトロに頼めば直すぐに手配してもらえるだろうが、一体今回の失敗をなんと言い訳すればよいというのか。

「くそ、やはり単純に手て数かずが足りなかっただけか？　今度は人手を一極集中させて──」

「大丈夫、か、顔色、が、すぐれ、ない、よう、だ、が」

　背後からかかった突然の声に、グスターヴォは身体からだをビクリと震わせた。

「べ、ベグか！　なんでこんな所にいやがる！　脅おどかしやがって、くそっ！」

「今日、行く、と、連絡、して、おいたろう。俺おれ、の、薬の、効果を、この、目で、見たかったし、な」

「ちっ、今は忙しいんだ、今度にしろ」

「そう、も、いかない、月末、に、駅、で、荷物を、受けとら、なければ、なら、ない。大荷物、だから、何人、か、手を、貸して、欲しいん、だが」

「ふざけんな！　そんな余よ裕ゆうなんざ……荷物だと？　薬の材料か？」

　だとするなら、あまりぞんざいに扱うわけにもいかない。だが、ベグの口から出てきたのは、グスターヴォの予想を大きく裏切るものだった。

「もっと、デリケートな、ものだ。俺、の、仲間、が、創つくった、高性能、の、爆薬、だ」

　その意味を頭の中で嚙かみ砕き、グスターヴォはゆっくりと、そして確実に理解する。

　──火力だ。

「その話、詳くわしく聞かせてもらおうか」
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「そういうわけで、よろしくお願いします。ええ、事態がどう転ぶかはまだ予測がつかないんですけれどね？」

　ジャズホールの地下の事務所で、ラックが何ど処こかに電話をかけている。その様子を周囲の者達は緊張した面おも持もちで窺うかがっているが、相手が誰なのかが解わからない。

「そうですね、では、月末にお待ちしてます。こちらこそ、楽しみにしていますよ」

　電話を切ると同時に、ラックは横にいる兄達に向かって両手を掲げる。

「ＯＫだってさ。月末の列車でこっちに着くって」

　ベルガは思わず口くち笛ぶえを吹き、キースも珍しく口の端はしを緩ゆるめている。

「さて、皆さん。これから暫しばらくの間、命令があるまで単独行動などは一切謹つつしんで戴いただきたい。賭と場ばと酒場も『改装』の名目で少しの間だけ休業させます。命令があるまでは、各自で的まとにかけられないよう、徹底的に地下にもぐること。いいですね」

　その命令に、幹部を除く構成員の間に動揺が走る。

「あのう」

　皆の意見を代弁するかのように、チックが不思議そうに口を開く。

「一体、誰が来るんですか？」

「ああ、そうか、それを言わないと皆納得してくれませんよね。失礼しました」

　普段とは違い、心しん底そこ嬉うれしそうな笑顔を浮かべて、ラックは静かにその名を口にした。

「生ける伝説、世界一我わが侭ままな殺し屋『葡萄酒ヴイーノ』……クレア・スタンフィールドですよ」
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「さて、随分と妙な事になっているようだね」

　書類の束の奥から、凛りんとした声が響き渡る。

　新聞社の社長室の中には、ニコラス、エレアン、ヘンリーを含む数名の人間が立っている。

　それぞれの報告を聞き終えた後、社長は状況の整理を開始する。

「エレアン君はイブ・ジェノアード嬢じようにガンドール・ファミリーの名を与え、私はガンドールにルノラータの状況を提供し、ニコラス君はルノラータにロイ・マードックの情報を売り渡した、という事でいいのかな？　ヘンリー君のところには何もなかったのかね？　当のロイ君が訪れたという話だったが」

「残念ながら、金額の折り合いがつきませんで、商売が成り立ちませんでした。何の情報も買わずに去られましてね」

　しゃあしゃあと言ってのけながら、ヘンリーはその口を僅わずかに歪ゆがませる。

「そうか、それじゃあ仕方ない。ニコラス君は部下を一人使って、リアちゃんの様子をそれとなく探らせておいてくれ。そのバッグの存在は確かに何かの切り札と成り得るからね」
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「──あの馬ば鹿か！」

　イーディスは激げつ昂こうした。

　リアに黒バッグを渡した後、そのままガンドールの酒場に向かったのだが、どうも自分が遅刻している間に襲撃されてしまっていたようだ。相手の事はまだ解わからないと言っていたが、彼女にも恐らくはルノラータが犯人だろうという事は解る。

　遅刻して行った為に運良く巻き込まれなかったのだが、取りあえずの後始末をして、店は通常通りに営業を開始した。その業務がようやく終わり、朝焼けの中を帰ってきたわけなのだが────。

「気が弱い癖くせに余計な気を使って！　何考えてるのよ……！」

　彼女の手に握られているのは、小さな紙片に書かれたロイの伝言。

　それには、イーディスを巻き込まないように、一人でなんとかしてみるとの内容が物凄すごく遠まわしに書かれていた。そして、事が解決するまで、もうこの部屋には戻らないという事も。
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「こ、ここがそうか」

　マルベリー通りから離れ、五番街のセントラル・パーク周辺。辺りの風景が、ロイの見慣れない物で埋うめ尽くされていく。このあたりは駅を利用する時以外は殆ほとんど来た事が無い。ブルジョア嫌いのロイが意図的に避けているという事も理由として挙げられる。

　その地区の中でも特に高級住宅が密集している通称『ミリオネア・ロウ』。アンドリュー・カーネギーを始めとする富ふ豪ごうたちの邸てい宅たくや高級アパートが立ち並ぶ土地だ。

　明らかに場違いな服装をしている自分に劣等感を覚えながらも、ロイはヘンリーから聞いた一つの邸宅を探し当てる事に成功する。

　周囲の大だい豪ごう邸ていからは明らかにワンランク落ちるが、それでも大衆とは別世界の範はん疇ちゆうに入る。寧むしろ、その古さが逆に貫かん禄ろくを与えていると言っても過言ではない。その建物こそが、ジェノアード家の元本宅であり──、現在は別宅として扱われている、ジェノアード家の財の象徴の一つであった。

「この中にいるんだな」

　いざ家の前には来たものの、この後どうすればいいのかさっぱり解わからない。

　家に入るわけにも行かないし、会えたとしても、一体なんと言えばいいのだろう。

　浚さらってしまう事も考えたが、やはりそれは最後の手段だろう。そもそも、こんな豪ごう邸ていに住んでるような女だ。きっと熊のようなボディーガードを雇っているに違いない。

　せめて、一人になる時があれば。そして、この地区から少しでも離れた所に行ってくれれば。

　これ以上考えても仕方が無い事を知り、ロイは取りあえずその家の観察を続ける事にした。
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「おお、御嬢じよう様！　御身体からだの方はもうよろしいので御ご座ざいますか？」

「はい、ベンヤミンさん。まだ少し疲れが残っていますけれど、もう問題はありません。本当に御迷惑をおかけしました」

「何をおっしゃいます。いざとなればこのベンヤミン、自らの心しんの臓ぞうを捧げ出してでも御嬢様の回復に尽くす覚かく悟ごに御座います。それが使用人の務めなれば」

「そんな、悪魔の儀式じゃないんですから」

　クスリと小さく笑ってみせるイブだったが、彼女の心中にはある決意が満ちていた。

　──会おう。ガンドール・ファミリーの人たちと。そして、真実を聞き出さなければ。もしも兄の死が真実であるのならば、もしも叶かなうならば、兄の仇かたきを──。

　何も殺すことまでは考えていなかったが、何とか警察に逮捕させる事まではできないだろうか。そう思いながら、彼女の心の中ではもう一つの可能性も考えられていた。

　──もしもダラス兄さんを殺したのが彼らだとするならば、父さん達を殺したのも──

　ニューアーク湾に沈んだ車。他殺とも事故とも取れない状況。変わり果てた姿。

　その全すべてが彼女の心の中で煮詰められながら、やがて一つの決意を導き出したのだ。

　願いや祈りは、もう誰にも届かない。

　だから、自分の力でやるしか無いのだ。

　それが、兄への償つぐないだから。




　ベンヤミンやサマサにこの思いを話せば、まず間違い無く止められるか、『自分達に任せろ』と言い出しかねない。それはできなかった。これは、彼女の個人的な我わが侭ままなのだ。

　もし、自分がそのガンドールに殺されたとしたら。

　ベンヤミン達は悲しんでくれるだろうか？

　例えその答えがどうだとしても、自分がここで無む駄だ死じにするのは彼らに対する裏切りだ。

　それを考えると心が痛むが、その決意もまた、そう簡単に押さえつけられるものではない。

　つまりは、死ななければいいのだ。

　彼女はそれがどんなに難しい事か理解しているつもりだったが、やはり箱入りな環境で育ったせいもあるのか、マフィアに対する具体的な恐怖までは想像できていないようだった。

　来月の始めにはニュージャージーに戻る予定になっている。それまでの間に、なんとかしてガンドールの人達と接触しなければ。

　まずは話が聞きたい。当面の目的は、ただそれだけなのだ。
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　グスターヴォ達の滞在するホテルの中に、数人の『客』が訪れていた。

「ま、そういう事で。よろしくお願いしますよ、グスターヴォさん。ＭＲ．バルトロは我々にとっても尊敬に値する御ご人じんだ。せいぜい泥を塗らないように」

　皮肉げな言葉を残して、客達はホテルを後にした。

　残されたグスターヴォは、歯は軋ぎしりをしながらその後ろ姿を送り出していた。

「糞くそどもが、調子にのりやがって……」

　訪れていたのは、マンハッタンを仕切る五大組織の使いの者達だ。

　グスターヴォの脳裏に、先刻の彼らの言葉が思い起こされる。







「ま、我々の目的は一つです。釘くぎを刺さしに来ただけですよ」

「昨日は随分派は手でにやったようですが」

「ガンドールやマルティージョのシマで何かをやる分には構いません。ただ──」

「あそこは我々のシマが隣接し合う『境界線』の一つだという事をお忘れ無く」

「我々のシマの中で少しでも騒ぎを起こせば、それは我々への挑ちよう発はつ行為と受け取ります」

「何、戦争しようというわけではありません。ただ、貴方あなたの主あるじであるＭＲ．バルトロに抗議をさせて戴いただく形にはなりますがね。そうなれば貴方の立場がどうなるか、お分かりでしょう？」

「どんな些さ細さいな事でもです。たとえガンドールの人間が我々の領シ域マに来たとしても、浚さらったり危害を加えたりする事はなりません」

「貴方にとっての自由地帯は、あの周辺では三ヶ所だけですね。ガンドールの領域、マルティージョの領域、そして、ＤＤデイリー・デイズ新聞社。こんなところですか。後は警察本部ぐらいですかね」

「ＤＤ新聞社はほぼ完全な中立です。建たて前まえ上はね」

「もっとも、その三箇所を敵に回すのはお勧めしませんよ」

「我々やＭＲ．バルトロならともかく、グスターヴォさん、貴方ではねえ」

「何な故ぜその三箇所に我々が手を出さないか解わかりますか？」

「勿もち論ろん、やろうと思えばいつだって潰つぶせますよ」

「ただね、割に合わないんですよ。まあ、ＤＤデイリー・デイズ新聞社はまた特殊な状況なんですが」

「あそこは言わば、裏社会にとっての公共施設のような物ですからね」

「あの情報屋がいつからあるのかは解わかりません」

「ただ、我々の組織がこの地に入る以前からあった事は確かです」

「我々の主あるじやＭＲ．バルトロの場合ならば、あそこに頼らなくとも大抵の情報は集まります」

「だが、貴方あなたには無理だ。あの『情報屋』にはできるだけ甘あまえた方がいいですよ」

「ともあれ、まかり間違っても我々の手を煩わずらわせる事の無い様に願いますよ」

「ドラッグに関しても、貴方がたの『新薬』が我々の領域を侵さないように、しっかりとした管理をお願いします」

「新薬の取引については、ベグさんという方と交渉しておりますので貴方は無関係です」

「定量以上の薬が流出しないように気をつけて下さいよ」

「期待はしていませんが、せいぜい頑がん張ばってください」

「我々が友好な関係を結びたいのはＭＲ．バルトロであって、貴方では無い事をお忘れ無く」

「御自分がこの土地に『左さ遷せん』されてきたという事を、少しは考えた方がよろしいかと」

「要するにまあ、あれです。我々が言いたいのは──『図に乗るな』。そういう事です」




「あの糞くそ野や郎ろうどもが……俺おれを散さん々ざんコケにしやがって」




　トンプソンで彼らの身体からだを綺き麗れいに整形してやりたかったが、相手があまりにも悪すぎる。しかも、彼らはバルトロに対しては心の底から敬意を払っているのも事実だった。なのに、その部下である自分を散々コケにするとはどういう了りよう見けんか。自分はバルトロの部下として認められていないとでも言うつもりか。

　ここで下へ手たに手を出せば、自分の私し怨えんで戦争を始める事になる。せめて彼らがバルトロの事もけなしていればとも思ったが、仮にそうだとしても結果は同じ事だ。

「覚かく悟ごしとけ……ガンドールを始末したら、次の標的はお前らなんだからなあ！」

　激しい怒りを無理矢理押し込めながら、グスターヴォはガンドールに対する憎悪を燃やす。

「この俺の屈くつ辱じよくのツケは、ガンドールの豚ぶたどもに纏まとめて払わせてやる……」

　どこまでも小物な事を考えながら、グスターヴォはホテルの灰皿を壁に投げつけた。
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　マルティージョ・ファミリーの領域にある地下カジノ。その中で、このカジノの仕切りを任されているフィーロが、一いち文もん無しになったベルガの愚ぐ痴ちを聞き続けている。

「だからよぉフィーロ。もう少しここのルーレット、当たりやすくしちゃくれねえか？」

「人のシマに来ていきなり何言い出すんだよ、ベルガ」

　他よ所その組織のボスがこうした場に来る事など通常では考えられない事だった。

　ガンドール三兄弟とフィーロは、同じアパートで育った家族同然の間柄だ。かといって、組織の損得に関しては決して馴なれ合う事はしない。

「そもそもベルガ、あんたこんなとこにいる場合じゃないだろ？　ルノラータと一いつ触しよく即そく発はつ状態だって聞いてるぞ」

　どうやらマルティージョの耳には、既に一昨日の襲撃の情報が届いているようだ。

「だからじゃねえか。下へ手たに自分のシマにいたら狙ねらわれるかもしれねえし、マルティージョならルノラータの下にゃつかねえって確信があるしな」

「家にいろよ。俺おれらを巻き込むな」

　当然の事を言いながら、フィーロはイカサマ師を見つけては裏に連れ出させている。ベルガとの会話は完全に片手間で行っている状態だった。




　だが、会話の途中である人物の名を聞いてから、明らかにフィーロの目の色が変わる。

「クレアって、あのクレアか？」

「あのクレア以外にどのクレアがクレアだってんだよ！」

「そうか……そいつは楽しみだな、あいつが来るのか、じゃあ、ルノラータの負けは決まったようなもんだな」

　フィーロは一人で頷うなずくと、クレアという存在だけでルノラータの負けを予告してしまった。

「なぁに、まだ解わかンねえさ」

「解るって。あの天性の殺し屋が戻ってくるんだ。今じゃこの稼業で『葡萄酒ヴイーノ』の二つ名を知らない奴やつはいないぐらいだ。これで負けたらお前ら余程の間抜けだぜ？」

　そんな調子で会話を続ける彼らの背後に、一人の男が近づきつつあった。

　男はネクタイの裏から細く長い針を取り出すと、何の予備動作も無くベルガの背中、心臓の位置に突き出した。だが──

「とにかく」

　横から急に腕が滑すべり込んで来て、男の肘ひじをガシリと摑つかむ。手で肘を摑み、もう一方の手で反対側の肩を摑んでいた。その次の瞬間には男の身体からだはぐるりと裏返され、そのまま天てん井じようを見る形で床に叩たたきつけられた。

　男が思わず息を吐はき出したのと同時に、その鳩みぞ尾おちに容よう赦しやなく踵かかとが振り下ろされる。目玉の裏側にまで衝しよう撃げきが伝わり、男の意識には悲鳴を上げる間ますら与えられなかった。

「こういう馬ば鹿かにウチの縄なわ張ばりで暴れられるのも困る。持って帰ってくれ」

「ああ、そうだなあ。悪ぃ」

　フィーロの言葉にバツが悪そうに頭を搔かいて、ベルガは男を抱かかえて賭と場ばを後にした。

「ったくよお、チックの野や郎ろうが喜びやがるのが目に浮かぶぜ」

　チックの無む邪じや気きな笑顔を思い出し、ベルガはこの男が少し哀れになった。

　だからといって、『見逃す』などという選択肢しは最初から無いのだが。
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「ロイの野郎の居場所が解わかっただと？」

　グスターヴォは一瞬目を輝かせたが、次の瞬間には不満そうな色が滲にじみ出す。

「だったら、何な故ぜ直すぐに浚さらってこねえ」

　直属の上司の疑問に対し、部下の一人が恐る恐る答える。

「それがその、場所が『ミリオネア・ロウ』なんですよ。ガンドールのシマじゃありません」

「馬ば鹿か野郎！　手前てめえらあんな脅おどしを真まに受けてやがるのか！」

「そ、それがグスターヴォさん。ヤバイっすよ。俺らがあそこでロイの野郎を見つけて様子を見てたら……勿もち論ろん、目立たないような格好でですよ？　そしたら、五人ぐらいの黒服連中が出て来やがって、『こんなとこで遊んで無いで、俺らの仕事でも手伝ったらどうだ？　ガキの小遣い程度の金ならくれてやるぞ』って」

「それで手前ら、黙って帰ってきたのか？」

「いやその、見張りは一人つけてあります。ロイとあそこのシマの連中が繫つながってるわけでも無いみたいでしたから。でも、あいつらヤバすぎですよ！　ここに来てる俺らの面つらを全部覚えてる節ふしがあったし、遠巻きですが確実に俺らを監視してます！　ヤバイっすよ、あいつらやっぱりハンパじゃないっすずゅびゅばぁっ」

　可哀かわい相そうな男は言葉を最後まで言わせてもらえず、大理石の重い灰皿がその顔面に食い込んだ。

「だったらなんだ？　てめえ、それじゃまるで俺おれ達がハンパみてえな言い草じゃねえか！」

　既に意識の無い男に向かって、グスターヴォは執しつ拗ように蹴けりを入れ続ける。

「畜生……どいつもこいつも俺を舐なめやがって！」

　焦しよう燥しようを募つのらせるグスターヴォの姿を見て、部下達の目は急速に覚めたものとなっていく。

　その視線に気が付く事ができなかったのは、肝かん心じんのグスターヴォ本人だけだった。

「手前らもとっとと出て行け！」

　部下達は言われるままに部屋を出る。彼らは、肝心な事を報告し忘れていた。

　あるいは、それは意図的な忘却だったのかもしれない。

　ロイが張り込んでいたのが、ジェノアード家の別邸の前だという事を。
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１９３１年　12月31日　午後　ペンシルヴェニア駅周辺




　駅からそう離れていない路地裏で、ガンドール三兄弟が一人の青年と言葉を交わしていた。

「さて、行くか。まずは誰を殺せばいい？　こっちは夕べ軽い運動しか出来なくて体が鈍ってるんだ。久々に本気を出せる仕事がしたい」

　仮にもマフィアの首領である三兄弟に対し、その青年は何の躊躇ためらいも無くそう言った。

　クレア・スタンフィールド。ガンドールと同じ屋根の下で育った兄弟分であるが、彼は別にガンドール・ファミリーに属しているわけではない。彼はフリーの殺し屋であり、『葡萄酒ヴイーノ』の二つ名を裏の世界に響き渡らせている実力者だ。殺し屋なのに名前が響き渡っているのはある意味問題ではあったが、彼は自分の名声が広まる事などに何の障しよう害がいも感じてはいなかった。

　彼に一つ問題があるとすれば、その風変わりな性格にある。殺人快楽者や虚きよ言げん癖へきとは全く異質の、正常とも異常とも取れない特殊な性格だ。

　そして今日も、三兄弟に再会するなり奇妙奇き天て烈れつな事を言い出した。再開するなり早足で歩き始めたかと思うと、時間が惜しいかのようにガンドールのアジトへと向かう。

「ぱっぱと終わらせよう。俺おれはこの後、人を探さなきゃいけないんだ。もしかしたら俺と結婚してくれるかもしれん奴やつだ」

　クレアの言葉を聞いて、三兄弟は互いに顔を見合わせた。

「お前、もしかしてまた初対面の奴やつに『結婚してくれ』って言ったのか！」

「近い」

「近いじゃねえよこの馬ば鹿か！　お前それで今まで何人の女に振られたと思ってんだ！」

　呆あきれるベルガの言葉に対し、クレアは何ら戸と惑まどいを見せずに言葉を返す。

「まあ待て、俺は別に軟派な態度でもなければ冗じよう談だんでもなく、本気で言ってるんだから問題は無い。それで今まで俺が振られてきたのは、きっとこの先もっといい女がいるという事に違いない。何せ、この世界は──」

「──『俺にとって都合がいいように出来ている』ですか」

　ラックが慣れたタイミングで突っ込みを入れる。恐らくこれがクレアの基本的な思考形態なのだろう。彼に言わせれば『仮に自分が死んだとしたら、この世界は夢で、俺はただ本当の現実世界でまた夢を見続けるのだろう。とりあえずそういう方向で』との事だが、当然ながらラック達には欠片かけらも理解されてはいない。

　それだけ聞くと単なる現実逃避男なのだが、彼にはその想いを実行させるだけの実力を兼ねそなえており、それを保つ為の努力も怠ってはいなかった。それがこのクレアという男の一番厄やつ介かいなところでもある。

「ともあれクレアさん。いきなり結婚の話を受けるような女性は信用しない方がいいですって」

　不意にラックがクレアの名前を呼ぶと、彼はまたも奇妙な言動に走る。

「クレアは死んだ。少なくとも戸籍上では死んだ事になるだろう」

　──またわけのわからない事を言い出した。そんな顔をしながら、ラックが冷静に突っ込みを入れる。

「戸籍上死んでたら、その人と結婚できないじゃないですか」

　その言葉に対し、クレアは足をピタリと止めて振り返った。

「しまった、どうしよう。戸籍っていくらぐらいで買えるんだ？」

「わけがわかりませんよクレアさん。それじゃあ、これから何て呼べばいいんですか」

　クレアは再び歩き出しながら、事も無げにこう言った。

「ま、『ヴィーノ』か────『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』とでも呼んでくれ」

「だっせえ」




　路地裏で大喧げん嘩かを始めたクレアとベルガを見ながら、ラックは呆あきれた顔をして溜ため息いきをついた。

　──なんだかんだ言って仲がいいんですよねえ、この二人は。

　そう思った瞬間、ベルガの歯が飛んできた。歯は直すぐに再生しようとしてベルガの身体からだに戻って行ったので、ラックは冷や汗を流しながら何も見なかった事にした。
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「あんだば、道さぁ真ん中で殴なぐり合いどごしとる人がだがいるでな」

　サマサが野や次じ馬うまの後ろから覗のぞこうとするのを、ベンヤミンが咳せき払ばらいをして引きとめた。

「そんな下品な者に構うのではない！　ささ、御嬢じよう様、速くこの場を立ち去ると致しましょう」

「え？　あ、はい、そうですね」

　執しつ事じの言葉に、イブはハッと我に返る。考え事をしていた為、喧けん嘩かが起こった事すら気が付かなかったようだ。

　──ああ、一体どうすればガンドールの人達に会えるのだろう。

「御嬢じよう様、御安心下さい」

「？」

　執事の言葉に、イブは一瞬ドキリとした。もしかして、自分の考えが見み透すかされていたのであろうか？

「やはり私めやサマサの作る料理では、食欲も回復なさらないでしょう？　そう思いましてな、昨日友人のシェフに連絡を取りましてな。ＮＹニユーヨークにいる間だけでもと、手の空あいているコックとバーテンを紹介してもらうように頼んだので御ご座ざいますよ。今日の列車で着くとの事ですので、明日には参まいられるかと思います」

「そ、そんな、わざわざ気を使っていただかなくても！　それに、バーテンダーって……」

　当然の疑問に、執しつ事じは悪戯いたずら小こ僧ぞうの様な笑みを作って答えてみせる。

「地下に法制前からある酒さか蔵ぐらを発見致しましてな。そこにあった大量の酒さか瓶びんの整理ができる者を探していたのですよ。『所有』しているだけでは罪にはなりませんからな。それに、せっかく邸内にカウンターテーブルまであるのです。せっかくＮＹニユーヨークまで来たのですから、御嬢じよう様に少しでもこの町の雰囲気を楽しんで戴いただこうと思いましてな。何、給金は私めの貯たくわえから出させて戴きます。このベンヤミンの我わが侭まま、何なに卒とぞお許し下さいませ」

「ベンヤミンさん」

「コックだばわだすの金で雇うんだばてのば忘れるねでくれ。いんやぁ、御嬢様、うらも料理の手間が省けて他ほかの仕事に精が出せするけぇら気にせんでおくんねの」

　ベンヤミンの背中をペチリと叩たたきながら、サマサもイブに笑ってみせる。

「やめんか！　コホン。それに、家の仕事を任せる者が増えれば、それだけダラス様をお探しするのに集中する事ができましょうというものです」

　──この二人は、その類たぐいの無む駄だは嫌いな人だったのに。

　自分の為に気を使ってくれている事は明らかだった。どうしようも無くありがたくて申し訳なくて、イブは涙が毀こぼれそうになるのを必死になって堪こらえていた。

「ありがとう御座います。ベンヤミンさんとサマサさんには、本当に感謝しています」

　二人の恩人に対し、自分勝手な事をしようとしている自分が情けなくて許せなくて。

　それでも、今更この想いを止める事もできなくて。







　買い物を済ませ、ミリオネア・ロウの家路に着く途中。ある雑貨屋の前で、再び喧けん騒そうが聞こえて来た。

「おいおい、兄さん達、本当にこれ全部買ってく気か？」

「おうよ！　全部車に乗っけてくれ！」

「買占めだね！　独占企業だね！」

　雑貨屋の主人と相対しているのは、ボロボロのガンマン服を纏まとった男と、真まっ赤かなドレスを纏った若い女だった。

「いや、買ってくれるのは嬉うれしいけどよ、何に使うんだこんなに」

「倒す！」

「バッタバッタとだね！」

　奇妙な会話をする男女を遠めに眺めながら、イブは何かが引っかかる。

　──ああ、そうか。

　イブはハタと気が付いた。あの二人に似ているのだ。一年前に邸にやって来た、自分に幸せを運んで来てくれたあの二人の泥どろ棒ぼうに。

　そのまま人の波に飲まれて、二人の姿は直すぐに見えなくなってしまう。

　二人が果たして同一人物だったのかは解わからないが、イブは心の中で小さな祈りを捧げた。

　きっと、今も何ど処こかで誰かに幸せを振りまいているのだろうと。

　一年前の事を思い出すと同時に、今までで一番幸せだった頃の記憶が蘇よみがえる。

　イブはその双そう眸ぼうに軽く涙を湛たたえながら、己の決意を静かに固め直した。
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「ひさ、し、ぶり、だな。元気、そう、で、何より、だ」

　駅の裏口に通じる通路の前で、二つの人影が言葉を交わしている。

「うん、ベグも元気そうだね」

　ベグと相対するのは、彼の古い仲間の一人。

「マイザー、には、逢った、のか」

　影はそう尋ねられて、コクリと一度頷うなずいた。

　愉たのしそうに笑っているベグとは対象的に、相手の影は何ど処こと無く悲しげだ。

「ベグ、実は──」

「聞いて、いる。貨物、強ごう盗とう、らしい、な」

「──うん。あの爆貨弾物は非公式なやつだから、警察には届けられないんだけど」

「そう、か。当然、だ、な」

「やっぱり、僕は殺され続けることになるのかな。ルノラータって人に」

　少し不安そうに尋ねる影に対し、ベグは微笑ほほえんだまま首を横に振った。

「バルトロ、の、ボスは、この件には、ノータッチ、だ。金、は、全部、俺が、出す、つもり、だったし、な。お前、が、罰を、うける、必要、は、無い」

　その答えに、影は少しおどろいたような顔をする。

「何で──」

「情報、屋、から、お前の、状況は、聞いてた。何か、援助して、やりたかった、が、直接、金を、やる、わけにも、いかない、だろ」

　それを聞いて、影は複雑な表情になる。

「お人よしだね、相変わらず。ありがたいけど──」

「余計な、気遣づかい、だろ？　解わかって、いる。だが、俺は、錬れん金きん術じゆつを、捨てて、ここまで、生きて、来て、手に、入れた、のは、金、だけ、だ。俺の、求める、幸せ、も、まだ、みつから、ない。あと、俺おれが、できる、事は、お前にこうして、笑顔を向けて、やる事、ぐらい、だ」

　笑顔の中で、その瞳だけが悲しそうに歪ゆがんでいる。

「それで充分だよ。ありがとう」

　影がベグにゆっくりとしがみつき、ベグはその影の頭を左手でなでてやった。

「ありがとう、ベグ。僕を──食べないでくれて」

　小さく涙を流しながら笑う影を見て、ベグも少しだけ涙をこぼした。

「今度、そんな事を、言ったら、怒る、ぞ」

[image: ]
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「いやあ、ベルガも強くなったもんだな？　俺おれ相手に無傷とはよ」

　クレアが感心したように声をあげる。

　二人はあの大おお喧げん嘩かにも関わらず、全くの無傷で済んでいた。

　ベルガは不ふ死しの力で怪け我がが再生しただけだが、一方のクレアは物理的に無傷だったのだ。

　キース達四人が徒歩で事務所まで戻ってくると、事務所には住み込んでいるチック以外は誰もいないという状態だった。自宅待たい機きを命じているので当然といえば当然なのだが。

「さて、本題だが。誰を殺せばいい？　バルトロを殺せってんならちょっとは気合をいれなきゃならないが、グスターヴォ程度なら今日中でもＯＫだぞ？」

「詳くわしいですね」

「バルトロには何回か雇われた事があるからな。グスターヴォは知らないだろうが」

「……殺し屋なら、ちょっとは守しゆ秘ひ義務を守りましょうよ」

「ハハハ、ラックは相変わらず細かいな。まあ、大丈夫だよ。お前ら別に密告したりはしないだろう？　しないよな？」

　愉たのしげに語るクレアを前に、ラックが代表して仕事の内容について説明した。

「ではクレアさん。まずは──何もしないで下さい。まあ、こっちが頼むまで適当に町でもぶらついてて下さい」

「何？」

　少し混乱した表情を見せるクレアに対し、ラックは何かを企たくらむように目を細めた。

「とりあえず、貴方あなたには『抑よく止し力りよく』を演じて貰もらいたいんですよ」
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　その頃、ホテルの一室ではグスターヴォが激げつ昂こうしていた。

「冗じよう談だんじゃねえぞベグ！　盗とられたで済むと思ってんのか!?　俺は手前てめえのいう爆弾とやらに期待してたんだからな！」

「製法は、教わった。ひと月、も、あれば、俺おれが、あの、工場で、量産、できる」

「それじゃ遅ぇんだよ！　糞くそ！　今すぐにあのガンドールのシマを吹き飛ばしてやろうと思ってたのによ！　酒場も賭と場ばも馬券場も、客ごと纏まとめて何もかもな！」

「しょ、正気、か？」

「うるせえ！　もう形なり振ふり構っちゃいられねえんだ！　ったくよぉ？　お前の御友達とやらも随分と役にたたねえ奴やつだな、ああ？」

　その言葉を聞くと、ベグは今までの動きとはまるで違う速さで、グスターヴォの眼前まで詰め寄った。

「!?　な、なんだよ」

「俺おれの仲間を、蔑さげすむな」

　それだけ言って、ベグは再び間ま合あいを開ける。一瞬の事とは言え気け圧おされたグスターヴォは、思わず手を握り締め、口からは負け惜しみの声を搾しぼり出す。

「はっ！　だってそうだろうよ！　手前てめえの商売道具を盗とられるなんざ、商売人として最低の無能野や郎ろうだぜ！」

　その言葉を聞くとベグは一瞬呆ほうけた顔をして、それから大きく笑って見せた。

「ハ、ハ、ハ！　まったく、もって、その、通り、だな！　ひさし、ぶりに、声を、あげて、笑わせて、もらった！」

　それだけ言い捨てて、ベグはホテルの部屋から出て行った。

「なんだってんだ？」

　グスターヴォはベグの行動の真意が解わからず、自分の言った言葉について考え込んだ。

　商売道具を盗られる。最低の無能野郎。

　麻ま薬やく。ロイ。強ごう奪だつ。責任者。俺。

「あ？」

　ようやくベグの笑いの意味に気付き、彼は三個目の灰皿を窓ガラスに叩たたき付けた。

「俺の事じゃねえかぁあぁぁぁ──っ！」
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　その夜、情報屋の中では幹部達による報告会が開かれていた。

「今日最も注目すべき情報は、レイチェル君が同乗して巻き込まれた『フライング・プッシーフット』号の件だろうね。何しろベリアム上院議員が直接事件の隠いん匿とくに動いているらしい。私も鉄道会社の知り合いに情報の提供を打電しているけれど、多分それでも全部の情報は集まらないと思う。問題は、レイチェル君が見たっていう『赤い怪人』なんだけれど、これにはちょっと心当たりがある。その列車には殺し屋の『葡萄酒ヴイーノ』が乗ってたって話だから、多分彼に話を聞ければ、この事件に関する情報は殆ほとんどコンプリートできるだろうね」

「ヴィーノって……クレア・スタンフィールドの事ですか？　彼は車しや掌しよう室で死んでた筈はずでは？」

　ニコラスの問いに、書類の奥からは確信めいた答えが返ってくる。

「これは勘かんだけどね。恐らく別人だろう。顔を削けずられた上に焼かれてるなんて、偽ぎ装そうの初歩だよ。大おお雑ざつ把ぱな彼らしい。それに、この件を報告してくれたレイチェル君なんだけど、全すべては語っていない感じだったよ。無賃乗車専門の彼女がすんなり釈放された事を見るに、恐らくは誰かからキップを受け取ったんだと思うよ。死体から奪うほど彼女は不ふ謹きん慎しんでもないしね」

「だとすると、予備のキップを持ってるのは車しや掌しようぐらいだってことかねえ？」

　エレアンの言葉に、書類の主あるじが同意する。

「そう、でも車掌は二人とも死んでいた。その点から、彼女は恐らくクレアに逢って、それを口止めされたんじゃないかな？　彼女はそういう所は凄すごく義理堅がたいからね」

　少し間まを置いて、クレアについての雑感を付け加える。

「それに、彼がそう簡単に死ぬというのも考えられないしね。彼を殺せる可能性がある人間なんてそうは思いつかない。マルティージョ・ファミリーのロニーか、『幽霊レムレース』のシャーネ・ラフォレットか──」

　他ほかにも数人の名前を挙げ、最後に『本命』と思しき者の名を連ねた。

「あるいは──『便利屋』フェリックス・ウォーケンならば、勝てるかもしれない。まあ、彼は殺しは引退したがっているって話だけど」

「フェリックス・ウォーケン？　彼がまだこの町に？」

　突然出てきたその名前に、ニコラスの顔に僅わずかな驚きよう愕がくの色が浮かぶ。

「ああ、彼は娘むすめが出来たのを機に、自分の過去を捨てたがっているらしいけれど……なにせこのマンハッタンで最も仕事が出来ると言われ、ラッキー・ルチャーノ直属の──アルバート・アナスタシアの『殺人公社』に一人で対抗できるっていう噂うわさだからね。そう簡単に引退はさせてもらえないって事さ」

　社長はそこで一いつ旦たん話題を切り、ルノラータ周辺の事件に関して話す事にした。




「──って事でいいね。ところでニコラス君。黒バッグはどうなった？」

　今日一日の動きを整理し終え、まだ報告がなされていない情報を確認する。

「特に問題はありません。リア・リンシャンの部屋に二人の男が入って行ったとの報告ですが、恐らく今日到着したという彼女の弟のファン・リンシャンでしょう」

「両方とも中国人かねえ？　変わった名前だけど」

「彼女らの父親はイギリス人だから、その関係らしい。コミュニティーの中では阻そ害がいされていた節ふしがあって、それが原因で弟が何かトラブルを起こしたらしい」

「もう一人の男は？」

「まだ未確認ですが、弟の相方のヨウン・パーネルという青年らしいです」

「詳くわしいな、そんなに直すぐ調べがついたのか？」

「いや、それが──この二人も、『フライング・プッシーフット』の関係者だったもので。偶然です」

　幹部一同が納得して頷うなずくと、最後に社長が締めくくった。

「じゃあ、ニコラス君は引き続き部下をつけておいてくれ。そういう『動き続けるモノ』の流れを摑つかみ続けるのは実に重要な事だからね。去年の『不ふ死しの酒』の一件もそうだったろう？　一年前のあの事件で、全すべての偶然は流動する酒に集約されたのだからね。まあ、あの『酒』の動きが完全に予測不可能だった結果に比べて、今回は動きが最初から監視できているんだから、これ程楽な事も無いさ。ええと、あと今日起こった変わった話は……『空から灰皿が降って来てフォード車に直撃』……なんだこりゃ？」




　　　　⇔




「どうしたらイイかナァ」

　リトル・イタリーの一画にある小さなアパート。その一階にある一室で、リア・リンシャンが黒いバッグを眺めながら困り果てていた。

　親友のイーディスから預かったはいいものの、この鍵すら無い部屋に何い時つまでも置いておくわけには行かない。いざとなれば警察に届けなければならないものだけに、もっとしっかりとした場所に預けるべきだ。

　イーディスには『信頼できる人に預ける』と言ったものの、いざとなると誰に預けたらよいものか迷ってしまう。ロニーかマイザーあたりに預けるのが一番安心なのだが、『組の人にも内緒に』という条件があるのでそういうわけにも行かなかった。

　やはり、エニスあたりに頼むべきだろうか。そんな事を思いながらバッグの取っ手をもてあそんでいると、自分の部屋のドアをノックする音が聞こえてきた。

　一瞬ビクリとしたが、それに続いて聞こえて来た声に心を明るく躍おどらせた。

「ひさしぶりダネー、俺おれだヨ姉キー」

　それは、遠く離れて暮らしている筈はずの弟の声だった。




「あ、お邪じや魔まします……」

　連れの青年と共に、弟は今晩ここに泊まっていくつもりらしかった。

　なんでも、働いていた列車食堂が突然なくなる事になって、明日からはミリオネア・ロウに住む富ふ豪ごうの所で働くのだと言う。

「エエ？　住み込みにナルの？」

「そうなるネ。荷物も全部持ってきてイイってサ。でっかい金庫がアルから、貴重なものでもなんでも安心して持ってきてくれって──」

　その言葉を聞いて、リアの悩みはあっさり解決された。

　信頼できる上に安全な場所を使える人間が、こうも簡単に現れたのだから。




　　　　⇔




１９３２年　元日




「どうしよう……ロイの奴やつ、何ど処こにいっちゃったんだろう」

　この数日間、イーディスはロイをひたすらに探し続けた。

　ロイの部屋には、遠目に見てもマフィアらしき連中がたむろしているのが解わかった。ロイもわざわざここに戻る程馬ば鹿かではないだろう。

　同時にそれは、まだロイが捕まっていないという事も意味している。

　イーディスは一いち抹まつの希望を求め、噂うわさに聞く『情報屋』の門を潜くぐる事にした。

　デイリー・デイズの看板を掲げた扉の中では、元日にも関わらず、幾人もの編集部員達が忙せわしなく働いていた。

「遠路はるばる、この『情報屋』へようこそいらっしゃいました」

　彼女に最初に声をかけてきたのは、一言で表すと『嫌いやらしい笑いの男』だった。扉を潜ったことを少し後悔したが、今更引き返すわけにもいかない。

「新聞の定期購読をお求めですか？　それとも『情報』をお求めで御ご座ざいますか？」

　慇いん懃ぎんな態度の男に、イーディスは緊張しながら『情報を』と告げる。

「それでは、こちらへどうぞ。私の名はヘンリーと申します。以後、お見知りおきを」

　受付の男は嫌らしい顔を更に歪ゆがめ、イーディスを応接間の方に案内した。




　　　　⇔




　丁ちよう度どその頃、社長室ではニコラスが書類の主あるじと会話をしていた。

「ヘンリーの奴、なにか隠してますよ」

「解ってる。彼もまだ噓うそが下へ手ただからね」

「あいつも、情報の提供に関しちゃ問題ないんですが、どうにもそれを楽しみ過ぎるきらいがありますから」

「彼はまだ情報に対する『リスク』を知らないだけさ。何か一度危険な目に遭あえば、彼の癖も少しはよくなるんだろうけど」

　書類の奥から聞こえる声には、少し複雑な感情が滲にじみ出していた。

「できることなら、社員の誰にもそんな目には遭って欲しくないんだけどねえ。『情報』ってのは、本来その為にあるようなものなんだから」




　　　　⇔




　情報を操るというのは快感だ。だから自分はこの職業を選んだのだ。情報屋といったら路地裏や酒場の隅でこっそりとメモを渡したりする。そんなイメージが全すべてだと思っていた。まさか、こんなに露ろ骨こつな『情報屋』がこの世に存在しようとは。

　情報を操るという事は、それに付随する何かを操るということだ。時には金を、時には人を、時には命を、時には町を、果ては国や世界だって動かす事は可能だろう。

　自分の掌ての中にそうした『運命』の全てを握るのは何という快感なのだろうか。最近流は行やっているドラッグの類たぐいなどとは比べ物に成るまい。理性を保ったままで、世界の『神』を擬ぎ似じ体験できるのだ。

　この会社とて然しかり。今起こっているルノラータとガンドールの周りの情報で、ロイがイブを追っているという事は私しか知らない。この事件は、一つの輪で繫つながっているのだ。私だけがその情報を握っている。私は今この事件を取り巻く『世界』に関して誰よりも有利な立場にいると言っていいだろう。

　それにしてもあのロイという男、いとも簡単に私の情報に踊らされたようだ。これだからこの仕事は止やめられない。今まではニコラスやエレアン、社長のおかげで上う手まく行かなかったが、今度こそ上手く行ったぞ。

　どうしようも無い馬ば鹿かだ。あんな小こ娘むすめが、麻ま薬やく工場の事を知っている筈はずも証人になりえる筈も無いだろうが。仮に接触、誘ゆう拐かいに成功したとしても、ルノラータを脅おどした時点で証拠を隠いん滅めつされて終わりだろうに。

　ルノラータから逃れられても、奴は誘ゆう拐かい犯はんとなるわけか。

　この新聞社との繫がりは立証しようがないし、私はあくまで商売としてではなく、『個人的に独り言を呟つぶやいただけ』だからな。

　無論、奴が金を持っていればまともな対応ぐらいはやってやった。商売人としてその程度のプライドは持ち合わせているつもりだからな。

　所しよ詮せん奴は麻薬に手を出して破滅に向かっている社会のゴミだ。

　俺はああいう奴らが心しん底そこ嫌いだ。だからちょっと、とどめを刺してやっただけだ。

　何も問題は無い。何も、何も、何も。




　そして今、この女が客としてやって来た。

　ロイの恋人のイーディスか。面おも白しろい事になったものだ。

　こいつの運命も狂わせて見たい。

　恋人同士の二人の運命を同時に操る。それはどれほどの快楽であろうか。







「ロイさんの居い所どころですが、心当たりはありますよ」

「本当ですか！」

「実は先日、彼と個人的に話す機会がありましてね──」




　私が彼との間に起こった『全すべて』を話してやると、彼女の顔が見る見る青あお褪ざめていくのが解わかった。これはこれで見ていて愉たのしいものだな。

「ちょっと待って……？　じゃあ、ロイは？」

「今頃はイブさんをどうにかしようとしているのではないでしょうかねえ？　私は止めましたよ、一応」

「やめさせないと……」

　慌あわてて席を立とうとする彼女に、ヘンリーがピシャリと言い放つ。

「どちらへ行かれるおつもりですか？　イブ嬢じようの所在も知らないのでしょう？」

　その言葉に、イーディスはヘンリーを強くにらみつける。

「教えなさい。お金はいくらでも払うから！」

　自分のサイフを机に叩たたきつけるが、ヘンリーは頭を横に振る。

「止めてどうするおつもりで？　実際彼には、もうそれしか助かる道はないのですよ？　例えどんなに可能性が低かろうとも」

「そんな事は無いわ。貴方あなたは言ったわよね、ロイはお金が無かったからそれしか道がなかったって。つまり、相応の代だい償しようを払えば『正規の情報』があった、て事でしょう？」

「あまり調子に乗られぬ方がよろしいかと存じますが」

　表情を僅わずかに曇らせながら、ヘンリーはイーディスのサイフを投げ返した。

「ルノラータを出し抜けるような情報を、貴女あなたやロイの様な人間が簡単に手に入れられるとお思いで？　勘かん違いしないで戴いただきたい」

　椅い子すからゆっくりと立ち上がり、イーディスに顔面を近づける。口調も目つきもガラリと変わり、まるで世界の道理を統すべる神か、あるいは悪魔の様に。

「情報は力だ。手に入れるのに代償が必要なのは当然だろう？　そして、力の無い者は死んでいく。当然の事だ。代償となる力──財力も権力も人脈も無い奴やつらが、簡単に手に入れられる程甘あまいものでは有り得ないんだよ」

　そこで不意に顔と口調を元に戻し、椅子に深々と座りなおす。

「──という事です。御理解いただけましたか？」

　イーディスはそれでも尚なおヘンリーを睨にらみ続け、ある種の決意が籠こもった声で尋ねる。

「じゃあ、聞くわ。その情報の『代償となりえる情報』っていうのは、例えばどんなもの？」

　ヘンリーは『おやおや』という感じで肩をすくめ、少し考えた後──夕べの幹部会議を思い出し、答えを出した。

「昨日起こった、『フライング・プッシーフット』の事件はご存知ですか？」




「というわけでして、事件の重要な部分を知るためには、その『葡萄酒ヴイーノ』という殺し屋の持つ情報──寧むしろ『証言』が必要不可欠なのですよ」

　そこまで喋しやべった所で、ヘンリーは一いつ旦たん大きく息をついた。

「まあ、早い話、その『葡萄酒ヴイーノ』と呼ばれる殺し屋の話と引き換えでしたら、教えて差し上げてもよろしいかと。イブ嬢じようの居場所も、ルノラータから逃れる方法もね」

「本当ね。約束よ」

　何の躊躇ためらいも無く立ち去ろうとするイーディスに向かって、ヘンリーは一つだけ質問を。

「何な故ぜ、そこまでしようとするんです？」

「約束したからよ、あいつは時間がかかったけど約束を守った。でも、私には時間が無い。早くしないとあいつが死ぬからね。それだけ」

「？　本当にそれだけで？」

「約束ってのはそういうものでしょう？　たとえどんなに割に合わなくてもね」

　もはやヘンリーの方を振り返ろうともせず、彼女は強い眼まな差ざしを持って扉を開け放つ。




「聞いてたぞ、この下げ衆す野や郎ろう」

　背後からかけられた突然の声に、ヘンリーは思わず身体からだを震わせる。

「この恥知らずめ、最低でも減棒は覚かく悟ごできてるんだろうな？」

「に、ニコラスさん」

　振り返ると、そこには顔を顰しかめた英語版デスクが立っていた。応接間の後方にあるドアから、何い時つの間まにか入って来ていたらしい。

「お、お待ち下さい。ロイ氏の件は、金が無かったから私が代だい替たい案としてですね──」

「ほう？　それを報告しなかったのはどうしてだ？」

「一応、業務外の事で御ご座ざいますから」

「じゃあ、お前はその間仕事をサボってたって事だよなぁ？」

　ニコラスに襟えり首くびを捕まれ、ヘンリーは殴なぐられる事を覚悟した。

　だが、拳こぶしが飛んでくる事は無く、襟首から不意に手が離される。

「だが、お前が最後に見せた男気に免じて殴なぐるのは勘かん弁べんしてやる。それにしてもお前、上う手まい事やったな。社長は甘あまいからなぁ。これで帳消しにしてくれるだろうよ」

「？？？」

　ヘンリーの様子を見て、ニコラスは再び眉まゆを顰しかめる。

「あれ？　もしかして知らないで言ったのか？　……そうか」

　何かを哀あわれむような目でヘンリーを見つめ、己の仕事場に戻っていく。

「可哀かわい相そうになあ。まあ、さっき社長の言ってた『リスク』ってのを味わういい機会だ。死地を乗り越えて人間的に大いに成長してくれ。本当に死なないように気をつけろよ」

　一人取り残されたヘンリーは、ニコラスの意図が解わからず不安に陥っていた。

　──一体何が起こるというのだ？　くそ、だから情報を知らない者は無力だというのだ！




　　　　⇔




　イーディスは己の死すら覚かく悟ごして、ガンドールの事務所に足を踏み入れた。

　地下に続く階段を降りながら、自分の考えを反はん芻すうする。

　自分の周囲で殺し屋に関する情報を知っているのは、どう考えてもガンドールの三兄弟だけだ。可能性に過ぎないが、それでも今はここにしか糸口が無い。

　ただし、彼らに尋ねるからには全すべてを話さなければならないだろう。その時点で激げつ昂こうして叩たたき殺されるかもしれないし、もしかしたらロイを助けた直後に、ロイと一緒に殺されるかもしれない。だが、可能性がある限りは縋すがるしかない。

　ロイだけを連れて町から逃げるという選択肢しもあるが、仲間や家族を見捨てる事はロイ自身が許さないだろう。自分が強く説得すれば彼も同意するだろうが、その後一生後悔しながら生きていく事になるだろう。

　いざとなれば自分が弾だん幕まくに対する盾たてとなる事すら決心して、岸壁から飛び降りる覚かく悟ごで階段を降りきった。




「あー。イーディスさんだー。いらっしゃいー」

　広間は実に閑かん散さんとしており、中央のテーブルにはチックの姿が見える。反対側に座っている男は誰だろうか。少なくとも酒場には一度も来た事の無い男だ。

　見ると、チックと男は机の上で何かを広げている。

　それは鋭い刃やいばを光らせる、新品の鋏はさみの数々だった。

「いいでしょ、たくさん買ったんだ。よく切れるよー」

　子供の様な笑顔で言うチック。

　向かいの男は机の上に己の掌てのひらを這はわせ、

　カンッ、　カンッ、　シュコッ、　カンッ、カン、カン、シュコ、カン、シュコカンシュコカンシュカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカッ

　五本の指の間に、テンポよく鋏はさみの先を突きたてて往復させて行く。リズミカルにパワフルに。そのテンポは徐々に速くなり、最終的には鋏が残像となって何本もあるように見える。

　しかもよく見ると、男は一回突き立てる毎に鋏の刃を閉じたり開いたりしている。

　刃やいばを開いた時は、指を挟はさんだ二箇所に切っ先が突き立ち、上がると同時に刃を閉じさせる。

　一歩間違えれば指を切断しかねない行為だ。

「うわあ、凄すごい凄いー。僕もやってみようかなあ」

「やめといた方がいい、怪け我がすると痛いよ。もの凄くね」

「それは嫌いやだなぁ。そうだ、今度拷ごう問もんする人の手を使ってやってみるよ」

　二人の会話を聞いて、背筋の上を冷たい『線』が通り抜ける。

　──もしかしたら、『死ぬ』以上の覚かく悟ごが必要かもしれない……

　一瞬躊躇とまどいかけたが、その時は既に手遅れだった。

「キースさんーベルガさんーラックさんー、イーディスさんが来ましたよぉー！」

　チックが叫び終わるのと同時に、奥の扉から三人のボスが姿を現した。

「おや、イーディスさん。どうしたんですか？　ああ、酒場は休みにしてありますけど、給金でしたら通常通り──」

「違うんです、ガンドールさん。違うんです」

　もう後には引けない。ロイを助けたい一心で、彼女はその足を一歩地獄へと踏み入れる。

「私は、ガンドールさん達を……裏切りました」







　彼女の告白を聞き終えた三人は、暫しばらく難しい顔をしていたが──二人の兄の方を見たあと、ラックが最初に口を開いた。

「お話は解わかりました、イーディスさん。正直、我々を信用して戴いただけていなかったのは残念です。残念ですが、ロイさんに関しては今の所どうにかするつもりはありませんよ」

　その答えに、イーディスの表情がぱっと明るくなる。

「本当ですか!?」

「まあ、ロイさんとやらは我々の仲間ではありませんし、正直、会った事すら無い人間にまでうちのルールを押し付けるわけにもいきませんから。そもそも、我々は確かにクスリを扱っていませんが、暗黙の了りよう解かいという程には広まっていませんのでね」

　そこまで言って、ラックは不意に顔から笑いを消した。

「ただし、イーディスさん。貴女あなたは問題です。貴女は我々がドラッグを禁きん忌きとしていることを知りながら、その事実を隠いん匿とくしていました。もぐり酒場のウェイトレスとは言え、曲がりなりにも『こちら側』に身を置く人間として、これは確かに背信行為にあたります」

　ああ、確かにその通りだ。覚悟はしていた事だが、殺されるのだったらせめてロイの無事を確認してからにしたかった。

「さて、貴女の処分ですが──はっきり言って前例が無いんですよね。どうしたものでしょうかね……どうします？　兄さん」

　ラックは後ろにいる二人の兄に伺うかがいを立てるが、ベルガは『どうもこうも、どうするんだ？』とキースの方を見て、キースも少し困った顔でトランプを弄もてあそんでいる。

　三人は一いつ旦たんその場を離れ、小声で彼女の処遇について談義する。




「どうするのさ」

「俺おれに聞くな。普通はどうするんだ？」

「シチリアだと姦かん通つう罪ざいとかで殺しちゃう事とかもあるんだけど……それとは違うしねえ」

「こんなんで殺すわけに行くか阿あ呆ほ。もういいんじゃねえか？　無罪で」

「そうすると落とし前がつかなくなるよ。そりゃ僕もこんな事で女の人を殺すなんてありえないとは思うけどさ、何もなしってわけにはいかないよやっぱり。だから何か適当に罰になるような事をしてもらわないと」

「今月の給料無しってのはどうだ」

「会社じゃないんだから」

「じゃあ、どうすんだよ。男だったら俺がぶん殴なぐって歯を全部折るぐらいで終わりだけどよ」

「そんなわけにもいかないってば！　女に手を上げるなんて最低だ」

「んなこた解わかってる！　だったら、無罪にするしかねえじゃねえか」

「でも何か理由が無いと……ああ、見逃してもけじめがつかない、暴力を振るうのも駄だ目め」

「何かチャンスをやったらどうだ？」

「チャンス？」

「横領してたジョギーにだって９割がた生きるチャンスをやったんだからよ。結局死んだが」

「でも、ロシアンルーレットをやらせるわけにも」

「……」

「そうだ、兄貴のトランプを引かせて、ジョーカーが出たら有罪ってことでどうだ」

「それだよ！　最初からジョーカーは抜いておいてさ！」

「……」

　それを聞いてキースは再び困った表情になり、トランプの束を裏返しにして見せる。

「何ぃ！　全部ジョーカーだとぉ!?」

「前から思ってたけど、こんなの何ど処こで買って来るのさ!?」

「まさか五十二組買って、一枚一枚抜き出してるわけじゃねえよな……？　兄貴？」

「……」

「じゃ、じゃあよぉ、ジョーカーが出たら無罪ってことでどうだ！」

「わけがわかんないよそんなの！」




　一体どんな恐ろしい話をしているのだろうか。私はどのように殺されてしまうのであろうか。

　部屋の隅にいる三兄弟の背中を見て、イーディスの背に汗がどっとにじみ始める。

　その様子を見ていたチックともう一人の男だったが、やがて見かねたように行動を開始した。

　謎なぞの男は五本の鋏はさみでジャグリングをしていたが、不意にその手を止めてチックに何かを耳打ちする。チックは新品の鋏をシャキチョキ鳴らしながら、三兄弟の方にのんびりとした声で呼びかける。

「ねえー、イーディスって、悪い事したんだよねー？」

　その声にラックが振り返り、困ったように言葉を返す。

「悪いことっていうか、別に法律に違反したわけじゃないんですけれどね？　まあ、我々に対して悪い事をしたというか」

「イーディスってさー、髪の毛長いよねえ？」

「ええ、まあ……───ッ！」

　そこで、ラックがハッとする。チックは異常なほど純真な瞳で、にっこりと微笑ほほえんだ。

「切っていい？」




「前から思ってたんだが」

　鋏の音が鳴り響く中、鋏でお手玉をしていた男がポツリと呟つぶやいた。

「そこそこ成功はしてるけどよ、お前ら根本的にマフィアのボスには向かねえって」




　髪は女の命。いつの時代からある言葉かは知らないが、とにかくそれを少し切るという事で話はついた。イーディスはあまりに簡単な事に全身の力が抜けて行った。

「言っておきますが、髪で見逃すのはこれが最後ですからね」

　最初は丸坊主という意見も出たのだが、『鋏では無理』という事になって、半分ぐらい切った所で終わりという事になった。

　チックの鋏はさみ捌さばきはなかなかのもので、前よりも髪の見栄えがよくなったぐらいだ。

「おしまいですよーっと」

　微笑ましい声と共に、チックが鋏をシャキンと閉じる。

　この音を合図に、観客のいない茶ちや番ばん劇もその幕を閉じきった。
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「さて、じゃあ話を戻しますが、その情報屋の男は、どんな情報を求めてきたんですか？　我我のような人間でなければ知りえないような話なんですよね？」

　そうなのだ。まだここまでは第一関門をクリアしたに過ぎない。ここで三兄弟が『葡萄酒ヴイーノ』について何も知らないとなれば、今までの決意はすべて水すい泡ほうに帰きす事になる。

　彼女は祈るような気持ちで、その名前を喉のどの奥から紡つむぎだした。

「あの、実は、『葡萄酒ヴイーノ』っていう殺し屋を探しているんです！」

　叫び終わるのと同時に、奥で二十個の鋏はさみによるジャグリングに挑戦していた男が振り向いた。

「……呼んだ？」




　　　　⇔




　日も暮れ始めた頃に、ジェノアードの別宅に訪れる二つの影があった。

　呼び鈴りんを何度か鳴らした時に、豪ごう華かな扉の中から一人の老紳士が現れる。

「はて、初めてお見受け致しますが、どちら様でございましょう？」

　ベンヤミンの訝いぶかしげな問いに対し、東洋人とアイリッシュの青年は愛あい想そ良く笑って答える。

「あの、ジェノアードさんのお宅ですよね。私達、料理人のグレゴワールさんの紹介に預かりまして」

「俺おれ達、飯とかを作リに来タですヨ？」

「おお、貴方あなたがたが！　ささ、どうぞどうぞ、お上がりくだされ」

　執しつ事じの案内に素直に従い、豪ごう華かな装飾の広がる屋内に足を踏み入れる。

「執事だネ」

「ああ、典型的な執事だ。ヒゲが無いのが残念なほどだ」

　小声で言葉を交わしながら、老ろう齢れいの執事の後に続く二人。

　東洋人のコックはファン・リンシャン。アイリッシュのバーテンダーはヨウン・パーネル。

　それぞれ昨日までは大陸横断鉄道の急行列車『フライング・プッシーフット』で働いていたのだが、ある事件によって食堂車が列車ごと廃棄される事となった。

　そんな折、食堂車のコック長だったグレゴワールの紹介によって一時的な就職先にめぐり会えたのだ。最初は１月上旬までの契約だが、気に入られればニュージャージーの本邸で働かせて貰もらえるかもしれない。

　そんな経けい緯いがあり、二人は気合いを入れてこの仕事に望んでいる。まずは今晩の食事が腕の見せ所だ。与えられた食材で如い何かに上う手まい料理を作るか、その出来不出来により印象は天と地の差となるであろう。

　あらゆる状況を想定しながら執事の後についていくと、やがて二階にある大きな扉の部屋の前に案内された。

「御嬢じよう様、御嬢様！　料理人達が参まいりましたぞ！　御嬢様からも是ぜ非ひ御挨拶を──」

　しかし、返事が無い。

「御嬢様？」

　執事は扉を開けようか迷ったが、寝ているだけだったりすれば、それは執事としてはあるまじき行為だ。

　どうしようか迷っていると、通りがかったサマサがあっさりとその扉を開けた。

「御嬢様、うまか飯どご食べっぺッス」

　何の躊躇とまどいも無くサマサが部屋に踏み込むが、そこにイブの姿は無い。

　その事実に気付いた執事が、主あるじの部屋である事も構わず中に駆かけ込んで行った。

「お、御嬢様!?」

　思わず叫び声を上げるが、部屋の中からはなんの返答も帰って来ない。

　奥の壁では窓が大きく開かれ、カーテンが大きくはためいている。

　サマサ達が慌あわてて顔を覗のぞかせると、その下には大きな梯子はしごが立てかけられていた。

「何だコレ？」

　続けて部屋の中に入ったファンが、机の上にある手紙を手に取った。

「お、お見せ下され！」

　引っ手た繰くるようにその手紙を受け取ると、血走った目を文字の上に走らせる。

　そこには、無断で外出する事に対する謝罪と、いくつかの事に対するベンヤミン達への礼がしたためられている。そして、『もしも私が３日以内に戻らなかったら──』という一文を見つけ、それ以降は読まずに顔を上げる。

「御嬢じよう様……まさか？」







「ああ、御嬢様……なんという無茶を！」

　ソファーで項うな垂だれているベンヤミンに対し、サマサがどっしりと構えて声をかける。

「何どご悩んでいるしがらすか。御嬢様も、もうわらしではねんだス。大丈夫だべ」

「これが心配せずにおれるか！　サマサ！　お主ぬしはよく平気で──」

　顔を上げて、怒ど鳴なり声を途中で止やめる。サマサは既に靴を遠出用に履はき替えており、すっかり外にでる準備を整えている。

「何ど処こへ行く気だ？」

　その横では、ヨウンとファンも既に外に向かっている。

「列車の一件といい、本当に騒がしい年末年始だな」

「しょうがないヨー。マズは主しゆ賓ひんがいナいと料理もヘったクレもナイからネー」

　ぽかんとしている執しつ事じに対し、サマサは不思議そうに尋ねかける。

「御嬢様どご探しにいぐに決まってるだべ。おめさんは行かねしがらすか？」

　一瞬の沈黙の後、執事は愚かな自分自身を叱しかり飛ばすように叫びあげた。

「無論、行くに決まっておろうが！」




「ところでオメがんだ、そっちゃある手に持ってる黒い荷物はなんだが？」

　サマサに右手に持っている黒いバッグを見られ、ファンは決まり悪そうに答えた。

「これネー。今日姉キから預かっテ来た荷物なんですヨネ。信頼できる所に預けたいっテ言ってタから、この家の金庫に入れテ貰もらおウと思ってたンダケド、それどころジャないしネ」

「何でもどこかの企業が開発に使う劇薬が入ってるから、信頼できる人のところがいいとの話でしてね」

　その話を聞いて、サマサはドンと胸を叩たたく。

「したらば、こえがら会うさ人に預ければええだべ！　でっかさ会社だでな、こっだらトコよりもよっぽど安心だがし！」




　　　　⇔




　その夜、ヘンリーが仕事を終えて帰り支度を始めていると、その横に立つ人影が。

「？　ああ、イーディスさんでは御ご座ざいませんか。如何いかがなされました？」

　──ふん、どうせ自分の無力さに気が付いて泣きつきに来たのだろう。そうはいくか。

「ヘンリーさん、貴方あなた言いましたよね？　情報は力だって。手に入れるのには代だい償しようとなる力が必要だって」

「ええ、その通りですよ？　で、貴女にその力はあったのですか？」

「財力も権力も私にはありませんでしたけど──人脈の力は、最高だったみたいです」

「え？」

　その刹せつ那な、ヘンリーの肩に何者かの腕が絡からみつく。

「こんばんは」

　その声に首だけで振り向くと、そこには一人の若者が立っていた。若者といっても二十代前半といった感じで、ヘンリーと同じか一つ上ぐらいの年ねん齢れいだろう。

「こ・ん・ば・ん・は」

　男は言い聞かせるように言葉を繰り返すと、ヘンリーをジロりと睨にらみ付けた。

「会いたかったって割には、愛あい想そがないな」

　──まさか？　──まさか！

「俺おれに、あの列車の事を聞きたいそうだな」

　そのままヘンリーを引きずるように、クレアは扉の外に向かっていく。

「じゃあ、ちょっと夜行列車に乗ってみるとしようか。殺される側の奴やつの気持ちを、疑ぎ似じ体験しながら味わってくれ。たっぷりと『力』って奴を体験してみるといい」

　抗あらがおうにも手足が全く自由にならない。まるで猛もう獣じゆうの咆ほう哮こうを目の前で浴びている様な気分だ。

「お前の恐怖を、代償にな」




　　　　⇔




「これがイブ・ジェノアードさんが現在住んでいる邸てい宅たくの住所です。その後の算さん段だんは我々に任せて、とりあえずイーディスさんは彼を連れてガンドールさんの事務所にでも隠れていて下さい。一週間以内にはルノラータ・ファミリーに話をつけますので」

　ヘンリーが連れて行かれた後の新聞社。ガンドール三兄弟とイーディスに対し、ニコラスが今後の事について説明を行っている。

「キースさん達の話は社長から聞いています。グスターヴォ氏の動きが解わかり次第お伝えさせて戴いただきますので、事務所かご自宅の方でお待ち下さいませ」

　すっかり営業スマイルとなっているニコラスだが、その目は真剣そのものだ。

　それぞれが去った後に、エレアンが愉たのしそうに声をかける。

「お疲れさまだねえ？　ここんとこ忙しかったってぇのに、随分と張り切ってるじゃないの？」

「ああ、くそ、俺おれは情報屋として、できるだけ中立の立場でいるのが好きなんだ。これ以上この事件に主観的にかかわるのは御ご免めんだからな。これが最後だ」

「なるほどねえ。ところで、例のバッグはどうなったのかねえ？」

「ああ、動きがあったらしい。リア・リンシャンの弟が、黒いバッグを持って外出したらしい。その先はまだ連絡が来てないが、そろそろ報告があってもおかしくないな」

　その時、新聞社の入り口が開いて、様々な年ねん齢れい、性別、人種に分かれた集団が入ってきた。

「エレアン！　ちょいだら頼みさあるだばや！」

　でっぷりと太った黒人の女が差し出した、右手の下に握られていた一つの手荷物。

　その黒いバッグをその目に写し、エレアンはポツりと呟つぶやいた。

「もう『客観的』になるのは無理みたいだねえ」

「……勘かん弁べんしてくれ」




　　　　⇔




「ちょっと待て、『葡萄酒ヴイーノ』だと？」

　ホテルの一室で、グスターヴォが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ええ、そうなんすよグスターヴォさん」

「あの、今時フリーの殺し屋とか言ってる一人西部劇野や郎ろうの事か？」

「別にガンマンってわけじゃないですけどね」

「あいつが、今ガンドールに雇われてるってのか？」

　信じられないといった表情で、吸っていた葉巻を灰皿に押し付ける。

「町中のチンピラの間で噂うわさになってますよ。さっきもこないだ来た大手の連中が、『お前らもいよいよお終しまいだな。あの化け物にかかりゃ、グスターヴォなんざ３日と生きちゃいられねえ』って、その、哀あわれんでくれました」

「ふざけやがって！」

　身体からだと声では強がって見せるが、内心では確実な恐怖に満たされる。

　──『葡萄酒ヴイーノ』。あの恐ろしい殺し屋が？　なんであんなちっぽけな組に？　あの殺し屋を、一度だけバルトロのボスが雇ったと聞いた事がある。ニューアークで対立してたいくつかの組織の幹部どもを、たった一晩で猟かり尽くして来たって話だ。莫ばく大だいな報酬が支払われたって話だが、ガンドールにそんな金があるってのか？

「ヤバイっすよグスターヴォさん、部下の何人かがビビり始めてます」

「くそ、くそ、糞くそがぁッ！　うちの組の殺し屋を出せ！　やられる前に殺やっちまえ！」

「無理ですよ、うちの殺し屋は全員ドン・バルトロの直属です。彼らを借りられるぐらいなら、爆薬を借りた方が早いですよ」

「ならフリーの殺し屋でも傭よう兵へいでもなんでもいい！　探せ！　『葡萄酒ヴイーノ』の名前を聞いてもビビらねえ奴やつらをだ！　奴を消せば裏での名声は跳はね上がるんだ、それを狙ねらってる奴なんざいくらでもいるだろう！　そんなイカれた殺し屋どもを集めるんだ！　ついでにガンドールのボスどもの首にも賞金をかけろ！　いま直すぐに、直ぐにだ！」




「名が上がるだなんて、それこそ西部劇の世界だろうによ。グスターヴォさんもいよいよヤキが回ったなあ」

　グスターヴォの部下はそうボヤきながらも、渋しぶ々しぶ命令に従う事にする。

　こうして『葡萄酒ヴイーノ』の『噂うわさ』はやがて確実な『情報』となった。

　その情報は、裏社会の中に静かに──そして確実に浸透していった。
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　──家を出て来たのはいいけれど、どうやってガンドールっていう人達の事を探そう。

　イブは比較的動きやすい服を選んで出て来ていたが、それでも高級感の溢あふれるその服は、周囲の人目を存分に惹ひきつけている。

　もう日もすっかり暮れたというのに、グランド・セントラル駅の周辺は昼間と変わらぬ混雑と騒音にあふれかえっていた。

　──やはり、あの『情報屋』の人に聞くのが一番いいだろう。

　そう考えて、チャイナタウンに向かうタクシーを拾おうとしたのだが──

「あの、イブ・ジェノアードさんですか？」

　後ろから聞こえた声に振り返ると、そこには気の弱そうな青年が立っていた。お世せ辞じにもいい服を着ているとは言えず、イブと並んで立つと滑こつ稽けいな程に対照的だった。

　少し戸と惑まどいながらも、イブはコクリと頷うなずいてみせる。

「ええと、俺おれ、ロイって言います。ロイ・マードック。あの、ちょっと聞きたい事があって、その、呼び止めたんだけど……いいかな？」

「私に、ですか？　一体どんなことでしょう？」

「あのさ、君の家族の事についてなんだけど」




　途と端たんにイブの顔色が変わる。

　──やった、この反応はきっと『当たり』に違いない。これでこの子を脅おどして透すかして、何とか俺の手しゆ中ちゆうに収めるんだ。それでこの子を盾たてにルノラータの奴やつらを脅すんだ。そうすれば、そうすれば俺もイーディスも助かるんだ！　何日もこの子が一人になるのを見張った甲か斐いがあったってもんだ！

　ロイはそう確信すると、少しだけ気を強く持ってイブに相対する。なんとか相手より上位に立とうとして、精一杯ドスの聞いた口調になろうとしているのだが、

「実は俺おれさぁ、あんたの家族の秘密を知っているんだ」

　小こ物ものっぽい台詞せりふを吐はいた次の瞬間、ロイは全く予想外の展開に面食らうハメとなった。

「！　もしかして、ガンドールの人ですか！」

「へ？」

「お願いです！　私を、私をあなた達のリーダーに会わせてください！」

　突然強い調子で叫んだ彼女に圧倒されてしまい、ロイの思考はそこで完全に混乱してしまう。

　なんで、ここでいきなりガンドールの名前が出てくるというのか。

　もしかしたら自分は、まだドラッグの妄もう想そうの中にいるのではなかろうか？

　そんな現実感の無さを感じながら、ロイは困った顔で立ち竦すくむ事しかできなかった。

　──ヤバイよ、イーディス、イーディス、どうしよう──




　　　　⇔




「噓うそです！　そんな、祖そ父ふや父がそんな事をしていただなんて！　そんな……ッ！」

「頼むから、頼むから落ち着いてくれ」

　すっかり興奮してしまっているイブを、ロイが泣きそうな顔をしながら必死に宥なだめている。

　あれから近くのレストランに連れて行き、とりあえず自分の事情を説明した。どうやらこの娘むすめは何も知らなかったようで、家族の無実を必死に訴えてくるばかりだ。知らないとなれば、あとはこの娘を確保しながらルノラータを騙だまさなければならない事になる。

　肩を震わせて涙ぐむ娘を見て、ロイは自分がどうしようもく屑くず野や郎ろうだという事を認識する。わざわざ伝えなくていい過去を伝えて、自分と違って未来も希望もある少女を不幸のどん底に落とし込んで。他ほかにもっと伝えようがあったのではないだろうか？　上う手まくやれば最後まで騙し通して、お互いが幸せなままで別れることもできたのではないだろうか？

　だが、ロイの頭にはどうしてもその方法が浮かんでこなかった。

　──薬だ。きっと薬をやり過ぎたせいだ。脳味み噌そがとろけるような快感ばっかりだったから、きっと本当に俺の脳味噌は融とけちまったんだ。前、耳から変な汁がでてきた事があったなあ。あれが俺の脳味噌だったんだ。くそ、くそ、くそ、俺、こんなに馬ば鹿かになっちまって、本当にイーディスと一緒に逃げられるのかよ。その後で本当にあいつを幸せにできんのかよ。くそ、くそ、くそ、そりゃイーディスに何百回も馬鹿って言われるわけだ。本当に馬鹿だからな。

　自分へのもどかしさと苛いら立だたしさを渦うず巻まかせながら、ロイは必死でイブを慰め続ける。

　だが、彼は一つだけ心の中に止とどめて、彼女には話さない事があった。

　父と長男が、ルノラータ・ファミリーの手によって殺されたという事を。とりあえずルノラータと協定関係を結んでいた事だけを話し、協力を拒こばんだら『ルノラータに対する憎しみ』を植え付けさせる為に話すつもりだったのだが、今はそれをしなくて本当によかったと思う。

　それを伝えていたら、この娘むすめは協力してくれるかもしれない。

　──だが、それは俺おれが嫌いやだ。それをやっちまったら俺は麻ま薬やく中毒者以下だ。理性がある状態で、どうやってこの娘にそんな事話せってんだよ。そんな事できんのは、薬キメてトんでる奴やつか、悪魔みたいな奴に違いねえ。

　一時間程たった頃、ようやくイブは落ち着きを取り戻してくれた。

　冷静な心を取り戻しつつも、不安そうな目でロイに声をかける。

「取り乱してしまい、申し訳ございませんでした」

「あ？　あ、ああ。御ご免めん。出来れば、さっきの話は忘れてくれ。あ、でも、いや、それだと俺が死ぬんだ。どうしよう」

　先刻までとの差に驚きながらも、ロイはなんとか落ち着きを取り戻そうとする。

「ひとつ、お聞きしてもよろしいですか？」

「なんだ？」

「私の父と兄は、先日事故で他界致しました。でも、それは、もしかして──」

「それはない！　ない、と思う。情報屋の奴は、『事故で死んだのをいい事に』乗っ取ったって言ってたから！」

「そうですか……」

　少女の顔に、ある種の安あん堵どの様な表情が浮かぶのを確認し、彼はまた自己嫌悪に陥った。

　噓うそをついた。

　これ以上、この子の未来を犠ぎ牲せいにしてはならないような気がして。

　それを言うならば、彼女の名前を利用してルノラータを脅おどす事も、彼女の未来を奪う行為だ。

　下へ手たをすると、いや、自分は上う手まくいってもこの娘は殺されるだろう。

　そうなれば、ルノラータは弱みが無くなって、俺の仲間や家族も────

　────あれ？

　そこでようやく気が付いた。この作戦に、最初から完全な勝機など無いのだという事を。

　────情報屋の野や郎ろう……ッ！

　どうしようもなく怒りがこみ上げてきたところで、不意にイブから声をかけられた。

「その話、お受けします」

「え？」

「代わりに、お願いがあります」

　その内容を聞いて、ロイは目の前が暗くなっていくのを感じた。だが、ここでこの話を断るわけにもいかないという事も確実に理解していた。

「私を今すぐ、ガンドールさんの居る所へ連れて行って下さい」




　　　　⇔




「ほら、ここがガンドールさんの事務所だ」

　マルベリー通りから少し外れた路地で、イブとロイは『改装の為、臨時休業中』という張り紙の前に立っていた。

　イーディスに何度か連れてこられた事のあるジャズホール。この地下が確かガンドールの事務所の筈はずだ。

「俺おれは顔を合わせるわけにはいかないから、ここからは一人で行ってくれ。俺はここで待ってるからよ」

「解わかりました、あの、ありがとうございます」

「やめてくれ、頼むから俺にそんな事を言うのはやめてくれ」

　本気で情けない顔になりながら首を横に振っている。

　その時。




　　　　　　キィ




　張り紙の扉が急に開き、路地に金具の軋きしむ音が響き渡る。

　ロイ達は心臓が止まるかという程驚いて、扉の方に向けてゆっくりとゆっくりと振り返った。

「あら。ここに何か御用ですか？　ごめんなさい。残念ですけど、ここには今チックさんしかいないみたいです」

　そこに立っていたのは、三み十そ路じ前ぐらいの美しい婦人であった。スラリとした身体からだに短い金色の髪。透すき通るような肌の色はまるで人形のようで、強く抱だきしめれば壊こわれてしまうような印象の女性だった。

　顔は薄く微笑ほほえんでいるように見えるが、あまり表情の起伏が激しくなさそうな印象だ。

「あ、あの、私達、ガンドールさんに会いたくて、その」

「ここにはガンドールって名前の人は三人おりますわ。私や義妹いもうとも入れれば五人ですけれど」

　優雅な雰囲気を纏まとうその女性の言葉に、ロイとイブは戸と惑まどいながらも尋ねかける。

「あの、貴女あなたは？」

　その問いに対し、女性は静かに答えを述べる。

「私はケイトと申します。三兄弟の長男……キース・ガンドールの家内です」




　　　　⇔




　キース達が事務所に戻ると、チックが一人で切絵を作っていた。

「あー、おかえりなさいー」

　鋏はさみで切り描いたトミーガンを広げながら、キースに向かって来客を伝える。

「さっきね、ケイトさんが来たよ。出かけてるって言ったら帰っちゃったけど」

　それを聞いて、キースは眉まゆをピクリと動かした。

「ああ、今日こそは一いつ旦たん帰るって言ってたからねえ」

「去年の年末年始も仕事で一緒に過ごせなかったって話じゃねえか」

「……」

　キースは小さく首を振りながら、コートと帽ぼう子しを壁に掛ける。

　どうやら今晩も帰る事は出来ないようだ。

「まあ、今は確かにそれどころじゃないけどね」

「クレアの奴やつ遅ぇなあ。まさか本当に夜行列車に乗ってるわけじゃねえだろうな？」

「クレアなら有り得るよ」

「そういやあいつ、妙に乗り気だったな。『俺も情報屋に聞きたい事がある』と言ってよ」

　普段は淡々としているクレアだが、今回に限っては明らかに表情を輝かせていた。何か面おも白しろい事を思いついた時の表情だ。

「ああ、ほら、結婚を申し込んだ相手がどうとか言ってたから、それじゃないの？」




　　　　⇔




「さて、他ほかに聞きたい事は？」

　夜行列車の屋根の上に腰を下ろし、横で仰あお向むけになっているヘンリーに声をかける。

　ヘンリーの顔は真まっ青さおに青あお褪ざめ、見開かれた目は死んだ魚のように澱よどみきっていた。

「無ければ、今度は俺おれが質問する番だな。イーディスって女に情報をやるんだからさ、俺にも相応の情報を流して貰もらいたいんだが、いいよな？」

　ヘンリーは疲れきった表情で、クレアの問いに何回も首を縦たてに振る。

「まだ気絶してないのは褒ほめてやる。根性はそれなりにあるらしいな。で、質問だが。一つはある女に関する情報。もう一つは────」

　走行中の列車の上で、彼は自分の求める情報を告げ、愉たのしそうにその目を見開いた。




　　　　⇔




「その話は本当か？」

　元日の夜も深けた頃。ホテルの一室で、グスターヴォが部下に問い糺ただす。

「間違いありません。ロイの野や郎ろう、イブ・ジェノアードと接触して、そのままガンドールの事務所までイブを連れて行きました。そこで浚さらっちまおうと思ったんですが、事務所から女が出てきて、その女の車に乗って移動しました。何人かに車で後をつけさせたんですが、縄なわ張ばりの外の一軒家に入って行ったそうです」

「このグズが！　なんでガンドールの縄張りに入った時点でぶち殺さねえんだ！」

「申し訳御ご座ざいません。行き先を確認した方がよろしいかと思いまして」

「は！　それで逃げられてちゃ世話がねえな！　ぶち殺すのに背後関係も糞くそもあるか！」

「そ、それに、ベグさんは生け捕りにしろと」

　ベグの名前を聞いて、グスターヴォの顔が真まっ赤かに染め上がる。

「あんな全身ホルマリン野や郎ろうの言う事なんざどうでもいいんだ！　あ？　手前てめえのボスは誰だ？　言ってみろ！　今すぐ言ってみろ！」

「それは勿もち論ろん、バルトロ・ルノラータ様です」

「ぐッ!?」

　部下の思わぬ反撃に、グスターヴォは言葉を詰まらせる。

　彼としては自分の名が出てくる事を念頭においていたのだが、出てきたのはバルトロの名前。

　部屋の中には他ほかの部下も大勢いる。ここで激げつ昂こうしてしまったら、それは即ちバルトロへの背信と受け取られかねない。

「……そうだ。俺おれはそのドン・ルノラータにこの土地を任せられている。だから、その俺の命令は絶対だという事だ！」

　上う手まく誤ご魔ま化かせた。自分ではそう思っていたが、周囲には見苦しい言い訳としか聞こえない。

「それ、は、どう、か、な」

　何い時つから部屋に入っていたのか、グスターヴォの叫びに対してベグが鼻を鳴らす。

「手前てめえ……」

「薬、に、関して、は、俺は、バルトロ、に、全面的に、ま、任されて、いる。つま、り、俺の、薬に、関する、命令、も、絶対、と、いうこと、だろう」

　クックと含み笑いをするベグを、グスターヴォは舌打ちをしながら鋭く睨にらみつける。

「何時までも、手前の思い通りに行くと思うな」

　その瞳には、憎悪とも殺意とも取れる激しい色が含まれている。

「俺の、思い、通りに、なった事、など、一度も、無い、さ。じゃあ、な、生け捕り、の、件、頼んだ、ぞ」

　後は特に言う事も無いのか、そのままドアに向かって去って行く。

「そう、そう。全、身、ホルマリン、野や郎ろう、は、良かった、な。腐くさらない、と、いう、点、では、的、確、だ」




　　　　⇔




　マンハッタンの西側、ヘルズキッチンの外れにある一件家。それがガンドールの長兄、キースの自宅であった。去年までは弟達と共に近くのアパートに部屋を複数借りて住んでいたのだが、ベルガが結婚したのを機にそれぞれ居きよを構える運びとなったのだ。現在ではラックだけが古いアパートに住む形となっている。

「さあ、どうぞ食べていって下さい。本当は夫と食べるつもりだったんですけれど、あの人、また何か忙しくなってるみたいですから」

「えと、あの、それじゃ遠慮なく」

　ここ数日ろくに食事もしていなかったロイは、年始の祝賀用と思われる料理をジャンジャン口に運んでいく。

　魚を主体としたアマンダインやスパイスの効いたイタリアンシーズニング、さっくりと嚙かみ切れるほど柔らかいラムステーキ等が並べられ、最初は遠慮していたイブも、次第にその手をテーブルの四方に伸ばし始める。

「……美お味いしいです」

　それまで黙っていたイブが、ぽつりと感想を漏もらした。

　噓うその無い純粋な感想だったが、彼女にとってはとても複雑な気分だった。

　目の前にいるケイトというこの女性。マフィアのボスの家内にはとても見えないが、本人がそう言っているのだから仕方が無い。もしかしたら、いや、ほぼ確実に、兄のダラスを殺した人間の身内なのだ。イブは彼女を前にして、一体どんな顔をすればいいのか全く解わからなかった。

「良かった、口に合わなかったらどうしようかなんて思っていたの」

　緩ゆるやかに微笑ほほえむケイト。とても優しい表情なのだが、やはりどこか希薄な、まるで霧の様な印象を受ける女性であった。

「ところで、さっきの話の続きですけれど──」

　イブは自分の複雑な感情を誤ご魔ま化かす為に、話題を先に進めようとする。先刻までキース達について聞いていたのだが、キースは今日この家で共に新年を祝う食事をする予定だったのだという。ところが、今日も急な用事が入ってこれなくなったという話だ。

「あの、何い時つになれば会えるか、わかりますか？」

「そうね、毎日が急な予定の中で生きている人だから……今ちょっと揉もめている事が終われば、毎日でも戻って来てくれると思うんですけれど」

「揉めている事？」

「私も詳くわしくはよく解わからないわ。あの人、仕事の話は家に全く持ち込まない人だから……だから、今もなるべく家に戻って来ないようにしているんだと思うの」

　嬉うれしさと寂しさを混同させたような声色で、ケイトは不在の主人の事を語る。

「あの……マフィア屋さんなんですよね？」

　プピルッ。イブの発した言葉に、ロイが紅茶を少し吹き出した。

「い、イブさん。ストレートにそんな」

「え、でも」

　二人のやり取りを見ながら、ケイトはただ静かに微笑ほほえんでいる。

「ええ、表向きはジャズホールの経営者ですけどね」

　二人の事が気に入ったのか、ケイトは夫の仕事について少しだけ語り始める。

「もともとは、彼の父が組を起こしたのよ。彼の父が構成員だった組のボスが、急に幹部の一人に対して縄なわ張ばりを譲ゆずるって言い出したの。怪しい話だったんだけど、幹部、つまり彼の父は喜んで受けたらしいわ。そしたらその直後、凄すごい抗争に巻き込まれちゃって、縄張りはあっという間まに小さくなってしまった。ちょうどあの縄張りは、他ほかの大きいマフィアが犇ひしめきあってる、その境界線にあったの。前のボスはそうなる事を知っていたけど、体面上の問題があって逃げ出すわけにもいかず、何も知らない彼の父に縄張りを譲ったのよ。いままで稼いだお金だけは持って逃げてね──そんな話だったみたい」

　ロイ達が食べ終えた食器を片付けながら、まるで自分自身の思い出を語るかの様に。

「でも、その状態で僅わずかとは言え組の形を残したっていうのは凄い事なのよ？　キースのお父さん、昔気質かたぎの人だったらしくて、『ボスから貰もらった組を無くすわけにはいかない』って言って。結局心労がたたって早死にしてしまったんだけど、その意思を受け継いで、兄弟でずっとその土地を守ってやってる。そう言ってたわ。だから、今でもしょっちゅう揉もめ事ばっかり。私も二回殺されそうになったぐらい」

「なんで、そんな危ない人と一緒になったんですか？」

　失礼な質問だとはわかっていたが、聞かずにはいられなかった。また、聞いても許してくれそうな雰囲気をケイトが纏まとっていたからという事もあるかもしれない。

　食器をあらかた流し場へ運び終えると、彼女は部屋の隅にある小型オルガンに腰を掛けた。

　そして二人の顔を少し眺めたあと、その細い指を鍵盤の上に滑らせた。




　オルガンから鳴り響くその反響音は、ロイ達の心を正確に模写していた。

　最初は不安と疑念を象徴するようなメロディに始まり、それを聞くにつれて変化していく二人の様子に合せ、徐々にその調子を変えていく。

　５分程の演奏だったが、その間にロイとイブの恐怖も不安も綺き麗れいに搔かき消えており、メロディの締めくくりは、実に綺麗な調和を印象付けるものだった。

　演奏が終わると同時に、二人は思わず拍手をしてしまっていた。

「凄い、いや、凄いっすよ」

「今の、何の譜ふ面めんも見ないで……もしかして即そつ興きようなんですか？」

　イブの問いに対して、彼女は相変わらずの表情で頷うなずいた。







　１９２７年、世界の映画市場は、サイレント映画一色だった。

　無音で流れる様々な悲喜劇に対し、映画館に雇われたオルガン伴奏者達が、時には譜面に合わせ、時には映像に合わせて即興でメロディを奏でる。それが当時の主流だった。

　ケイトは大手の映画館に雇われるシアター・オルガン奏者として、様々な曲を即興で奏で、時には客の入りやその日の天気などによって、その状況に最適なメロディを提供し続けたのだ。

　だが、この年。サイレント映画の時代は終わりを告げる事になる。

　大手の映画会社が開発したバイタフォンと呼ばれる録音システム、つまりは『トーキー映画』の登場によって。一年前に誕生したシステムは『ドン・ファン』などから少しずつ実用化が進んでいき、そして映画界の革命とも言うべきものが誕生する事となったのである。

　この年に公開された世界初の全編トーキー映画『ジャズ・シンガー』。全米で話題となり、ケイトの雇われる映画館でも上映が決定、公開の何日も前から行列が出来るという騒ぎだった。

　押し寄せる大衆。その中にケイトの姿もあった。

　彼女はトーキーのシステムや、主演のアル・ジョルスンの歌を楽しみにしていたわけではない。もしこのトーキーが流は行やれば、自分達の仕事を失われてしまう事になるのだから。

　ケイトは、所しよ詮せん録音された音楽など、生なまの音には敵かなわないと思っていた。自分達のような生演奏の音が負ける筈はずはないと。彼女は自分自身の不安を払ふつ拭しよくするために、鼻で笑ってやるつもりで映画館に足を運んだのだ。

　席に座り、映画が始まるのを静かにまった。

　普段誰かが座っているはずのオルガンには、黒い布が被かぶせられている始末だ。

　どんな歌だろうが、どんな音楽だろうが、自分達は絶対に負けない。負けられない。

　もしもこの映画で素す晴ばらしい音楽が流れたのなら、自分はその上を行く音を出して見せる。

　そして、映画が始まった。

　一体どんな音楽が流れるのだろうか、それとも歌で始まるのだろうか。

　だが、映像が流れ始めても一向に音は鳴り響かない。

　故障だろうか？　そう思った瞬間、主演のアル・ジョルスンが映像に表れる。

　やはり歌か。ケイトが敵対心すら露あらわにしながら耳を済ませたその瞬間、遂に最初の音が劇場内に響き渡った。




　それは、スクリーンの中にいる観客達の────盛大な、拍手の音だった。




　気が付くと、ケイトは涙を流していた。

　──やられた。

　全く予想がつかない音だ。奇きをてらったと言われればそれまでかもしれない。だが、ケイトには解わかっていた。これは自分達からは出せない音だと。歌や音楽でなら勝てるなどと思っていた自分が、鼻で笑おうとしていた自分が、どうしようもなく小さい存在に感じられた。自分のそんな考えは、他ほかの伴奏者に対しての侮ぶ辱じよくだとさえ感じられた。

【ちょっと、ちょっと待って──────】

　最初の涙が目め尻じりから零こぼれ落ちた時、初めての台詞せりふが音として流れた。

　後に世界的に有名になる台詞が、彼女の心を打ちのめす。

【お楽しみは、これからだ】




　それから後の事はよく覚えていない。その後の台詞の多くは結局字幕で書かれていたりしたが、ケイトにとっては些さ細さいな事だったし、観客達もジョルスンの歌を聞いて感動している様子だった。

　その後、全国の映画館は我われ先さきにとトーキーシステムの映画を上映し続け、サイレントとして作られていた映画も急きゆう遽きよトーキーとして作り変えられるという事態となった。

　彼女も例に漏もれず失業の道を辿たどり、様々な職を転々とする事となる。

　そんなある日、変な男が彼女の前に現れた。

　何も喋しやべらない男で、どうみても堅かた気ぎではない雰囲気を纏まとった男だった。

　最初は何を言いたいのかさっぱり解わからなかったが、やがて彼は静かにその口を開いた。

「あんたの伴奏は、今は何ど処この映画館に行けば聞けるんだ？　今やってる映画は、伴奏の奴やつが顔も見せないから誰が誰だか解らん」

　最初はからかわれているのかと思ったが、この変な男は、いつも自分の伴奏を聞きたくて映画館に来ていたのだそうだ。

　それ以上男は何も喋らず、徹底的な無口っぷりだった。

　やがてその男がガンドール・ファミリーのボスである事を知り、彼の生き方に徐々に興味を覚えていった。

　ケイトはキースという男とその世界を知るにつれ、彼の為に音を奏でたいと思っていた。

　彼はまるで、サイレント映画そのものだったのだから。







　ケイトはキースの事になると途と端たんに口が軽くなる。その代わり、自分の事はあまり語りたがらない。

　だから、今の演奏はイブの質問を誤ご魔ま化かす為のものだったのだが、上う手まく気がそれてくれたようだ。

『ガンドールのボスの人と話がしたい』そう言った少女と、それを連れてきて『俺おれは会いたくないというか会えないというか』と言った男。

　ケイトが見るに、この二人は何かお互い特殊な事情があるようだ。イブはある種の不安と期待が入り混じった思い。ロイは、何かに怯おびえていながら何かを成さねばならないような、そんな複雑な思いが表情に表れていた。

　一つ確かなのは、二人が悪人ではないというぐらいだが。彼女にとってはそれだけで他ほかに何の詮せん索さくも必要がなかった。

「二人とも、今日はもう家に帰るの？」

　その問いかけに、二人は顔を見合わせる。イーディスが自分を探しているとは思っていないロイにとって、帰る場所など今は存在しない。イブにとっても、今帰ったらもう二度と外に出してはもらえないだろうという事が解わかっていた。

　そんな二人の様子を見て、ケイトは優しく微笑ほほえんだ。

「泊まっていったらいいわ。明日の夕方にでも、もう一度事務所に行ってみましょう」
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　深夜の新聞社。

　編集長の席に座るニコラスが、タバコをふかしながら静かに虚こ空くうを眺めている。

　──俺おれがこの仕事についてから、もう何年になるかな。

　元々軍の情報部に居たニコラスだったが、軍を辞やめてこの新聞社に入り、駆かけ上がるようにしてこの地位を得た。この社内で働く東洋人達に銃じゆうの扱いを教え、周囲の組織と対等なまでの武力をこの『情報屋』に備えつけたりもした。

　──まだだ。まだ足りない。

　この『情報屋』という職についてる限り、いくら装備で身を固めても、襲い来る不安は完全には拭ぬぐえない。情報屋というのはそういうものだ。

　情報を操るという事は、同時に情報に踊らされているという事だ。情報部に居た頃の経験が、その事実をニコラスの脳味み噌そに嫌いやという程植えつけていた。

　──情報は確かに力だ。だが、その力を誰かが独占することなど不可能だ。天気と同じさ。予報は出来ても、自分で操れるわけじゃない。ヘンリーもその辺を理解してくれりゃ……。

　そんな事を考えていると、編集部のドアが力なく開かれた。

「ヘンリー！」

　ドアの外から現れたのは、肌から完全に血の気が失うせた若者の姿だった。

「おい、しっかりしろ。生きてるか？」

　倒れかけた身体からだを慌あわてて抱かかえ込むが、ヘンリーは目を見開いて身体全体を震わせている。

　まるで骨の芯しんで何かが暴れているようだ。彼の瞳は焦点が合っておらず、荒々しい呼吸の音だけがニコラスの耳に飛び込んでくる。

「畜ちく生しよう……『葡萄酒ヴイーノ』の野や郎ろう、やり過ぎだろオイ」

　その場に居ない人間に文句を言いながら、彼はヘンリーの命に別状が無い事を確かめる。

「お前もそんだけ恐い目に遭あったんだ、これで少しは懲こりたろ」

　その声を聞くのと同時に、ヘンリーの意識は急速に薄れていった。

　だが、気絶する間ま際ぎわにその口が僅わずかに開く。意識が白はく濁だくとしているのか、うわごとのように言葉を小さく呟つぶやいている。

「俺おれの手に入れたネタだ……この情報は……この力は……俺のものだ……」

　それっきり静かになったヘンリーの顔を覗のぞきこんで、ニコラスも独り言のように呟いた。

「くそ、これだから情報屋ってのはろくな商売じゃねえってんだ」
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１９３２年　１月２日　正午　闇酒場『蜂の巣アルヴエアーレ』




　マルティージョ・ファミリーの経営するもぐり酒場。

　昼は構成員の集まる昼ちゆう食しよく場じようと化しており、この日も多くの幹部や構成員が集まっていた。

　違法カジノの開店前に腹ごなしをしようと、フィーロ・プロシェンツォが分厚い扉を搔かい潜くぐる。

　するとそこには、いつもとは少し違う光景が広がっていた。

　中央にあった筈はずの丸テーブルが端はしに寄せられ、中央に広い空間が設けられている。

「……何やってんだ？」

　そこにはタキシードとドレスを纏まとった男女が立たて膝ひざをついており、床に何かを一生懸けん命めい並べようとしている。

「しー！　静かに静かに！　倒れるだろ！」

「倒れちゃうよ！」

「？」

　床には何か薄い長方形の物体が並べられている。麻雀マージヤン牌パイを押しつぶしたようなその物体には、広い面にダイス目のような文もん様ようがついており、そこでようやくその正体に気が付いた。確か先日、雑貨屋で買ったこれをエニスの車に山のように積んでいた記憶がある。

「ドミノゲームの牌ハイじゃないか。こんなもん床に並べて何をしようってんだ？」

　不思議そうに眺めるフィーロに対し、二人の男女──アイザック・ディアンとミリア・ハーヴェントは淡々と牌を並べ続ける。二人はフィーロの友人であり、数日前からこの店の居候いそうろうとなっている。

「倒すため、かな」

「倒すためだね！」

「は？」

　フィーロにとっては何がなんだか解わからない。

「何で倒すために並べてるんだ？　何の意味があるってんだよ」

「そいつは難しい質問だな、あえて言うなら、そこにドミノ牌があるからさ！」

「ドミナーだね！　ドミニストだね！」

「登山家みたいな事を言うな。マイザーさん、こいつらこれ、何やってるんですか？」

　フィーロの問いに、カウンターに座っている眼鏡めがねの男が答える。

「子供達の間で流は行やってる遊びですよ。ドミノのルールが解らない子がよくやるんです」

「なるほど……っていうか、お前ら、邪じや魔ま」

　食事をしたいだけのフィーロにとってはどうでもいいことだ。カウンター席はもう埋まってしまっているので、仕方なく奥のテーブルまで向かう事にした。だが。

「なんだ？　奥まで牌が続いてるぞ」

　カウンターの角を曲がった奥では、更に数人の人間がしゃがみ込んでいる。

「ペッチョさんにランディさん、貴方あなた達まで何やってんすか」

「いや、ちょっと倒して見たら面おも白しろくてな」

「俺おれもガキの頃よくやったからよ」

　その二人の幹部の奥では、二人の女が真剣な面おも持もちで牌を並べていた。

「リアさんにエニスまで！」

「オもしろいヨー、これ」

「あ、フィーロさん。フィーロさんも御一緒に如何いかがですか？」

　奥には既に大量の牌が並べられており、幾何学的な模様が床に浮き出ている。

「俺はメシを……」

「フィーロ。そこ、邪じや魔ま」

「手伝わんならさっさとどかんか」

　横を見ると、上級幹部の内の二人までもが加わっている。

「ロニーさん、ヤグルマさん……」

「いやあ、わしも子供の頃、よく将しよう棋ぎ倒しで遊んだもんじゃて。集中力がつくぞ、お主ぬしも修行と思ってやってみろ」

「嫌いやです。他ほかの組の奴やつに見られたらお終しまいですよ俺おれら」

　呆あきれながら顔を手で覆おおうフィーロに対し、ロニーが異様なスピードで牌ハイを並べながら言った。

「大丈夫だ、その時は俺がそいつを始末する」

「真剣な目で恐い事言わないで下さい」

　この事態を情けなく思うべきか、それとも日々の平和を喜ぶべきなのか。

　フィーロは頭が痛くなって、カウンター席が空あくのをひたすら待つ事にした。

「ところでこの凄すごい模様、誰がデザインしたんだ？　アイザック達じゃあないだろこれは」

　すると、店中の人間の視線が一人の男に集まった。

「……好きなんですよ、こういうの」

「マイザーさぁぁん」
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　同時刻




「間違いはねえんだな？」

　部下の報告に対し、無表情のままで確認をする。

「はい、間違いなく例のバッグです。接近した際に、目印である傷もちゃんと同じ箇所に」

「そうか」

　グスターヴォはそれだけ言って、椅い子すにもたれて大きく息をついた。

　昨夜、ロイが動きを見せたあと。念の為にロイが見張っていた家を部下の一人が調べていたそうだ。すると、ロイが動きを見せた暫しばらく後に、東洋人と白人の二人組が家を訪れた。その手に黒いバッグを確認した為、暫くその場に残って様子を窺うかがっていた。

　すると太った黒人女を始めとする集団が門から現れ、女の右手には見覚えのある黒いバッグ。

　更に奇妙なのは、その集団が向かった先だ。

　後をつけた先にあったものは──『情報屋』ＤＤデイリー・デイズ新聞社。

　そして、彼らはそれから外に出てきていないらしい。

「どうなってやがる？」

　ロイが見張っていた家は、ジェノアード家の別べつ邸ていだった。

　そして、ジェノアードの娘むすめであるイブと接触。しかも偶然ではなく、見張っていたという必然性のもとにだ。

　ジェノアード家の娘をロイが狙ねらっている。可能性があるとすれば、ジェノアードの『裏事業』を娘が知っていて、それを利用して自分達に取引を持ちかけるという事だ。

　だが、ロイはジェノアードの事を知らない筈はずだ。ただの麻ま薬やく中毒のチンピラが、そんな事を知っているとは到底思えない。

　本来ならここで糸が切れるところだが、その後の事を考えればすべては繫つながる。

　そのジェノアード家から出てきた女が黒バッグを情報屋に運んだ。

　イブとロイは、接触後にガンドールのアジトへと向かった。

　──なんだ。単純じゃねえか。物凄すごく単純な事だったんじゃあねえか。

　グスターヴォは大理石で出来た灰皿を手に取ると、それを両手で摑つかんで捻り壊した。

　断面からボロボロと崩れて行く大理石をそのまま握り潰つぶし、グスターヴォは冷静な顔つきのままで、小さく呟つぶやいた。

「ガンドール、情報屋、ロイ、ジェノアード」

　武闘派の彼が最盛期だった頃の目を取り戻しながら、椅い子すからゆっくりと立ち上がる。

「全員、グルだったってぇ事じゃねえか」
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「で、集まったのか？　『フリーの殺し屋』ってのは」

「は、ハイ。一応一つの部屋に集めてあります」

　グスターヴォの言葉に、部下の一人が縮み上がりながら答える。明らかに昨日までのグスターヴォとは違う。己の力のみでルノラータの幹部にまで伸のし上がった時の空気を身にまとっている。ここで彼の機嫌を損ねれば、即座に首を圧へし折られる事となるだろう。

「一つの部屋？　互いに顔を見せ合うような連中、戦力になるのか？」

「それだけ自信があるという事でしょう。同士討ちが無いように、うちの連中も集めています」

「そうか」

　特になんの感慨も抱いだかずに、その部屋のドアを開け放つ。




「こんにちは！　あなたがボスね？　アミーゴ！」

「……」

　扉を開くなり、若い女の陽気な声が聞こえてきた。

　部屋の真ん中のテーブルに、褐かつ色しよくの肌の女が肘ひじをついて笑っている。天てん真しん爛らん漫まんといった言葉が似合う笑顔で、年は下へ手たをすれば二は十た歳ち以下だ。メキシコ人と思われるその娘むすめは、本国のマリアッチ楽団のような服装に身を包んでいた。その腰には、どうやってホテルに持ち込んだのか、小振りの日本刀が二本差されている。

　その女の横では、ウィスキーの酒さか瓶びんを持った男が椅い子すにもたれかかっており、グラスにも注がず、ビンから直接酒を呷あおっている。女とは対照的に暗い顔をしており、年ねん齢れいはどう見ても五十は下らないだろう。

「……」

　老人の反対側には若い男が一人、手ぶらで突っ立っている。異様に長いコートを羽は織おっており、深く被かぶられた帽ぼう子しから、鋭い目つきが覗のぞいている。

　あとは目新しい姿は見えず、残りは全すべて見知った部下の顔だった。

　グスターヴォは隣にいた部下の首根っこを摑つかみ、片腕だけで天てん井じよう近くまで吊つり上げた。

「俺おれは『殺し屋』を集めろと言ったぞ？　セントラルパークで大道芸人をスカウトして来てどうするつもりだったのか、言い訳する余よ裕ゆうがあったら言ってみろ」

「むぐぁぐあぁ、ほんあッ、今時ふふふふりいいぃでっピンのッの殺しッ屋ッなんてッ、まともな、奴やつがッいいいいいるわけッ、ないッ、でしょうッ」

「言い訳は聞かん」

「っっっぁぁぁっ」

　その瞬間、テーブルの奥側に座ってた女が動きを見せた。

　横目には、まるで女の身体からだが消えたように見えた。

　グスターヴォがそちらに視線を向けた時には、テーブルの下から現れた銀色の棒状が煌きらめいていた。メキシコ人の女は即座にテーブルの下を潜くぐり、その最中に長い刃やいばを抜き放っていたのだ。

　喉のど元もとで寸止めされた切っ先を見て、グスターヴォは軽く目を細めた。

「喧けん嘩かはやめようよ。ね？　アミーゴ。要は、私達が強ければ文句は無いんでしょう？　アミーゴ」

「アミーゴに刀を向けるのが手前てめえの家の慣ならわしか？」

　冷静に皮肉を呟つぶやきながら、グスターヴォが部下を床に投げ捨てる。

「今のは違うよアミーゴ。私の相棒のムラサーミァが勝手に動いちゃっただけ。シツケが良くないんだよ、こいつ！」

　ムラサーミァというのは刀の名前だろうか。娘むすめは刀を納めながらその鞘さやをペチペチと叩たたく。

「……人間的には物凄すごく痛ぇが、実力はありそうだな」

「それって褒ほめ言葉？　ありがとねアミーゴ！」

「少なくとも手前てめえと友達になるつもりは欠片かけらもねえから、二度と俺にアミーゴと言うな」

　今の人間離れした女の動きにも、他ほかの連中は特に目を見張ったりした様子は無い。

「ふん、少しは骨があると見ていいのか？」

「い、いえ、もう一人来ます」

　咳せきを続けていた部下がようやく声を取り戻し、グスターヴォに対し一人の未到着を告げる。

「誰だ？　雑ざ魚こならいらんぞ」

　部下がその名前を告げようとした瞬間、部屋の扉がガチャリと開き、分厚い眼鏡めがねをかけた冴さえない男が現れた。顔つきは若いようにも見えるが、口に貯たくわえた髭ひげが男を年ねん齢れい不ふ詳しようたらしめている。男は場の空気に微み塵じんも動揺を見せる事無く、淡々とした口調で声を部屋に響かせた。

「せっかく呼ばれたのは嬉うれしいのですが」

　髭眼鏡めがねの男が、グスターヴォの部下を見て頭を下げた。

「先約が入っておりまして、殺しの依頼は受けられません」

　唐とう突とつに交わされた会話に、部屋の誰もが事態を飲み込めない様子だった。

「ま、待って下さい！　フェリックスさん！」

　フェリックス。その名を聞いた途と端たんに、部屋の中の空気が一変した。

　殺し屋達は露ろ骨こつに目を丸くして、グスターヴォの部下達がざわめき始める。先刻の騒ぎの時は見向きもしなかった酒さか瓶びんの老人が、その名前を聞いた瞬間に酒瓶の蓋ふたを閉めた。

　グスターヴォも露骨に顔を顰しかめ、そのままの姿勢で固まっている。

　──フェリックス？　あの『葡萄酒ヴイーノ』と互角か、それ以上と言われている『便利屋』フェリックスか？　マンハッタンの何ど処こかに住んでいるとは聞いていたが、連絡がついたのか？

「先約の仕事が済めばどうとでもなるのですが、やはり二重契約となりますとね。それ以外の仕事でしたらいくらでもお受け致しますよ。引越しの手伝いから人攫さらいまで、なんでもね」

　そう言って立ち去ろうとする背中に、グスターヴォが威風堂々と尋ねかける。

「待ってくれ。あんた、『葡萄酒ヴイーノ』と戦って見る気はねえのか？　奴やつを殺せば、あんたか奴のどちらが『最強』なのかハッキリするんじゃねえか？」

「興味ないです。最強最強って子供じゃないんですから。そんな称号嬉うれしくないです」

「じゃあ、やり合う気はねえってわけか？」

「依頼以外で殺すのは、私を殺そうとする奴だけです。もういいですか？」

　どうあがいても無理か。そう考えたが、相手の先刻の言葉を思い出し、もう一つだけ尋ねる事にした。

「ちょっと待ってくれ。人攫いもやる、って言ったな。それは、今すぐにでも依頼できるのか？」

　髭眼鏡の男は少し考えた後に、振り向けていた背をこちらに向けた。

「構いませんよ」

「報酬に糸目はつけん。『他ほかのシマの連中に気付かれないように、ヘルズキッチンから一組の男女を浚さらって来れるか？』ってことなんだが。余よ所そのシマの連中が見張ってやがって、俺達が直接手を下すわけにはいかないんでな」

　便利屋と名乗った男は、内容を具体的に聞く事すらせずに返答をする。

「料金について、相談するといたしましょうか」
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『便利屋』が去った後の部屋で、グスターヴォが集まった人間達に依頼を行う。

「さて、ここにいるのは全部で20人と言った所だ。殺し屋の先生方には、とりあえず『葡萄酒ヴイーノ』が出てくるまでは手を出さないで戴いただきますよ。今日の襲撃の場所に現れなくとも、ガンドールの連中を締め上げれば居場所は摑つかめる。『葡萄酒ヴイーノ』が逃げたとすれば、あんた達は晴れて『葡萄酒ヴイーノ』よりも上だと履歴書に書き加えりゃいい。逆に、逃げたきゃ逃げてかまわねえ。報酬は後払いのみだし、後ろから俺おれ達に撃たれるかもしれないがね」

『先生方』という言い草に皮肉が籠こめられている事から、グスターヴォは相手を完全に信頼してはいないようだ。

　続いて彼は、自分達の部下に向かって指令を下す。

「さて、俺達は散さん々ざんコケにされた。それは事実だ。だが、それもこれで終しまいだ」

　自分専用のショットガンを楽器ケースに仕し舞まい込んで、グスターヴォは机に手を叩たたきつけた。

「今日一日でカタぁつけるぞ。最初の血祭りは、ガンドールに偏かたよった報道ばかりしやがるＤＤデイリー・デイズ新聞社の腐れ記者ブンヤどもだ。ＤＤの輪転機に奴やつらの血を注ぎ込んで、明日の朝刊を赤一色の派は手でな新聞にしてやれ！　一部残らずだ！」




　廊下を歩く威圧的な集団の前に、一人の男が立つ。

「どこ、へ、行く、つもり、だ」

　訝いぶかしげにこちらを見るベグに対し、グスターヴォは口元を笑い歪ゆがめながら吐はき捨てた。

「止めてみろよ」

　ベグが僅わずかに眉まゆを顰しかめるのを見て、始めて自分がこの男より優位に立った事を実感する。

　もっとも今のグスターヴォにとって、そんな物は些さ細さいなことに過ぎなかったが。




　　　　⇔




「はい、解わかりました……はい。ええ、こちらも直すぐに動けます」

　ジャズホールの地下で、ラックが誰かからの電話を受けている。

「？　15歳さいぐらいの女の子？　いえ、ここには来ていませんが」




　ラックは電話を切ると、少し難しい顔をしてキース達に向き直った。

「予定が一日早まった。連中、ＤＤデイリー・デイズにこれから襲撃をかけるらしい」

「は！　上等じゃねえか！　奴やつらの寿じゆ命みようが一日縮まっただけだろうが！」

「……」

「やれやれ、うまく行けばドンパチをやらずに、明日で全部終わってたのに」

　ラックが疲れたような顔を見せるが、急に嬉うれしそうに口を歪ゆがめ、小さく笑う。

「まあ、あれだね。薬の件は置いておいてさ。馬券場と賭と場ばと酒場。ニコラの怪け我がと喉のどを搔かっ切られた僕の痛みの分ぐらいは、きっちりと落とし前をつけさせてもらおうか」

　三人は懐ふところに拳けん銃じゆうとナイフを仕し舞まい、上から薄手のコートを羽は織おる。

　最後にラックは受話器をもう一度手にとり、何ど処こかに電話をかけて『二時から健康診断を』とだけ告げて電話を切った。

「チックさん、じゃあ、留守番はお願いしますよ。クレアさんが戻ってきたら『ＤＤ新聞社でパーティー開始』と伝えておいて下さい」

「はい。気をつけてくださいねー」

　心配そうに見送るチックに手をヒラつかせながら、三人は事務所の階段を上っていく。

「しかし、クレアの奴ぁ何処にいったんだ？」

「しょうがないよ。クレアにも予定は明日だって言っちゃったわけだし、待たい機きしろって言って待機するような奴じゃないだろう？」

「……」

「ま、クレアが来ないんだったら……気合を入れるしかないね」




　　　　⇔




　──少しだけ、心の痛みが和らいだ気がする。

　イブは昼ちゆう食しよくの片付けの手伝いを終え、キースの家の一室にロイと共に座っていた。

「これからどうするんだ？」

　ロイの問いかけに、イブは『解わからない』といった目をして頭を振った。

「一晩落ち着いて考えたんだけどよ、やっぱあんたをどうこうしてもどうにもならないってのが解ったから、もう戻った方がいいんじゃねえか？　いや、俺おれが連れてきておいてなんだけどよ、ケイトさんだったらもう何い時つでも会えるだろ？　だから一いつ旦たん帰った方がいいって」

　──そうかもしれない。ケイトさんを見ていると、キースさんがそんなに悪い人には思えない。もしかしたら、あれは情報屋の人の間違いなのかもしれない。だとしたら──だとしたら、ダラス兄さんはまだ生きているかもしれないのだ。

　そうなると、これ以上皆に迷惑をかけてはならない。ベンヤミンさんやサマサさん達の所に帰った方がいいのかもしれない。

「ああ、あんたは俺に無理矢理連れて行かれたって事にすればいいよ。どうせ町から逃げるんだ、誘ゆう拐かいの罪ぐらい加わっても今更どうってこたないからよ」

「そういうわけには参りません」

　──ああ、そうだ。早く帰ろう。一旦ベンヤミンさん達の所に戻って、それからもう一度ケイトさんに会って、キースさんという人に会わせてもらって、話を聞いて──

　──そして、ダラス兄さんを探しに行こう。

　彼女はそう決意して、その事をケイトに伝えようと立ち上がる。

　だが、その刹せつ那な、急に部屋のドアが開け放たれ、そこには彼女達の知らない男が立っていた。

「えーと、イブさんにロイさんですね？」

　戸と惑まどう二人に対し、男がゆっくりと歩み寄って来る。

「一緒に来ていただきます」

「お、おい、誰だよお前。ケイトさんは……ケイトさんはどうしたんだよ！」

　ロイの言葉を無視し、男は瞬時にその間ま合あいを詰め、鳩みぞ尾おちに拳こぶしの鋭い一撃を加える。

「失礼。急いでおりますので」

「がっ……」

「ロイさん！」

　慌あわてて駆かけ寄ろうとするイブに対して、男──『便利屋』は軽く笑ってみせた。

「逃げずに駆け寄るとは。いいお嬢じようさんだ」

　その反応を確認してから、拳けん銃じゆうを気絶したロイの背中に突きつける。

「人ひと質じちが通用するのはいい事です。安心してください、ケイトさんに危害は加えていません。彼女は今、買い物に出かけているだけのようです」

　男はイブをゆっくりと立たせながら、ロイを担かつぎ上げて部屋から堂々と出て行った。

「運び先はＤＤデイリー・デイズ新聞社ですか。急いだ方がよさそうですね」




　　　　⇔




　様々な勢力が終結しつつある決戦の地、ＤＤ新聞社。

　編集部からはいつもの喧けん騒そうが聞こえなくなり、全員が黙々と作業を行っている。

　社長室の中には新聞社の幹部が数人と、この新聞社で一晩を明かしたベンヤミン一行、朝までロイを探したが見つからず、一度戻ってきたイーディス、そして書類の向こうにいる社長と、今回の事件の主しゆ賓ひんというよりも、『関係者』が勢ぞろいする形となっている。

　今回の事件の整理が終わった時点で、ベンヤミンがヘンリーに殴なぐりかかった。ヨウンとファンがベンヤミンを必死で押さえつけ、その間にサマサがヘンリーをぶん殴る。

　そんな微笑ほほえましい事件の後に、少々やっかいな報告が飛んできた。

「さて、『内通者』から連絡があったんだけど、今日の二時、あと１時間後にグスターヴォの奴やつらが襲撃に来るらしいよ」

　少し困ったように言う社長の声に、ニコラスが少し愉たのしげに声を返す。

「こちらからの反撃は？」

「それなんだけどね、今回はガンドールの人達に任せる事にした」

　その答えを聞いて、ニコラスの表情に僅わずかな落らく胆たんの色が浮かぶ。

「キースからの願いでね。本来なら中立の立場を守って我々自身の手で覆ふく滅めつすべきなんだが、今回はこの『情報屋』自体が事件の一部に組み込まれたからね」

　ニコラスとは対照的に、今度は社長の声が明るく弾みはじめる。

「当事者になったからには、事件を主観的に見ざるを得なくなる。だから、この際徹底的に我我が正しいと思う行動に走ろうじゃないか。ちなみに、私の今の個人的な主観は────」

　僅わずかな間かん隙げきを挟はさみ、社長は自分の考えをハッキリと言い表した。

「──『この町からグスターヴォのムカつく面つらを消し去りたい』──なんだが、皆は？」

　反論する者は誰もいなかった。ただ、ベンヤミンがポツリと「こやつら狂っとる」と呟つぶやいていただけだった。




「一年前のあの事件が常に酒を中心に巡っていたように、今回の事件の中心となったのは、我我自身──つまりこの場所だ。条件が揃ったのなら、いや、揃ったからこそグスターヴォ達はここに向かっているのだろうね。全すべての情報は積み重なった。後は、この積み重なった情報が、絡からみ合って崩れ去る瞬間を待つだけだ、それまでにやれるだけの事はやるつもりだよ」

　そんな独り言ともとれる事を言いながら、社長はガンドールの事務所に電話を入れる。

「さて、この間に皆は地下の下水道から避難しておいて欲しいね。ここの下水道は警察本部の地下にも繫つながってるから、いざとなったらそこまで逃げるといい」

　ラックに電話が繫がる直前、ニコラスとエレアンだけに辞令をだす。

「資料は持って避難してくれるとありがたいかな。ＤＤデイリー・デイズに休刊は無い。明日もいつもどおりの枚数で発行するから、そのつもりで宜よろしく」




　　　　⇔




「できたー！」

「完成だね！」

　太陽が西へ僅わずかに傾き始めた頃、『蜂の巣アルヴエアーレ』の床に幾何学的な図柄が描き上げられた。

　アイザックが最後の一つを並べ終えると、店内にいた人間から一いつ斉せいに拍手と歓声が起こる。

「しー！　ちょっと待って！」

「ちょっと待ってね！」

　口に人差し指を当て、二人が周囲の歓声を抑える。

「お楽しみは──」

「──これからだね！」




　静寂の中、アイザックとミリアが互いの手を重ね合わせ──

　最初の一枚を、ゆっくりと押し倒した。
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　　　　⇔




　グスターヴォの強烈な蹴けりによって、観かん音のん開きの扉が無理矢理縦に押し倒された。

　蝶ちよう番つがいが弾け飛び、強化ガラスが音を立てて新聞社の床に打ち付けられる。




　いきなり銃じゆう撃げきをしては警察の到着を早めるだけだ。まずは少人数で中に入り込み、受付の男か、部下の応対をしたニコラスという男を人ひと質じちにとり、応接間に立て籠こもって外部との両面から攻撃をしかける。グスターヴォはそういう作戦を立てていたのだが──

　その作戦は最初から躓つまずくこととなった。通常の入り口には鍵が掛かっており、いつもどおりに中へ入る事が敵かなわなかったのだ。

「どけ」

　戸と惑まどう部下達を押し退のけ、グスターヴォが扉の前に歩み寄る。

　そして、助走すらつけずに放った前蹴りで、重い扉を蝶番ごとぶち破ってしまったのだ。

　報告によると、ここの従業員は記者も編集部員も全員銃を所持しているらしい。グスターヴォは即座にドアの横の柱に身を潜ひそめるが、中からは何の反応も返って来ない。

　何人かが銃じゆうを構えて突入するが、やはり何の反応も無い。

　編集部の中からは物音一つせず、机の上に乱雑に広がっていた書類などはそのままに、ただ人間だけが消え去ってしまっている。

「もぬけの殻から、だと？」

　見張りをしていた奴やつを呼び出し、襟えり首くびを摑つかんで勢いよく引き寄せた。

「どういう事だ？」

「わわ、解わかりません！　裏口からも誰も出た気配はありませんし、表口からは誰一人として出ていません！」

「誰一人、だと？」

　部下の襟首から手を離し、考える。

「新聞社の記者連中が、誰も外にでねえだと？」

　それも逆に不自然な話だ。鍵の件といい、まるで自分達がここに来るのを予測されていたような──いや、恐らく読まれていたのだろう。だとすると、逃げられたか？

「……二階、三階も徹底的にひっくり返せ。誰も居なかったら、ここに火をつけてガンドールの事務所に向かう」

　葉巻の先を歯で嚙かみ切り、マッチを擦すりながら部下に命じる。

　──恐らく逃げたのだろう。話だけ聞くと武闘派のように思えたが、存外賢い連中だ。にがしゃしねえがな。

「なんでもいい。ここの連中のヤサが割れるもんでもあればまとめて搔かっ攫さらえ。後で全員嬲なぶり縊くくってくれる」

　両手をゴキリと鳴らしながら、グスターヴォ自身も二階へと歩を進めた。




　　　　⇔




　その頃、新聞社の外では表口と裏口に一人ずつ見張りが置かれていた。退屈そうに周囲を見張る裏口の見張りに、ロングコートの殺し屋が声をかける。

「お前らのボスは正気じゃねえな」

　メキシコ娘むすめと酔っ払いは一緒に中に入っているが、この男だけは外に残って待つ形をとっていた。

「チャイナタウンの外はずれたぁいえ、本気でこの街中で、真まつ昼ぴる間まっから銃じゆうをぶっ放す気か？」

「そういう人なんだよ。それよりあんた、中に行かなくていいのか？」

「下へ手たに警察が来てとっ捕つかまったりしたら、言い訳できない状態なんでね」

　そう言って、ロングコートの裏側を少しはだけて見せる。その中身を見て、見張りの男は息を吞のんだ。そこには、目に見えるだけでも十丁ちよう近くの拳けん銃じゆうやライフルがぶら下げられていた。

「このコートだけで三十キロはあるんでな、正直、とっとと『葡萄酒ヴイーノ』だけを始末して帰りてえんだが。３分で済ませりゃ、警察が来るまでにトンずら出来るからな」

「あんたも正気じゃねえよ」

「こんな職業に就く奴やつで、気が確かな奴なんざいたらお目にかかりてえな」

　その時、裏口に複数の影が近づいて来るのが解わかった。

「お疲れさまです」

『便利屋』が淡々と言い放ち、ロイとイブを拳けん銃じゆうで脅おどしながら扉を潜くぐろうとする。

「なあ、あんたもそう思うだろう？　フェリックスさんよ？　俺おれ達は最初から正気じゃあねえ。そうだろう？　いつだって俺らの頭の中には狂気が満ちていて、それがどうしようもなくたまらねえからこんな仕事をやってんだよな？」

　ロングコートが言った言葉に、便利屋は吐はき捨てるように答えた。

「口で正気とか狂気とかあんまり言わない方がいいですよ」

「あん？」

「なんていうか、寒いですから」

　一瞬ポカンとしたロングコートだったが、便利屋の背中を見送った後、自らも建物の中に足を向ける事にした。

「あれ？　結局行くんですか？」

「俺はな、命中率はあんまよくねえんだ。だからいつも、弾数で勝負してるようなもんだが」

　コートの中から拳銃を一丁ちよう取り出しながら、血管を浮かせて不ぶ気き味みに笑う。

「だからよお、もし今銃じゆう撃げき戦せんが始まったら、あの気取り屋を撃ち殺しても『流れ弾』で済むだろぉ。ハハハ」

　目に激しい憎悪を浮かべるロングコートを前にして、見張りはただ黙って見送る事しか出来なかった。そして、扉が閉じられた後に一言だけ呟つぶやいた。

「正気でも狂気でもいいや。とりあえず、馬ば鹿かと阿あ呆ほしかいねえのは確かだな」




　　　　⇔




「あれあれあれ？」

　地下からの避難を終え、少し離れたビルの屋上から様子を窺うかがっていたエレアンだったが、双そう眼がん鏡きようの中に映った光景を見て目を丸くする。

「ちょっとやばいかもしれないねえ？」

　背後にいたベンヤミン達に向かって、冷や汗を流しながら事実を告げる。

「イブさんともう一人誰かが、ビルの中に連れ込まれてるみたいだよ？」

　その言葉に、執しつ事じが声にならない絶叫を上げる。サマサは双眼鏡を引ったくり、その様子を確認する。

「本当だがし、御嬢じよう様と若いあんちゃさが！」

「か、貸して下さい」

　続いてイーディスが双そう眼がん鏡きようをふんだくり、そのレンズの中に見覚えのある服を見つける。

「ロイ！」

　周囲の者が止めようとした時には既に遅く、彼女は上がってきたばかりの階段へと向かって駆かけ出してしまっていた。




　　　　⇔




「わぁ、綺き麗れい……」

　倒れるドミノを見て、エニスが思わず声を上げる。

　片面だけに色を塗ったドミノの絨じゆう毯たんが倒れ、その色が見事に塗り替えられていく。

「変わりドミノか。一気に色が変わるのが爽そう快かいなんだよなぁ」




　　　　⇔




　二階の中にも人影は見えず、グスターヴォ達は何い時つしか全員が三階の大部屋に集まっていた。

　倉庫のようなものらしく、いくつかの机と椅い子すが部屋の隅に乱雑に並べられている。

「くそ、やはり逃げたか？」

　忌いま々いましげに呟つぶやくグスターヴォの背後で、扉が閉まる音がした。

　グスターヴォ達が振り向くと、そこには狐きつね目めの男が立っており、両手に何も持っていない事をアピールしながら話しかけてくる。

「どうも、御苦労様です」

　その姿を見て、部下の数名があからさまな動揺を顔に浮かべ始める。

「誰だてめぇ」

　その言葉を聞いて、今度は狐目の男が驚いた。

「これはこれは、自分が今喧けん嘩かしている相手の顔も御存知無いとは！　……というか、我々はそんな能無しに喧嘩を売られていたんですねえ。我ながら情けないものです」

「何？」

　腹を立てるよりも先に、相手の言葉の意味の方が気になった。

　目を丸く見開いている部下に、『こいつは誰だ？』と目で問いかける。

「う、うそだ、死んだ筈はずだろう！　た、確かにあの時、古本屋の前で首を──」

「搔かっ切られましたよ。確かにね。まあ、どうでもよろしいではありませんか、今日は話し合いに来たんですから。わざわざ三人揃って、我々自らが出向いたんです。誠意ある回答を期待していますよ、グスターヴォさん」

　その言葉を合図に、部屋の中に気配が二つ程増えた。一人はカーテンの影、一人は積み上げられた机の山の陰に、何い時つの間まにかその姿を現していた。もしかしたら、最初から居たのかもしれないが。

「お前ら……まさかとは思うが、ガンドール兄弟か？」

　まるで宇宙人でも見るような目つきで、グスターヴォは懐ふところからショットガンを取り出した。

「話し合いたぁどういう事だ？」

「いや、何、簡単な事です。貴方あなたはこの際どうでもいいんですよ、グスターヴォさん」

　ラックは大おお柄がらな男を無視して、その背後にいる十数名に呼びかけた。

「話は簡単です。こちら側につきませんか？　それだけです」

　あまりといえばあまりの言葉に、ガンドールを除くその場にいた全すべての人間が絶句する。

「答えはイエスかノー。簡単でしょう？」

　少しずつ冷静さを取り戻しながら、男達の間に失笑が広がっていく。

「馬ば鹿かか手前てめえ、そんな事が──」

　グスターヴォの失笑を遮さえぎり、ラックが再び口を開く。

「ＭＲ．バルトロには話がついています」

　その言葉に、今度こそ全員の目がラックに釘くぎ付けとなった。

「何を……言ってやがる？」

「グスターヴォさん、貴方あなたは御自分のボスの見てない所で随分と色々なさってきたようだ」

「……」

「まあ、些さ細さいな事ではありますがね。我々のシマで薬を捌さばく時に、仲介人を二重に作りあげて、それぞれからＭＲ．バルトロには未報告のミカジメ料を取っていたわけですから」

　一いつ旦たん自分の子飼いの売人に、バルトロに報告している値で降ろす。そしてそれを直接市場には回さずに、その更に下の売人に薬を振り分けさせるこの段階で、末端価格は倍に跳ね上がる。その段階で、利益の数割をグスターヴォがこっそり吸い上げるというシステムだ。

　その事実を告げられ、グスターヴォと、その部下で心当たりがあるもの数人の目に焦しよう燥そうの色が浮かんだ。それを見て、更に周囲の人間達もざわめきはじめる。

「おちつけぇ！　証拠がねえ！　こいつの言ってる事はハッタリだ！」

「証拠は、今、こうしている間に押さえてます」

「何？」

「貴方達の全勢力がここに集まるのを待ってたんですよね。その間に、我々の部下がドラッグの『社交場』を全すべて押さえに行っています。まあ、制圧戦ですね」

　ざわめきが一ひと際きわ大きくなる。それに追い討ちを掛けるように、ラックは止とどめの一言を言い放った。この瞬間の為に、わざわざ数日前から町に噂うわさを広めさせていたのだ。

「この場で我々につく者は、その後は自由。我々の下につくのも歓迎しますし、ＭＲ．バルトロも部下が組織に戻る分には咎とがめは無しだそうで。その代わり、もしここで我々の敵となるのでしたら──」

　ラックはそこで一いつ旦たん言葉を切り、狐きつねの様な目を更に細めながら薄く笑った。

「──その人間は全すべて、この場で『葡萄酒ヴイーノ』のターゲットと化す事になりますがね」

　ざわめきが止まり、男達は互いの顔を見合わせる。明らかに、迷っている顔だ。

　その様子を見たグスターヴォは、無表情のままで手近にいた部下の一人を摑つかみあげる。

「何を迷ってる？」

「ひっ……」

　男の頭を片手だけで摑みあげると、そのまま床に顔面を叩たたき付けた。

　嫌いやな音がした。素人しろうと目に見ても、顔面の骨が砕くだけた事が確認できる。

「今日、『証人』を全部ぶち殺すか、それとも俺おれに今殺されるかだ。そうだろう？」

「乱暴ですね。部下に嫌われますよ？」

　その挑発にもなんら動揺を見せず、グスターヴォは周囲の人間を視線だけで押さえつける。

「まあ、とりあえずお前ら三人はここで殺す」

　そう言いながら、ラックに向かって足を一歩踏み出した。

「話し合いに来たと言っているのに。せっかくこっちは銃じゆうをしまっているんですから」

「銃を使えばサツが来るからな。それはお互い様だ」

「確かに」

「つまり、先に銃を抜いた奴やつが負けってわけだな」

「ま、そういうルールになりますかね」

　ハハ、と自じ虐ぎやく的な笑いを浮かべ、グスターヴォは爽さわやかな笑顔でこう言った。




「俺の負けだ」




　轟ごう音おん。凄すさまじい衝しよう撃げきが室内を劈ひきさき、グスターヴォの前に赤い血煙が舞った。

　頭を吹き飛ばされたラックが、バランスの悪くなった身体からだを壁に叩たたきつけられた。

「次は手前てめえらの番だ。抜けよ。そのぐらいの猶ゆう予よはくれてやる」

　幾分時代がかった事を言いながら、ショットガンの銃じゆう口こうをキースの方に向ける。

　ベルガは無表情のままでラックの身体に歩み寄り、何かを待つように弟の首の断面を見下ろしている。

「ふん、ゆっくりとお別れでもしてるんだな」

　鼻で笑いながらキースに向かって歩きはじめるグスターヴォだったが、部下の震えた声で足を止める。

「グスターヴォさん、ちょ、ちょっと」

「なんだ、そんなに俺おれに先に殺されてえのか」

「違うっすよ！　あれ！　あれぇ！」

　切せつ羽ぱ詰まった声に振り返り、そこで彼は『光景』を見た。

　それは、あまりに異様な状況だった。

　まるで映画の月世界旅行を見ているような、そんな奇妙な感覚にとらわれる。

　それは音も無く、ラックの頭があるべき場所へと集合を始めていた。

　真まっ赤かな肉片と白い骨、そして白みがかったピンク色の脳味み噌そが、まるで蟻ありの巣に運ばれる獲物のように、一つの地点に集結しつつある。肉と骨が形成され、その中に歯や眼球がまるでジグソーパズルのように嵌はまっていった。

「なん……だ？」

　グスターヴォは、自分の喉のどが急速に渇かわいていくのを感じていた。必死に唾つばを飲み込もうとするが、ただ悪戯いたずらに喉が締め付けられるだけだ。

「おい、起きろや」

　完全に元の姿に戻ったラックの頭を、ベルガが爪先で軽く小こ突ずいた。

「んん……」

　まるで眠ねむりから覚めるように、ラックは身体からだを大きく伸ばす。

　ベルガもキースも、その様子をさも当然といった目つきで眺めている。

「ああ、やっぱり勘かんが鈍ってますね。あんなのも避けられないなんて」

　何事も無かったかの様に起き上がると、ラックは言葉を失っている聴衆に向けて『説得』を再開する。

「さ、どうします？　我々につくか、それともここでくたばるか」

　この世に具現化した映画の化け物が、グスターヴォの部下達から完全に魂たましいを奪い取った。

　だが、精神的に戦闘不能になったのは、あくまでグスターヴォの部下達だけだった。

　集団の中から飛び出した小麦色の影がラックの横を通り過ぎ、銀色の軌跡をラックの腕に通過させる。

「うっ……」

　ラックのスーツの袖そでが落ち、続いて、腕に赤い線が走る。

　慌あわててもう片方の腕で押さえつけるが、あと一拍遅かったら腕が床に落ちていたであろう。

　その赤い線が即座に消えて行くのを確認しながら、メキシコ人の娘むすめが口くち笛ぶえを吹いた。

「面おも白しろい体してるんだね、アミーゴ！」

　先刻の一撃だが、避ける余よ裕ゆうは全く無かった。もしもう一度来ても目が追いつくかどうか。

　ラックは思わぬ伏兵に目を細めながら、それでも平静を保って声を出す。

「友達アミーゴになりたいんだったら、こっち側についてくれませんかね、お嬢じようさん？」

　その言葉に、娘むすめは爛らん漫まんな笑みを浮かべて首を振った。

「駄だ目めだよアミーゴ。そしたらもう『葡萄酒ヴイーノ』に会えなくなっちゃうかもしれないから！　でも、ここで貴方あなたを斬きり続ければ確実に会えるんでしょう？」

　そういう事か。ラックは納得した。

　助すけっ人とぐらい呼ぶとは思っていたが、まさかクレアの他ほかにもこんな殺し屋がいようとは。

　見ると、他ほかにも比較的冷静な者がもう一人。集団の奥で小さな酒さか瓶びんを持っている男だ。単に酔っ払っているだけと考えられなくも無いが。

　そして追い討ちをかけるように、扉からもう一人現れた。

「お取り込み中すみませんが」

　眼鏡めがねに髭ひげ面づらの男が、二人の男女を連れて中に入ってきた。

　二人ともラックやキースの知らない顔だ。少女といってもいいぐらいの年ねん齢れいの娘と、不健康そうな若者。

　更にその後ろから、ロングコートを羽は織おった男が入ってくる。男の瞳は憎悪に満ちており、その視線はなぜか髭ひげ眼鏡めがねの男に向けられている。

「イブ・ジェノアードとロイ・マードックです」

『便利屋』の登場に形勢が逆転した事を確信し、グスターヴォは再び冷静な顔を取り戻す。

「助かったよ、便利屋」

「じゃあ、私はこれで」

「待てよ、次の仕事だが……殺しじゃねえ。その連中を動けなくなるまでふんじばるってのは、手前てめえの仕事の範はん疇ちゆうか？」

　グスターヴォの問いに、男は肩を竦すくめながら。

「勿もち論ろん、できますが？」

　その言葉に、グスターヴォはにやりと笑う。対するラック達は、髭眼鏡の男を不思議そうな顔で見つめていた。

「じゃあ頼むぜ、フェリックス・ウォーケンさんよぉ！　報酬はいくらぐらい必要だ？」

「３京ドル」

「……あん？」

　聞いた事の無い単位が出てきた。今のは何かの聞き間違いだろうか？

「この三人と敵対するなら、その程度の金は必要ですな。はは」

　そう言いながら、『便利屋』はイブとロイを廊下に出して「隠れて隠れて」と言い放つ。

「おい、どういうつもりだ！」

「まあ、私の仕事は連れてくるまでですから」

　そのやり取りを黙ってみていたベルガが、呆あきれた顔をして呟つぶやいた。

「お前、何やってんだそんな格好で」

「？　！　？」

　混乱するグスターヴォを余よ所そに、メキシコ娘むすめは刀を振り回しながらラックに話しかけている。

「ねー、『葡萄酒ヴイーノ』は何ど処こなの？　早く呼んでよアミーゴ！」

　その声に反応して、髭ひげ眼鏡めがねの男が軽く手を上げた。




「呼んだ？」




　場が、凍こおりついた。

『便利屋』は眼鏡を外し、口から付け髭をベリベリとはがす。

「痛ててて」

　頰ほおをさする男の顔は、若い男の物だった。

　彼は両手を広げながら、周囲の人間に簡単な挨拶をする。

「どうも、フェリックス・ウォーケンこと──『葡萄酒ヴイーノ』です。もしくは『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』でもＯＫだけどな」

　台詞せりふの途中から口調も態度もガラリと変えて、最悪の男が交渉の場に舞い降りた。

　グスターヴォの顔に明らかな混乱が浮かぶ。何が起きたのかを理解するにつれ、その顔色が滑こつ稽けいな程に赤く染まっていく。

「な、待て、待てぇ！　畜生、ガンドール！　これも手前てめえらの策略かぁ！」

　叫ぶグスターヴォに対し、ラック達もお互いに顔を見合わせている。

「クレアさん、誰ですかフェリックスって」

「クレアは死んだと言ったろう。俺おれの名前はフェリックス・ウォーケンだ。正確に言うと、今朝戸籍を元・フェリックスさんに売って貰った」

「わけがわからねえ」

　事も無げに言い放つクレア＝フェリックスに対し、ベルガも混乱の色を隠せない。

「一昨日ラックが言ってたろう。戸籍が無きゃ結婚できねえって。それもそうだと思ってさ」

『葡萄酒ヴイーノ』はヘラヘラとした態度で、場の空気が全く読めていない印象だ。

「いやあ、夕べここの情報屋に、俺の探している女の情報と、『過去を消したがっている奴やつ』の情報を教えてもらってな、夕べの内に交渉してきたんだ。いい人だったぞ、元・フェリックスさん。まあ、そしたらその最中にそこの連中から連絡があってさ、殺しの依頼をしたいって。で、抗争相手の面つらぐらいしっかり拝んでおこうと思ったってわけだ──っと」

　話の最中、急に『葡萄酒ヴイーノ』の右手が動いた。

　その手中には小さな短たん銃じゆうが握られており、同時に二つの乾いた音が響き渡る。

　弾丸は集団の間をすり抜け、一人の男に向かってまっすぐに突き進んで行った。

　ガシャン

　銃じゆう声せいと同時に響いたその音は、老人の持っていた酒さか瓶びんだった。一瞬の間まをおいて、老人の身体からだが床に崩れ落ちる。

　その右手には、煙を吹いた拳けん銃じゆうが握られていた。

　クレアの後ろの壁には真新しい弾だん痕こんが刻まれており、あと一歩でクレアの眉み間けんを貫いていたことであろう。

　もしかしたら、この『葡萄酒ヴイーノ』という男もラックと同じ様な化け物なのではなかろうか？

　寧むしろ、この男こそ化け物の親玉なのではないだろうか？

　グスターヴォの部下達はそうした恐怖に駆かられていて、銃声が鳴っても動こうとしない。

　もはや只ただの観客と化した彼らに対し、『葡萄酒ヴイーノ』はある俳優を真ま似ねて、有名な映画の台詞せりふを言い放った。

「You ain't heard お楽しみは、nothin' yet!これからだ」
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　　　　⇔




　裏口で見張っていた男は、駆かけ込んで来る女の姿を認めて慌あわてて立ち塞ふさがった。

「どいて！」

「何だこのアマ！」

　見張りは銃じゆうを抜いてイーディスを脅おどそうとするが、その肩を何者かに押さえられる。

「だ、誰──ベ、ベグさん」

　奇妙な雰囲気を漂ただよわせる男は、イーディスの姿を認めて錆さびた声を出す。

「ロイ、の、仲間、だ、な？」

　相手の目になにやら底知れぬものを感じたが、イーディスは負けじと睨にらみ返し、その問いに対して力強く頷うなずいて見せた。

　それを聞くと、ベグは見張りに命令を下す。

「入れて、や、れ」




　　　　⇔




　静寂を破ったのは、日本刀を構えたメキシカンの娘むすめだった。

「ハハハハハッ！　面おも白しろい、面白いよアミーゴ！　あなたが『葡萄酒ヴイーノ』で貴方あなたがフェリックス？　つまりつまり、あなたを殺やっつければ、一気に二人分の名声が得られるんだね！」

「まあ、そうなるか」

『葡萄酒ヴイーノ』はポリポリと頭を搔かきながら、横にいるラック達に声をかける。

「で、誰を殺せばいいんだって？」

　映画の台詞せりふで格好をつけてはみた物の、周囲を見るにどうにも戦闘の雰囲気が感じられない。

　グスターヴォだけがショットガンを構えて様子を窺うかがっているが、どうにも攻めあぐねているような印象だ。下へ手たに引き金に指をかけると、『葡萄酒ヴイーノ』の弾丸の餌え食じきとなるからだろう。

　先刻の隙すきだらけと思った状態であの腕前だ。下手に動けば自分だけがあの世行きとなる。それが本能的に解わかっているのだろう。

「そろそろ警察が来ると思いますから、できれば穏おん便びんに済ませたいんですが──ってのはさきほどお話ししましたよね？」

「面倒だなあ。……そうそう、さっき俺おれが連れてきた奴やつらだが、誰なのかはよくわからんが、ケイトのお客さんらしい」

「は？」

「守ってやった方がいいと思うんだが」

　その言葉を聞いて、ラックは慌あわてて扉の外に向かう。

　去り際に、クレアを睨にらみ付けながら抗議の声を上げた。

「先に言って下さいよ！　まったく……」

　チラリと横目で見ると、ケイトの名を聞いてキースの眉まゆが少し顰ひそめられている。

　次の瞬間。ラックが部屋を出たのを見て、グスターヴォが反対側の扉に向けて走り出した。

「待てよ」

『葡萄酒ヴイーノ』がその背に銃じゆう口こうを向けようとするが、その視界の端はしに銀色の閃せん光こうが走り、銃じゆうがその手から叩たたき落とされる。その隙すきをつかれ、グスターヴォに扉の外へと逃げられてしまった。

　一方、日本刀をチャラチャラと振りかざした娘むすめは、意外そうな顔をして口くち笛ぶえを吹いた。

「やるねアミーゴ！　手首を狙ねらったのにさ！」

「友達アミーゴに斬きりかかるな」

「悪いけど、この刀が勝手に動いちゃうんだよね！」

　何回も言われている突っ込みに反論しながら、メキシコ娘むすめは間ま合あいをとって刀を構え直す。

「できる事なら降参して欲しいんだけどな。俺には友達アミーゴを殺す趣味なんて無いし」

「あー！　女だからって馬ば鹿かにしてるな！　怒るよアミーゴ！」

　言うが早いか、銀色の輝きが帯となって空気中を走る。

　キャィィ

　金属の擦すれる音が響き、日本刀の刃やいばが『葡萄酒ヴイーノ』の首筋の寸前で静止した。




　　　　⇔




「あれー？　おかしいなあ」

　ガンドールの事務所の中で、チックは不思議そうに首を傾かしげる。

「新しい鋏はさみ、何本かたりないよう」




　　　　⇔




　──何？　何で止められたの!?

　目を丸くする娘に対し、『葡萄酒ヴイーノ』は淡々と答える。その目の色が、だんだんと鋭い物と化していく。

「女子供だからって馬鹿にはしないよ。強い女もいるし、俺おれはその女に惚ほれてるし」

　直接は関係の無い話を始めながら、『葡萄酒ヴイーノ』はその手に持った鋏を刃の上に滑すべらせていく。

　鋏の刃に挟まれる形となって、横に動かす事もできない。

「寧むしろ俺が馬鹿にしているのは、お前が弱い事なわけで」

　日本刀の刃やいばが鋏はさみに受け止められるだなどと。ありえない、あってはならない。彼女は混乱しながらも、己の信念を疑いはしなかった。右手を即座に放し、左手一本で刀かたなを支える。次の瞬間には右手がもう一本の刀の柄つかを握り、抜きざまに相手の腹を切り抜こうとする。

　キ　キキキキィィ

　金属の擦すれる音。

『葡萄酒ヴイーノ』は左手でもう一つ鋏を取り出し、それぞれの刀を鋏のみで受け止めている。

「なるほど。シツケの悪い刀なんだな」




　四つ、正確には六つの刃が拮きつ抗こうする中、その二人に狙ねらいを定める影があった。

　ロングコートの男が、コートの内側から二挺ちようのショットガンを取り出し、それを『葡萄酒ヴイーノ』の方に向ける。この間ま合あいでは確実に女も散弾の餌え食じきとなるが、知った事ではないとばかりに引き金に力を込める。

　その刹せつ那な、大柄な影が横から飛び出した。

　ロングコートの両腕を上から押さえつけ、二つの銃じゆう口こうを無理矢理下に向けさせる。




　部屋の中に轟ごう音おんが響き、床のコンクリートが抉えぐられる。

　跳ちよう弾だんを含めた散弾が、二人の男の足の肉を抉りとる。

「ぁぁあぁぁっぁぁぁぁっ！」

　ロングコートが悲鳴を上げて転げまわるが、ショットガンを下に押しこんだ男──ベルガは歯軋ぎしりをしたままその場に立ち続ける。

「ッガァッ！　──痛ぇじゃねえかこの変態野や郎ろうがぁ！」

　ベルガの理り不ふ尽じんな叫びに対し、ロングコートは涙目になりながら絶叫を上げた。

「ああぁぁぁあああなななんなんだてめえはぁぁぁぁッ！」

　転がりながらも、男はロングコートの下から拳けん銃じゆうを取り出し、構える間まも惜しんで全弾撃ちつくす。ベルガの身体からだに幾つもの穴が穿うがたれ、血が脈々と噴出する。

　床に落ちた血が直すぐにその身体に登り始めるが、ロングコートはそんな事には全く気が付かない。弾を撃ちつくすと同時に次の拳銃を出し、ひたすらベルガに向かって弾丸を減めり込ませ続ける。

　それでもベルガは倒れない。無数の弾丸を体に受けながら、拳こぶしを握り締めて大きく大きく振りかぶる。

「止めろぉぉぉぉぉおぉぉおッ！」

　音を立てて迫る拳に、ライフルの弾丸を食らわせる。

　肉が弾け、指の骨が見えた。

　それでも拳は止まらずに、ベルガの全体重の乗った塊かたまりが、ロングコートの顔面に減り込んだ。

　──いかれてやがる。

　それが、ロングコートが気を失う前の最後の意識だった。
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　　　　⇔




「は、ハサミなんかにぃ！」

　金属の音が響き続ける中、その勝負はあっさりとついてしまった。

　あれから暫しばらくの間斬きり合せた後、再び四本の得え物ものが交錯し、六本の刃やいばが一瞬固定される。女が間まを開けようと後ろに体重をかけたその瞬間。『葡萄酒ヴイーノ』の足が頭より高く上がり、女の手首の部分に靴の踵かかとが振り落とされた。

「痛っ！」

　思わず片手の日本刀を落としてしまう。『葡萄酒ヴイーノ』は足を下ろさぬまま反対側の手首にも踵かかとを振り落ろす。

　本来なら刀を取り落とす程の威力ではなかったが、長時間日本刀を片手で振り回していたので、握力に限界が来ていたのだ。

「ここまでか」

「あ……」

　まるで遊びを終えるような感覚で、『葡萄酒ヴイーノ』は鋏はさみの切っ先を小麦色の喉のど元もとに突きつける。

　メキシコ女から戦意が消えていくのを確認すると、クレアは動きを見せないグスターヴォの部下達の方に向かって呟つぶやいた。

「で、どうする？」

　その言葉に、部下達の内の何人かが前にでて、キースの方に向けて踵を鳴らす。

「では、我々はこれで」

「は？」

　予想外の返答に、『葡萄酒ヴイーノ』が珍しく呆ほうけた声を上げる。

　キースが無言で頷うなずくと、そのまま部下達は部屋を去っていった。

　その内の何人かは、わけの解わからない顔をしてざわめいている。先刻グスターヴォの背信を指摘した時に一緒になって動揺していた連中だ。

　あっさりと部屋を出て行った集団を見て、メキシコ娘むすめも『葡萄酒ヴイーノ』も、表情に無数の疑問符を浮かべあげていた。

「どうなってんだ？」

『葡萄酒ヴイーノ』の問いに対し、キースは相変わらず無言のままだ。

　それを見かねたベルガが、面倒臭くさそうに答える事にした。

「言って無かったっけか。あの内の半分が、バルトロとの交渉で話がついてた『内通者』だ」

「多すぎじゃねえか？」

「それだけ人望がなかったってこったろう」

「なるほど──なっと」

　軽く語尾を強めたかと思うと、『葡萄酒ヴイーノ』は勢い良く横に飛びながら、右手に持っていた鋏はさみを勢い良く投げ放った。

　突然の事に、直前まで鋏を突き付けられていた女の身体からだが硬直する。

　同時に、乾かわいた銃じゆう声せいが鳴り響いた。

　女に鋏を突き付けていた『葡萄酒ヴイーノ』に向けて、部屋の反対側から凶きよう弾だんが放たれたのだ。

『葡萄酒ヴイーノ』が今までいた場所を弾丸が通過し、メキシコ娘むすめの髪を掠かすめて壁にめり込んだ。

　床と水平に回転するハサミが、ロングコートの男の肩に突き刺さった。

　完全に意識を失っているロングコート。その襟えり首くびを摑つかみ、盾たてとしている男がいた。

　最初に倒れたと思われていた酒さか瓶びんの老人。ロングコートの影に隠れたその小柄な体には、たった今舞い上がった白い硝しよう煙えんが纏まとわりついている。

「ハハッ」

『葡萄酒ヴイーノ』は軽く笑うと、もう一方の鋏を投げて牽けん制せいをしながら床を転がり、先刻取り落としていた拳けん銃じゆうを回収する。

　回転が一瞬止まったのを皮切りに、連続した銃声が部屋にこだまする。銃弾の軌跡は線となって二人の間を往復し、部屋の中に硝煙の匂においを立ち込めさせる。

『葡萄酒ヴイーノ』は身を捻ひねってその銃弾を全すべて避け、老人に向かった弾は、盾にしたロングコートの男の中に吸い込まれていった。ロングコートの中にあった大量の拳銃に防がれたのか、中にいる男からは血が滴したたる様子も無い。

　互いの銃弾を全すべて撃ちつくした所で、『葡萄酒ヴイーノ』が愉たのしそうに口を開く。

「やっぱりな。手て応ごたえが無さ過ぎておかしいと思ったよ、爺じいさん。ウォール街のホテルで最初に見たとき、三人の中であんたが一番強そうだったしな」

　その言葉に対し、老人もまた、低いしわがれ声で小さく笑った。

「お前さんの噂うわさも伊だ達てでは無いようだな。安心したよ、これでお前を殺せば、ワシの名も──」

「まあ待てよ爺さん。どうもあんたの依頼主はもうお終しまいらしいぞ？　仲間からも見放されて、報酬の支払い能力なんざ残りそうも無いときてる。それでもやる気か？」

「個人的に、『葡萄酒ヴイーノ』の首には興味があるものでな」

「ああ、そう」

　首をコキリと鳴らすと、『葡萄酒ヴイーノ』は懐ふところから鋏をもう一丁ちよう取り出した。

「それに、居なくなったとは言え依頼主を裏切るわけにはいくまい？」

　同意を求める老人の言葉を聞いて、『葡萄酒ヴイーノ』は不思議そうな目で相手を見つめ返す。

「なんで？」

　これには流石さすがに面めん食くらったのか、老人が部屋の反対側にいる若者に目を白黒させる。

「とっとと逃げたり諦あきらめたりすりゃいいだろ？　お前ら、俺おれみたいに強くないんだからよ。弱いんだからさ、裏切るのも仕方ないって。当然の摂せつ理りだろう？」

「小童こわつぱ……貴様には解わからんのか？　殺し屋としての誇りというものが──」

　その単語を聞き、『葡萄酒ヴイーノ』は堰せきを切ったように笑い出した。

「ハハハハハハハハハハハハハハハハ！　ヒャハハハハハハハハハハハハ！　ああおかしい、面おも白しろいな、面白い事をいうなあ爺じいさん！」

「何を笑う？」

　不快感を露あらわにしながら、老人が懐ふところからナイフを抜いた。その様子を見ても笑いを止めず、『葡萄酒ヴイーノ』はその顔を更に歪ゆがめて言葉を続ける。

「誇りときたか、プライドときたか！　お前らや俺おれみたいな殺し屋が！　笑わせる、本当に笑わせてくれるな！」

　老人とメキシコ娘むすめを交互に見やりながら、小こ馬ば鹿かにするような態度で鼻を鳴らす。

　メキシコ娘はその態度に『葡萄酒ヴイーノ』の目をキッと睨にらみつけ────慌あわてて目を逸そらした。

　男の目は、明らかに異常だった。

　戦いを始める前とはまるで違う、全すべての闇やみを喰らい尽くしたような色。

　まるで顔面についた二つの穴が、目を合わせた者の魂たましいを喰らい尽くすような、そんな目をしていた。先刻までとは明らかに違う。まるで悪魔が本性を現したかのように。

「殺し屋なんて職業やってる時点で、誇りなんてもんは俺達には無いんだよ！　気付けよ！　人を一人でも殺した時点で社会の底辺以下の存在になるって事にな！　ここは戦場か？　人を殺せば勲くん章しようでも貰もらえるのか？　ああ、俺は強いさ。この俺を、『葡萄酒ヴイーノ』を倒せばさぞかし名があがるんだろうなあ？　だが、それだけだろ？　裏切ったら信用が落ちる？　最初から無いんだよそんな物は！　殺し屋だぞ殺し屋、そんな社会不適合者を信じる奴やつがどこにいる？」

　最も強いと言われる殺し屋の口から紡つむがれる、殺し屋自身を否定する言葉。老人もメキシコ娘も、その理り不ふ尽じんな言葉に対して何も言い返せずにいる。

「無む駄だな言葉に酔っ払って、誰も信じようとしない。いいさ、相手をしてやろう。俺が間違ってるというなら、お前らの誇りとやらの力で証明してみせろ。所しよ詮せんクズはクズに過ぎないって事をたっぷりと思い知らせて────」

　その挑発が、不意に途切れる事となった。

『葡萄酒ヴイーノ』の後頭部に突き付けられた、黒く輝く一丁ちようの拳けん銃じゆうによって。

　銃じゆう口こうの感触を髪の毛越しに確認しながら、『葡萄酒ヴイーノ』は特に慌あわてた様子も無く呟つぶやいた。

「キース」

　その呟きに、背後から兄弟分の答えが返ってくる。

「生いき様ざまを、嘲あざけるな」

　キースの口から紡がれた言葉に、最悪の殺し屋は僅わずかに目を瞑つむり、溜ため息いき交じりに返事をする。

「お前らとは根本的に違うだろよ、こいつらは……」

「変わらない」

　必要最低限の言葉だけを選びながらも、『葡萄酒ヴイーノ』に反論の隙すきを与えない。

「俺おれ達と同じ──悪党だ」

『葡萄酒ヴイーノ』は銃じゆう口こうが突き付けられている事などまるで気にせず、頭を軽く搔かきながら後ろを振り向いた。キースの目を見るその瞳からは、先刻まで浮かんでいた凶きよう気きの色は全く窺うかがえない。

「解わかったよ、悪かった。お前も余計な誇りとやらに囚とらわれてる一人だったな」

　内容とは裏腹に、『葡萄酒ヴイーノ』──クレアの口調には、微み塵じんの嘲あざけりも籠こもっては居なかった。




　不意にキースの目に殺気が灯ともり、クレアの横をすり抜ける。

　鈍い音が響き、クレアの背後で何かが倒れる気配を感じた。

　何の不安も疑問も感じずに振り返ると、そこには予想通りの景色が広がっていた。

　クレア達の隙すきをついて背後に忍び寄った老人を、キースが強烈な蹴けりで床に叩たたき付けたのだ。そして、とどめとばかりに肝臓のあたりに足を踏み下ろす。

　低い呻うめき声が喉のどから洩もれ、老人の身体からだはぴくりとも動かなくなった。

「年寄りは労いたわってやれよ」

　笑いながら言うクレアに対し、キースは無表情のままで呟つぶやいた。

「……敵は敵だ」

　その答えを聞いて、クレアは満足そうに微笑ほほえんだ。

「お前だけは、やっぱりマフィアに向いてるのかもな」




「で、嬢じようちゃんはどうすんだ？」

　その様子を眺めていたベルガが、日本刀を持ち直したメキシコ娘むすめに問いかける。

「……かっこいい」

「はぁ？」

　片かた眉まゆを顰ひそめるベルガに対し、メキシカンはキースに目線を向けたままで尋ね返した。

「ねえアミーゴ、さっきの狐きつね目めの人が言ってた約束って、まだ有効かな？」




　　　　⇔




　──どうしよう。ロイさんとはぐれてしまった。

　イブは髭ひげ眼鏡めがねの男に『かくれて』と言われ、一階に降りたところで応接間に隠れたのだが、振り返るとそこにロイの姿は見えなかった。先に外に向かってしまったのか、それとも後ろに置いて来てしまったのだろうか。

　今から外にでて探すのには抵抗があった。三階の銃じゆう声せいがここにまで響いて来ており、まるで戦争を扱ったトーキー映画の中に迷い込んでしまったかのように思える。

　だが、逃げるわけにはいかない。ロイは自分の『ガンドールの人に会いたい』という我わが侭ままに巻き込まれてしまっただけなのだ。自分だけがここに隠れているわけにはいかない。

　──探さないと。

　イブが応接室の扉をそっと開こうとすると、ドアの窓に人影が映る。

　最初はロイかと思ったのだが、それにしてはあまりにも大きすぎる。

　危険を感じて扉から離れた瞬間、その扉が派は手でに蹴り倒された。

「イャぁぁっ！」

　絹を裂さくような悲鳴をあげ、イブはその場にへたり込んだ。

　自分がたった今まで立っていた場所に、重い扉が叩たたきつけられたのだ。ドアにはめ込まれていた曇りガラスは大きな破片となって飛び出し、ドアノブはいくつかの部品に分かれて床を跳はね転がった。

「騒ぐな、小こ娘むすめ」

　決して小さくなかった扉から、一人の男が身を低くして入り込んできた。

　グスターヴォはその目から完全に光を消し去り、何か人間とは別の生き物の様な雰囲気に包まれている。

「せっかく単純な話になったと思っていたら、何かまたややこしい話になっちまったようだ」

　首を大きく振りながら、床にしりもちを着くイブに少しずつにじり寄って来る。

「初めましてというべきか？　ジェノアードの小娘風情ふぜいが、俺おれを嵌はめようとして随分と調子に乗ってくれたみてえだな」

　何の事か解わからない。この男は一体何者なのだろうか？

　イブに何とか理解できたのは、この男の目がまともでは無く、おぞましいまでの憎悪が自分へ向けられているという事だけだ。

「俺おれがお前に何をした？　普通に生きるチャンスを貰もらっといて、何でそんな無む駄だな事に命を費やす必要がある？」

　男の手にはショットガンが握られており、その銃じゆう口こうがゆっくりとイブの顔面に向けられる。

「まさか、手前てめえまで化け物ってこたあねえよな？」

　体は恐怖に竦すくみあがり、逃げようとしても足がうまく動かない。

　その様子を見て、グスターヴォは安心したように唇くちびるを綻ほころばせる。

「違うみてえだな。安心したよ」

　このまま頭を吹き飛ばしてもよかったが、ただ殺すだけでは飽あき足らない。

　──こいつはガンドールの連中の目の前で殺してやる。どちらにせよ、俺にはもう皆殺しにしてやるしか道はねえ。逃げるのも死ぬのも御ご免めんだ。俺を嵌めるのに関わった奴やつは、全員ぶち殺してくれる。あの役立たずの部下どもも、ベグの野や郎ろうも、例えドン・バルトロといえどもだ。

　逃げ出さないように足の骨を踏み砕くだこうと、グスターヴォはその足を大きく振り上げた。

「酒場の分」

　その声は、衝しよう撃げきと同時に訪れた。

　グスターヴォの後頭部に鈍い衝しよう撃げきが走り、その巨大な身体からだを大きくぐらつかせる。

　片足をあげていた為に、瞬時に踏みとどまる事が出来なかったのだ。

「賭と場ばの分」

　側頭部に、二度目の衝撃が走る。何か鋭い物で叩たたかれる感覚。痛いというよりも、熱く焼けた鉄てつ棒ぼうを直接当てられるような感覚だった。

　ショットガンを取り落とし、右手でその部分に手を当てる。激しい痛みと共に、手に生なま肉にくを触さわるような嫌いやな感覚が伝わってきた。

「馬券場の分」

　声のする方に振り返り、そのまま声の主ぬしに拳こぶしを食らわせようとする。

　だが、その拳をすり抜け、カウンターの形となって凶きよう器きが迫る。

　それは、編集部の中で使われている木製の椅い子すだった。

　顔面にその角が当たり、グスターヴォは自分の頰ほお骨ぼねが砕くだけるのを理解した。

　上半身が仰あお向むけに倒れかけ、下半身の力だけでなんとか踏みとどまる。

　その状態の顔面に、椅子の角が再び振り下ろされる。

「ニコラの傷の分」

　完全にしりもちをついた所に、ラックは駄だ目め押しの一撃を加える事にした。

　椅子の足を両手で持ち、己の背中まで振りかぶる。

　そして既に意識のなさそうなグスターヴォの顔面に、手加減すること無く全力で叩たたきつけた。

「吹き飛ばされた、私の頭の分です」




　イブは突然の出来事に、ただ目を背そむける事しかできなかった。

　大男の後ろから現れた狐きつね目めの男が、見るも無残にグスターヴォの顔面を整形して行く。

　そしてグスターヴォが完全に動かなくなった時に、ようやく彼はこちらに気が付いたようだった。彼は少し困ったように目を逸そらして、次の瞬間、イブに向かって手を差し出した。

「いやあ、貴方あなたが殺されそうだったものでつい。正当防衛です」

　ニコリと微笑ほほえむその男に対し、イブはどうしても感謝の言葉を口にする事ができなかった。




「あー、その、そんなに恐がらないで下さい」

　ラックは困ったように目の前の少女を見る。

「困りましたね。恐がらせるつもりは無かったんですが」

　とりあえず立たせてあげようとして手を差し出したのだが、一向に摑つかんでくれる気配は無い。

　これが通りすがりの他人だったら放って置いてもよいのだが、そうもいかない理由があった。

「ケイト義ね姉えさんのお客さんですよね？　私はその、義弟おとうとのラック・ガンドールと申します」

　その言葉に、目の前の少女の震えが止まるのが解わかった。

　──よかった。ケイト義姉さんの名前で安心してくれたようだ。

　ラックはそう思ったが、少女の瞳に宿るものは決して安あん堵どの色などではなかった。

「あの……ガンドールさんの、その、マフィア屋さんのリーダーの方ですか？」

「マフィア屋ってそんな。リーダーっていうのも……、まあ、そんなものですけれど」

「お願いです！　どうしても……どうしても聞いておきたい事があるんです！」

　少女はある種の『覚かく悟ご』を携たずさえながら、ラックに向かって核心を突いた問いを放つ。

「兄は──ダラス兄さんは、生きているのですか？」




　イブから詳くわしい事情を聞いて、ラックの脳裏に過去の記憶が蘇よみがえる。

　ダラス。まさか今、こんな場所でその名前を聞こうとは。

　彼女は兄であるその男を捜さがすためだけに、ここまで、この危険な場所まで辿たどり着いたのだ。

　危険であると解わかりながら、相応の覚かく悟ごをした上で。

　だからこそ、彼女の顔からは怯おびえの色が消えたのだろう。その事実は、彼女の覚悟の強さを如によ実じつに表しているに違い無い。

　ラックはそんなイブに対し、下へ手たな噓うそや誤ご魔ま化かしは通じないであろう事を感じていた。仮に通じたとしても、彼女は当ても無く兄を探し続ける生涯を送る事になる。

　自らもまた覚悟を決めたラックは、強い眼まな差ざしの少女に向かい、事実の一部を話し始めた。

「信じても信じなくても、貴方あなたにはつらい話となりますが──貴方のお兄さんは、もう普通の人間では無いんですよ」




　一年前、とある事件に巻き込まれた彼女の兄は、不完全な『不ふ死し』の力を得て、寿命以外では決して死なぬ身体からだになった事。そして、その肉体を利用してラックの仲間を四人殺したこと。

　そして──彼らは強制的な贖しよく罪ざいとして、生きたまま川の底に沈められているという事も。

　最初は不死の肉体の話など信じられなかったイブだったが、ラックが自らナイフで切った指が再生するのを見ては、嫌いやが応おうにも認めざるを得なかった。

　イブの心には複雑な感情が去きよ来らいする。兄が生きていた事に対する喜び。そして、今も尚なお苦しみ続けているという事実に対する、目の前の男に対する憎しみのような物が湧わき上がる。だが、自分の兄が彼らの仲間を殺したというのも事実だろう。兄がそういう男だというのは、イブが一番良く知っている。知りながら何も出来なかった自分にも、その結果に対する罪の一端が存在するという事は解わかっている。だが、理解は出来ても感情はどうにもならない。

「なんで──どうしてですか。どうして、兄がそんなに苦しみ続けなければならないんですか。警察に罪を裁いてもらえばいいじゃないですか。なのに、なのに、もう充分じゃないですか、お願いです、兄を、兄さん達をもう許してあげて下さい。せめて、せめて法によって裁かれる権利を下さい。お願いです、お願いです！」

　混乱しかけている少女を前に、ラックはその目を伏せたまま微動だにしない。

　彼女の言う事はある意味正しい。それはラックにも解わかっている事だ。だが、イブが感情を優先させるように、ラックも己の感情に正直に行動しただけだ。あの事件の時、兄弟の中で誰よりも強い憤いきどおりを感じていたのは、他ほかならぬラック自身なのだから。

「我々の世界のことなど貴方あなたには理解できないでしょうから、私の感情についてだけ言わせて戴いただきます。──それでは、私の怒りが収まらないんですよ。これから先、仮に彼らが裁判を受け、法の元に罰せられたとしてもね。もう死んだ仲間は帰って来ないんですよ。私が許せないからそうした。それだけです。私の事が憎いというならいくらでも憎むといい。それで貴方の兄が帰って来ないように、死んだ人間は帰って来ないんです。私の痛みは、消えないんですよ」

　口では冷静に言っているが、ラックは今にも感情が爆発しそうだった。これだけの時がたっても尚なお、仲間が殺された事に対する怒りが消えない。だが、彼女の話も解るのだ。通常のマフィアならば、ここで彼女の口を封じてしまっていてもおかしくはない。

　そんな所を含めて、クレアに『マフィアには向かない』と言われているのかもしれない。

「そんなの、そんなのあなたの勝手じゃないですか！　貴方の世界のことも貴方の心も解りません。それで貴方の心の痛みが治まるとしたら、私の心はどうすればいいんですか！　ただ、ただ私は、兄を、兄を返して欲しいだけなんです！」

　彼女の怒りも正当な物だ。ラックは静かに彼女の言葉を受け止める。

「お願いです、代わりに私をいくらでも苦しめてくれて構いません、だから、だから……」

　その言葉を聞いた時、ラックは厳しい表情になって僅わずかに語気を強める。

「あなた程度が、私の怒りを納められるなどとは思わないで下さい。……忘れなさい。私の事を刺したり撃ったりしたければ、いくらでも受け入れます。ただし、怨うらむのは私だけにしておいて下さい。もしも他ほかの人間に手を出そうとすれば──」

　ラックはその先の言葉を飲み込んだ。──何を言ってるんだ、私は。

　これ以上は話す事が無いとばかりに、ラックは首を振って立ち上がろうとする。

「もし何年か先、この怒りが納まる事があるならば──その時は、あるいは」

　その言葉にもイブは納得していないようだったが、それは仕方のない事だろう。そう割り切ってこの場は納める事にしたのだが──

「──っ！」

　イブの目が、突如として驚きよう愕がくに見開かれる。

　自分の背後に立った影に気付いた時には既に遅く、ラックの頭に応接室のソファーが振り下ろされた。

　顔面を血ち塗まみれにしたグスターヴォが、自分と同じぐらいの全長のソファーを手にしていた。

　百キロはあろうかというその巨大なソファーを、まるで布ふ団とんのような感覚で持ち上げている。その一撃は木製の椅い子すよりも鈍いが、その分衝しよう撃げきがハンパではなかった。

　一瞬意識がかすんだラックに対し、グスターヴォはその巨大な得え物ものを横に薙ないでみせる。

　ラックが木製の椅子を振るのと同じ速度で、その凄すさまじい質量を振り回したのだ。直撃を受けた瞬間に体が浮き上がり、そのまま横に吹き飛ばされた。

「グぁっ……！」

　背中から壁に激突して、ラックの体が衝撃に支配される。

　足をふらつかせながらなんとか立ち上がり、グスターヴォの方に目を向けた。

　血塗れの男が、殺意だけがギラつく目でラックを睨にらみつけている。

「舐なめやがって……どいつもこいつも、この俺おれを舐めやがってぇぇぇぇぇえええ！」

　ソファーを床に投げ捨てながら、絶叫のような雄おたけびを上げる。

　そして、急に笑ったかと思うと、完全に壊こわれた口調で言葉を紡つむぐ。

「何回も何回も手前てめえの頭を捻ねじ切って磨すり潰つぶして油で揚げて金庫に詰めて海に投げ捨ててやる」

「壊れたみたいですね……くそ、こういうのは本来ベル兄の相手なのに」

　ラックは一筋の汗を搔かきながら、懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出した。

「穏おん便びんに済ませるのは、もう無理みたいですね」

　首を振りながら、迫り来る巨漢に向けて引き金を引いた。

　銃じゆう声せいが連続して響き、グスターヴォの身体からだに６つの穴が穿うがたれた。どれも体の胸から腹にかけて命中しており、絶命は確実の筈はずだった。

　だが、グスターヴォはその歩みを止めない。

「きかねえきかねえきかねえきかねえ！　手前てめえら見てえな雑ざ魚こは雑魚野や郎ろうは俺の前に存在しちゃいけねえんだ！　存在しねえ弾丸なんて俺にはちっとも利きやしねええええぇぁあぁ！」

「そんな無茶な！」

　ラックの腹に拳こぶしが減めり込む。そのまま床に崩れおちかけた所に、ドアを破壊する威力の蹴けりが顔面に叩たたきつけられた。

　そのまま床に頭を打ち付けたラックの身体に、グスターヴォは何回も何回も巨大な足を踏み降ろす。

「消えろきえろきえろきえろきえろきえろきえろぅぁぁぁああっ！」

　人間離れした奇声を上げながら、ラックの肋ろつ骨こつをバラバラに踏み砕くだいた。

　動かなくなったラックを確認し、そこでようやくイブの方に目を向けた。

　再び恐怖で足が竦すくんでしまったイブに対し、グスターヴォは残酷な笑みを浮かべて見せた。

「手前てめえもだぞ、小こ娘むすめぇ。親父や兄貴と同じように、ニューアーク湾で魚の餌にしてやる」




　イブは、一瞬男の言葉を理解する事が出来なかった。

「何だその面つらは。もしかして知らなかったのか？　それを知ってたから俺おれを嵌はめようとしたんじゃあねえのか？」

　グスターヴォは少女の表情から血の気が引いていくのを見て、どうやらそれが真実だと理解する。

「は！　知らねえなら教えてやる。お前の親父おやじどもが、もう薬の精製を止やめるなんて抜かしやがったから、俺がこの手で殺してやったんだよ！　お前の親父どもは無理矢理溺おぼれさせてから殺してやったが、手前てめえは生きたままでじっくりと魚の餌えさみてえにして、少しずつ少しずつ港にばら撒まいてやる」

　凶きよう笑しようを浮かべるグスターヴォの言葉が、単なる音声から徐々に『意味』となって彼女の頭に入り始める。そしてその意味を完全に理解した時、彼女の心は真っ白になった。

　彼女の中で様々な何かが弾けそうになった瞬間、その声は弱々しく、しかし確実にその空間に響き渡った。

「下らない事を言うのはやめて下さい」

　グスターヴォの背後で、肋ろつ骨こつの再生を終えたラックが立ち上がる。

　まだ完全には回復していないようで、その息は荒く、立っているのも辛つらそうに見えた。

「まがりなりにも社会の裏側に身を置く人間が、カタギに対して人殺しの自慢ですか。恥知らずもここに極まれりですね。そんなだから、バルトロにも部下にも見捨てられるんですよ」

「この腐くされ餓が鬼きが……っ」

　その言葉に激げつ昂こうしたのか、グスターヴォは物凄すごい勢いでラックに駆かけ寄り、胸むな倉ぐらを天てん井じよう近くまで摑つかみ上げる。

　そしてそのまま、イブのいる方へと向かって叩たたき投げた。

　細身の体が床を跳はね、イブの横にあったテーブルの角に背中から激突する。

「武器を持っても無理だってのに、素す手でで俺おれに勝てるとでも思ってやがるのか？」

　グスターヴォは自分が優位に立ったせいか、徐々に冷静な判断力を取り戻し始めた。

　もはや女も必要無い。二人纏まとめて吹き飛ばしてくれよう。

　そう思って、先刻床に落としたショットガンを探すが、何な故ぜか床の上には見当たらない。

　その隙すきを突いて、ラックはイブに小声で話しかける。

「私が引き付けますから、その間に逃げて下さい。クレアでもなければこの化物は……」

　背骨への衝しよう撃げきに声を震わせながら、ラックはイブに向き直る。そして──

「イブさん」




「小こ娘むすめぇ！」

　グスターヴォも同時に気が付いた。

　驚くほど冷静な表情をした少女が、その目に涙を浮かべながらショットガンを構えている。

　少女の身体からだにアンバランスな大きさのその銃じゆうは、グスターヴォの身体に向けてまっすぐに構えられている。

　目はまっすぐにグスターヴォに向けたままで、ラックに対してか細い声で話しかけた。

　その言葉は完全に冷静な言葉遣づかいとなっていて、まるで彼女のもつ本来の感情が何ど処こかに乖かい離りしてしまっているような印象だった。涙を流すその目も虚うつろで、何か遠くを見ているような、そんな印象だ。

「ラックさん、御ご免めんなさい。本当にごめんなさい。私、さっきあれだけラックさんに身勝手な事を言ったのに、それが自分にとって正しい事だって思ってたのに、それなのに、今は、今はこの男が許せない──許せないんです」

　そこで、彼女の瞳に強い力が燈ともる。恐れの無い、暗く澄んだ瞳。

「今なら、さっきラックさんが言ってた事がわかります、だから、だから──」

　目から大粒の涙を零こぼし、引き金に力を籠こめ始める。

「この糞くそ小こ娘むすめがぁ！　手前てめえの体でそんなもん撃てると思ってやがるのか？　面おも白しれぇこいよ俺に向かって撃ってみろよ殺してみろよ馬ば鹿かな親父おやじの敵を討ってみろよ腐くされ小娘ぇ！」

　挑発するグスターヴォに対し、少女は躊躇とまどう事なく引き金を引いた。




　爆弾の様な轟ごう音おんが響き、応接間の宙に血煙が舞い散った。

　少女の身体に来た反動は、実際よりも遙はるかに小さなものだった。

　イブがおそるおそる目を向けると、そこには、左腕のあるべき場所から血を噴出させているラックの姿があった。

　左腕の先は床に落ちており、散弾で砕くだけた骨の先が露出している。

　ラックは右腕に銃身を押さえつけ、自らの左腕へとその矛ほこ先さきを向けたのだ。

　驚きよう愕がくに目を見開く少女を前に、ラックは脂汗を流しながら立ち上がった。




「……貴方あなたの痛みは、受け取りました」




　そして、一瞬立ち竦すくんでいたグスターヴォに向け、左腕を拾い上げながら突進を始める。

「馬ば鹿かが！　どういうつもりだぁ！」

　拳こぶしを握る巨漢に対し、ラックは右手に持った左腕を思い切り突き出した。

[image: ]

　砕くだけた骨の先が巨大な拳こぶしとすれ違い、僅わずかな差でもってグスターヴォの喉のど笛ぶえに突き刺さる。

「────」

　グスターヴォは数回口をパクつかせると、そのまま白目を剝むいて仰あお向むけに倒れこんだ。

　巨大な体が動かなくなった事を確認して、ラックは冷めた目をして呟つぶやいた。

「この前搔かっ切られた、私の喉のどの分です」

　左腕を傷口に押し付けながら、ラックはイブの方に向き直った。

「怪け我がは無いです──か──」

　ラックは襲いくる痛みに耐え切れず、そのまま意識を失ってしまった。




　　　　⇔




　──どうしよう。はぐれちまった。

　イブ・ジェノアードと共に隠れようとしたロイだったが、慌あわてて逃げる内にイブの姿を見失ってしまった。もしかしたら後に置いてきてしまったのだろうか。それとも、先に逃げたのであろうか。あの角を曲がれば、最初に自分達が連れてこられたドアに出るはずだ。

　しかし、あそこにはまだ銃じゆうを持った見張りがいる筈はずだ。自分ひとりではどうしようもない。

　だから、少なくともまだあのドアから出てはいない、その筈だ。

　かといって、今からあの部屋の側そばまで戻るわけにもいかない。先刻から乾いた音が何発も響き渡り、なにやら金属の軋きしむような不快な音も響いている。

　逃げるわけにもいかない。彼女は言わば自分が巻き込んでしまった存在だ。そんなわけにはいかない。

　理屈では解わかっていても、やはり逃げたい。心の底では逃げ出したくて仕方がない。

　──ああ、ダメだ。俺おれはなんてダメ野や郎ろうなんだ。くそ、くそ、薬を、薬をキメてた時にはあんなに、あんなに俺はすげえ事ができるのに。俺にはなんだってできたのに。どっちも俺なのに、この差はいったいなんなんだよ！　くそ！　俺に出来た事なのになんで俺に出来ないんだよ！　おかしいじゃねえか──

　焦しよう燥そうするロイの耳に、どこかで聞いたような声が聞こえてくる。

「……イ、ロイーッ！」

　──くそ、イーディスの声だ。幻聴が聞こえやがる。やめろ、俺。俺がイーディスに頼らなきゃ何もできねえ男だと思ってやがるのか。ああその通りだ。それがどうした。

　でもやめてくれ、今は俺だけで俺だけでやらなけりゃ──




「ロイ！」




　そこで彼は、ようやく我を取り戻す。イーディスの平手打ちが頰ほおに直撃したからだ。

「しっかりしてよ！　このバカッ！」

　イーディスの平手打ちが何度も何度もロイの顔面を往復する。裏打ちの時に、手の甲こうの骨が頰ほお骨ぼねに当たって痛い事この上無い。

「い、イーディス！」

「このバカ、何で、何であんた気が弱い癖にそんなに他人に気を使うのよ！　かと思ったら今度は平気で知らない人を巻き込んだりして！　約束ぐらい、人に約束ぐらい守らせてよ！　私があんたを助けるっていったんだから、守るっていったんだから、逃げ出さないでよ！」

　馬乗り状態でパカパカ殴なぐられながら、最後には硬く抱だきしめられた。

「悪かったよ、ごめん、ごめん、本当にごめん」

　──ああ、情けない。俺おれ、すげえ情けない。何が情けないって、こんな時にこんな言葉しか思い浮かばないのが情けない。

　その時、イーディスの後ろに見知らぬ影が立った。

「君、が、ロイ、君、か」

　言葉を細かく途切らせながら、不健康そうな男が自分の名を呼ぶ。

「な、なんだよ、あんた」

「俺、は、ベグ。しか、し、本当に、普通の、男、だ、な。もしか、した、ら。その、反動で、なのかも、しれない、な。お前、が、異常に、強い、反応、を、見せた、のは」




　最初は只ただの興味だった。自分の薬を打ったとはいえ、そこまで大だい胆たんになる人間がいるとは思っていなかった。寧むしろ通常の禁止薬物の方が強力かもしれないという程度の薬で、ルノラータから薬を奪う程の無茶な男がいるのかと。

　もしかしたら、最初から粗そ暴ぼうな男だったのかもしれない。それならば、少しの興奮剤でそこまで自分を失うのも当然だろう。そう思って、この男が通っていた『社交場』で話を聞いてみたのだが、聞けば聞くほど興味深い結果が出た。

　このロイという男は、通常２時間足らずで効果が切れる筈はずのダウナー系新薬で、実に三日間以上も『向こう側』から帰って来なかったという話だ。その他ほかの薬に関しても、ベグが調合した物には常に過剰な反応を示している。

　精神的なものか肉体的なものかは解わからないが。この反応なら、この反応ならば自分が求めているものを見る事ができるのではないか。




　ベグは自らの懐ふところからゴムバンドと注射器を取り出すと、それをロイに向かって差し出した。

「薬、だ、これを、う、て」

　突然渡された注射器とバンドをみて、ロイは何がなんだか解らない状態だ。

「普段、お前が、使って、いた、薬を、強力に、した、ものだ。俺おれの、作った、興奮剤との、ドラッグ・カクテルに、なって、いる。恐らく、それを、使えば、二度と、こちらの、世界に、戻る、事、は、出来ない、だろう」

　最初は何を言っているのか解らなかったが、その意味を理解すると同時に、イーディスが大声を張り上げた。

「ちょっと……あんた、いきなり何を考えてるのよ！　そんなこ……！」

　怒りに立ち上がった彼女の前に、黒光りする銃じゆう口こうが向けられる。

「悪い、が、拒否権、は、無い」

「イーディス！」

　慌あわてて立ち上がるロイの前で、男はイーディスを背中から引き寄せ、そのこめかみに銃口を突きつける。

「俺に、見せて、くれ。お前が、笑って、死ぬ、ところ、を。お前が、世界、を、感じて、いる、所を。お前の、快楽、を、お前の、世界を、見せて、くれ」

　引き金に指をかけながら、徐々に語気を強めていく。

「わけが……わけが解らない、なんだよ、なんなんだよ、俺、俺今までお前みたいなわけの解らない奴やつが作ったもんなんか打ってたのかよ！　少しは説明してくれよ！」

　その叫びを完全に無視しながら、ベグは静かに撃げき鉄てつを起こす。

「早く、し、ろ」

　ロイは無む性しように悔しくなった。

「解った……解ったからイーディスを撃たないでくれ」

　しかしどうする事も出来ず、きついゴムバンドを腕に嵌はめる。すると直すぐに血管が浮き出てきて、手首から指先全体にかけて強い圧迫感が支配する。

「止やめて、止めてよロイ！　ダメだよ！　死んじゃうよ！」

「約束、そうだ、約束しろ！　俺が、俺がこの注射器を打ったら、絶対イーディスを離すって約束しろ！」

　少し間まを空けて、ベグはその約束に同意した。

「いい、だ、ろう。約束、する」

　それを聞くとロイは、ゴムバンドを更にきつく腕に巻きつけ。何の躊躇ためらいも無く、腕に注射器の針を刺した。

　容器の中の薬液が徐々に押し込まれ、遂には空となってしまう。

「ロイ！」

　イーディスが叫び、ロイに向かって駆かけ寄ろうとする。だが、ベグはそれを離さない。

　約束を守るというより、興奮のあまり手を離すのを忘れているようだ。

　彼に起こる変化を期待し、ベグは彼の姿を目に焼き付けようとする。

「ごめんな、イーディス、本当にゴメン。俺おれ、約束守れなかったな。だから、その、あれだよ」

　何を思ったのか、ロイはその手を大きく振り上げる。

「だから、お前も約束を守る必要なんかないんだ」

　それだけ口にすると、彼は高く振り掲げられたその左手を────

　────通路の窓ガラスに、思い切り叩たたき付けた。




　鋭い音が通路に響き、窓ガラスが粉々に砕くだけ散る。

　そしてロイは、窓に残る鋭い破片に、己の腕を突き刺した。

　大量に血が噴ふき出し、血液が大量に宙に舞う。

「ロイ！　ロイーッ！」

　イーディスは叫び、ベグは彼の行為の意図に気付き、その双そう眸ぼうに動どう揺ようの色が浮かぶ。

「約束、だ、ぞ、注射までは、打ってやったんだ。その後は、俺の、そう、俺の自由だ、そうだろう、そうだよな？」

　自分自身の返り血を浴びながら、彼は小さく笑って見せた。

「無む駄だ、な、事を！　その、程度で、全すべて、の、薬を、腕から、抜けるとでも、思ったか！」

「やってみなきゃ、わからないだろ？」

「バカな、何な故ぜ、だ。そんな、まねを、する、ぐらいなら、何故、世界を、受け入れ、ない！　どうせ、死ぬの、なら、快楽の、中で、死にたいとは、己の、世界、で、死にたいとは、思わない、の、か？」

　ベグの問いに、ロイは鼻で笑ってやりながら、血で濡ぬれる口元で笑って見せる。

「俺は、俺の見てた世界は、俺が一番よく知ってる。よく知ってるんだよ。何回も何回も何回も行った世界だから。気持ちよくて仕方ない世界だった。だからよく覚えてるんだ」

「だったら、何故、だ」

「ああ、ハッキリ覚えてる、だからこそ行きたくねえんだよ！」

　未だにイーディスを抱かかえ続けるベグを睨にらみ続けながら、あらん限りの声を振り絞しぼった。

　それはまるで、ベグに対する勝かち鬨どきの叫びのように。

「あの世界にはな、あっち側にはイーディスがいねえんだ！　それだけは覚えてる！　だから、だからイーディスを早く離せよ！　離してくれ！」

　血の滴したたる腕を引きずって、ベグの方に一歩一歩着実に近づいていく。

「俺の、俺の世界を壊さないでくれ！」

　かつて、『あっち側』の世界から引き戻そうとするイーディスに向かって叫んだ事を、ベグの臨む世界全すべてに叩たたき付けた。
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　このままイーディスを離してこの男が死ねば、この男は恐らく笑って死ぬだろう。ベグの薬の全すべてを否定したまま。

　イーディスを殺してしまえば、この男は何の希望も幸せも無いまま死んでいく事になる。

　どちらも、自分の理想とは程遠い結果だ。

　今までの自分が全て否定されたような気分になって、ベグの中に激しい悲しみと憎しみが入り混じる。ロイの事が許せなくもあり、ロイをどうしても助けたくもあり。

　──教えてくれマイザー。俺おれは一体どうすればいいんだ？　ああ、今のこの気持ちが、これがお前の言っていた『魂たましいが疲ひ弊へいする』って奴やつなのか？　どうなんだ？　教えてくれ、教えてくれ──




　イーディスをロイの方に突き放し、ベグは自らの側頭部に銃じゆう口こうを向ける。

「今、なら、病院、に、行けば、間に合う、だろう。俺、が、再生、する、まで、に、逃げ、ろ。この、まま、では、お前ら、を、二人、とも、殺して、しまい、そう、だ」

　次の瞬間、通路に小さな銃じゆう声せいが響き渡った。

　その音を合図に、ロイは深い闇やみの中へと堕おちていった。




　　　　⇔




「成功だな」

「大成功だね！」

　マルティージョ・ファミリーの中では、ドミノを全て倒し終わった達成感で満ち溢あふれていた。

　床には数千個のドミノ牌ハイが散らばり、描かれていた模様がうっすらと残って見える。

　店全体が一つの達成感に包まれている最中、この『祭り』に参加できなかったフィーロだけが、奇妙な疎そ外がい感を受けていた。

　リアも祭りに参加していた為、彼の昼ちゆう食しよくはまだ届かない。

「いいんだけどな、別に」

　牌の絨じゆう毯たんの上でフラメンコ風のダンスを踊るアイザック達を尻しり目めに、悔し紛まぎれに呟つぶやいた。

「誰が片付けんだよ、これ……」

　床に目を落とし、フィーロはある事に気が付いた。

　単なる幾何学模様の集まりだと思っていたが、中央に何か鳥のような物が描かれている。

「マイザーさん、あれは何です？」

　その疑問に対し、図柄の考案者は照れ臭くさそうに答える。

「ああ、ポイニクスですよ」

　ポイニクス。その言葉にはどこか聞き覚えがあったが、ハッキリとは思い出せない。

「フェニキアで崇あがめられていた神の一人ですよ。最初は鳥の姿ではなかったんですが、今では様々な霊鳥等と合わさってフェニックスとも呼ばれてますね」

「ああ」

　フェニックスなら解わかる。炎ほのおに身を投げては転生を繰り返すという神話上の不ふ死し鳥ちようだ。

「二人がどうしてもフェニックスを入れてくれっていうものですから」

　その言葉を聞いて、アイザック達が踊りながら話に割り込んで来た。

「ドミノにピッタリだろ？　何回倒れても必ずまた起き上がるんだからな！」

「それでね、火に飛び込んだ時よりも、もっともっと綺き麗れいになって蘇よみがえるんだよ！」

「ふーん」

　フィーロは何気なく聞き流すつもりだったが、二人の言葉に嫌いやな予感がして呟つぶやいた。

「まさかとは思うが……またやる気か？　今倒したのよりもっと凄すごいのを」

「当たり前だろ？」

「それがドミノ倒しをやる人の義務だからね！」

　二人の無む邪じや気きな決意を聞いて、フィーロは頭を抱かかえてカウンターに突っ伏した。

「勘かん弁べんしてくれ……」




　──不死鳥か。

　フィーロとアイザック達のやりとりを眺めながら、マイザーが皮肉げに口を緩ゆるめる。

　──何度も死地を乗り越えて、より強くなって蘇る。まさに人間そのものだ。

　同じ不死とつきながら、自分達『不死者』とはまるで違う存在。

　──同じ神話なら、我々はまるでバベルの塔だ。高みを目指した所で鳥には敵かなわず、崩れ去ればそれで全すべてが終わる。

「我々よりも普通の人間の方がよっぽど神に近い存在ですよ。そう思いませんか、ベグ」

　グラスの酒を煽あおりながら、マイザーはそこに居ない友人に対して小さな愚ぐ痴ちを呟つぶやいた。
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「まずはガンドールのチック君が、浚さらってきた奴やつからグスターヴォのチョロマカシの話を聞きだした。その情報と引き換えに、私はキース君にバルトロとの連絡方法を教えた。バルトロと彼の後ではどんな話がなされたのかは解わからないけどね。そして、我々はイーディス嬢じように『ロイを助ける方法』として、キース君達が立てている作戦の事を教えた……というよりも、この時点で既に我々も巻き込まれて、キース君達の尻しり馬うまに乗った形にはなるんだけどね」

　書類の奥の声が、愉たのしそうに今回の事件の概況を整理する。

　今回の事件については、『薬で錯乱したグスターヴォが、自分達の扱う薬物の危険性を記事にしようとしていた新聞社内で暴れた』。そういう方向で警察に事情を押し通した。

　証拠を捏ねつ造ぞうする必要などなかった。例の黒いバッグをグスターヴォの横に置いておいたのだ。中から出てきた薬を警察が調べれば、いずれはルノラータの扱うその薬物も法で規制される事となるだろう。暴行と器物損そん壊かい事件が既に起こっているのだから、法の対応もスムーズに行われる事となる。でっちあげを好むのは政府も一緒だ。真相に気付かれたとしても何の問題も無い。彼らはそう判断した。

「まあ、皆無事で何より。グスターヴォも病院から監獄に直行といったところだろうから、これでひとまず事件は終わったとみていいかな？」

　ニコラスとエレアンは顔を見合わせ、疑問に思っていた事を尋ねてみる。

「あの、社長」

「なにかな？」

「我々が思うより、随分と警察の到着が遅れたみたいですが」

　実際に警察が到着したのは、事が終わってから三十分ほど経たってからの事となった。だからこそ、その間に怪け我が人の搬はん出しゆつや状況の偽ぎ造ぞうなどが行えたというわけなのだが。

「ああ、それか、そうそう、それもあったね」

　書類の奥から、うっかりしていたという調子の声が響いてくる。

「これは極秘事項だったらしいけれど、昨日、テロリストのヒューイ・ラフォレットの取調べがあってね。今日は彼を極秘裏にマンハッタンから護送してたらしい。何せその男の奪だつ還かんの為に列車強ごう盗とう──ほら、この前の『フライング・プッシーフット』の件。そんな事まで企てる連中がいたわけだから、警察はテロリストの残党の襲撃に備えて、手の空あいた警官達を極限までその周辺の警戒に当たらせていたそうだ。その影響だろうね」

　淡々と言ってのける書類の主ぬしに対し、エレアンも一つ疑問を投げかける。

「私達がなんていうかほらあれですよ、外に避ひ難なんしてた時と言いますかねえ。グスターヴォの奴やつがそりゃもう派は手でに派手に派手に暴れてた最中、ボスは一体何ど処こにいたんですかねぇ？」

　その問いに対しては、書類の奥の声が少し笑ったように感じられた。

「ずっとここにいたよ？」

「は？」

「ハイ？」

「いやあ、意外とバれないもんだねえ。おかげで、この部屋の音信管から全部の部屋の会話が聞くことができたよ」

　呆あきれ果てる二人は、一瞬書類の束自体が笑ったような錯覚を起こした。書類の主は、最後に情報屋らしからぬ事を言って事後報告会を終了させた。

「なんにせよ、自分で直接見聞きした情報ってのは大事にした方がいい。ラプラスの悪魔絶対認識者なんてものはこの世に存在しない。いくら知識を持っていようが、最後に頼れるのは自分の勘かんと経験だからね。そういう事さ」






















数日後




　この日は社長もニコラス達も留守で、ヘンリーが一人で『情報』の受付を担当していた。

　──あの情報は、俺おれ自身が死ぬ思いをして得た。あの情報は俺が是ぜ非ひとも伝えたい。社長よりも俺の方が絶対に上う手まく話せる。何せ、俺は色々と直接に経験したんだからな。引き換えに色々なものを失ってしまった気もするが、それは仕方の無いことだ。情報は力だ。それを得るために相応の代償は必要なのだ。その考えは今でも変わらない。

　──ただ、もう調子に乗るのはやめるとしよう。




　ヘンリーは髪の生はえ際が真っ白くなった事も気にせず、自分が代だい償しようを払って得た『情報』を、誰かに伝えたくて仕方が無かった。

　そんな折、一人の客が訪れる。

　顔に刺青いれずみを入れた妙な若者だ。足に怪け我がをしているようで、包帯を巻いて杖つえをついている。

　編集部の雰囲気に気け圧おされてしまって、なにやらそれだけで泣きそうな顔になっていた。

「遠路はるばる、この『情報屋』へようこそいらっしゃいました」

　青年は慇いん懃ぎんな挨拶に対して戸と惑まどいながら、ヘンリーがもっとも期待する言葉を口にした。

「あ、あのっ、この前あった、列車強ごう盗とうの事件についてなんですけど──」




　そして今日も、情報が街を駆かけ巡る。

　情報を利用する者と情報に踊らされる者。

　騙だます為に騙される為に、栄える為に滅びる為に。彼らは情報を奪い合う。

　それを嘲あざけるかのように、意思を持たない力は、徐々に高く広く積み重なる。

　積みあがる事を望みながら、あるいは崩れ去る事を目的として。

　進化と退化を繰り返しながら、まるで永遠に生き続けるかの様に。

　情報は────何度でも蘇よみがえる。





了
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　　ルノラータ・ファミリー







　ニュージャージー州　ニューアーク郊外




「それで？」

　透すき通る様な青。そんな色が冴さえ渡る寒空の下、芝生の上には老ろう齢れいの男が一人で佇たたずんでいる。

　その背後には若い男が一人。グスターヴォの配下で、常に状況の報告を行っていた男だ。

「は、グスターヴォは奇跡的に一命をとりとめています。何の凶きよう器きを用いたのかは解わかりませんが、頚けい動どう脈はさけていたようでして。身体からだに残る銃じゆう弾だんなどは社員の正当防衛。喉のどの傷に関しては錯乱による自傷行為として事が運んだようです」

　己の真なる主人である男──バルトロの言葉に、部下は微み塵じんの気き後おくれも見せずに報告を行う。

　グスターヴォを前に怯おびえていた男とは、まるで別人のように。

「なお、警察もジェノアードに関する殺人容疑でアタリをつけ始めているようでして、逮捕されるのも時間の問題かと。根回しは既に済ませておきました。グスターヴォ以上は我々には手を出さないという事で、政治屋には話がついています」

「そうか」

　バルトロは小さく頷うなずくと、空を仰あおぎながら独り言のように呟つぶやいた。

「まあ、奴やつも運が良かったというところか」

「と、おっしゃいますと？」

「余よ所その『議会』からな、前々から奴を引き渡せという要求があった。過去に派は手でな事をやらかして来た男だ。向こうとしてもけじめはつけておきたかったんだろう」

　まるで経済の話でもするように、淡々と結果のみを口にする。

「奴がガンドールの縄張りシマを手に入れられればそれで良し、その領域をマンハッタンの五大組織に明け渡す事で話はついていたからな」

「そして、しくじったらグスターヴォ本人の身柄を引渡す、と」

「結果としてしくじりはしたものの、ム所に入れば奴らも簡単には手を出すまい。奴にとっては運のいい話だ。もっとも、俺はその代償として利益の一部を手放さなければならなくなったがな」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ると、バルトロはつまらなそうに笑いながら、部下に軽い愚ぐ痴ちをこぼす。

「大した時代になったもんだ。裏切った部下を殺すのにも、手下の復ふく讐しゆうをするのにも『議会』や『委員会』の承認がいる時代になっちまったんだからな」

　ルチャーノの血に塗まみれた革命以降、マフィアの世界は急速に近代組織化が進められていった。政治家との繫つながりはますます強くなり、敵対していたユダヤ、アイルランド系のギャング団との無む闇やみな敵対関係も薄らいだ。

　ルノラータ・ファミリーは、そうした近代化の波からは一歩引いた形で稼業を続けていた。かといって敵対するわけではなく、他ほかのギャング組織と同じように『共存』という道を選んでいる、そして、その我わが侭ままを押し通すだけの力がバルトロにはあった。

「ラッキー・ルチャーノは力のある男だ。だが、自ら組織の長として君臨する事をせずに、政治家と同じように議会を作り上げた。うかつに自分が組織の頂点だと名乗れば、次に狙ねらわれるのが自分だと解わかっているからな。それでいながら誰もが奴をトップだと認めている。まあ、少なくともしばらくの間は奴の時代だろうな」

　不意に部下の方に顔を向けて、バルトロは顔に僅わずかな感情を灯ともす。

「俺達やガンドールの奴らにとっては厳しい時代になるかもしれんがな。お互いどこまで伸のし上がれるか、楽しみだ」

　その言葉を聞いて、部下は意外そうな顔をする。

「では、ガンドールは」

「不戦協定を結べ。奴らとは今後対等として関係を持つ。敵になろうと、共存しようとな」

「いくら『葡萄酒ヴイーノ』と契約を交わしているとはいえ、あの程度の組織ならば」

「解わかっていないな」

　瞬時に冷たい表情にもどると、眼鏡めがねの奥から部下の顔を静かに凝ぎよう視しする。

「我々の世界では、１か０かのどちらかだ。敵として対等か、存在すらしないかの二者択一だ。『格かく下した』なんて言葉は存在しない。相手を決して自分達より下とは考えるな。その瞬間から足元を掬すくわれ始めるぞ。……これについてはグスターヴォも同じ考えだった。ただ、俺おれは奴やつらを１として捉え、あいつは０として捉とらえた。その違いはあったがな」

　それだけ言うと、バルトロは自らの邸やしきの方角に軽く手を上げた。

　まだ幼い孫が、こちらに向かって駆かけてくるのを見つけたからだ。

「俺の孫が成長した時、ガンドールは果たして敵となるか隣人となるか。それも楽しみだ」

　歩を進めながら、最後に自分と交渉を行った男について雑感を漏もらす。

「キース・ガンドールか。芯しんの通った、中々に雄弁な男だったよ」
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　　ガンドール・ファミリー







１９３２年　１月５日




　ガチャリ

　キースは受話器を静かに壁に掛けると、そのままコートを羽は織おって帰り支度を始める。

　ほぼ一週間ぶりに自宅に帰るので、心なしか機嫌が良さそうだ。

「ケイト義ね姉えちゃん、元気そうか？」

　笑い混じりの冷やかしに、キースは軽く頷うなずきながら部屋を出て行った。

　──兄貴は、電話だと良く喋しやべるんだけどな。

　ベルガの思いを知ってか知らずか、キースは相変わらず何も喋らない。あるいは、言葉を紡つむぐ間まも惜おしんでいるかの様に。




　ガンドール・ファミリーの事務所。戻ってきた日常の中で、ラックだけが浮かない顔でソファにもたれかかっていた。

「日ひ和よった……」

　確かに、グスターヴォを孤立させる時に『来る者は拒こばまない』と言った。

　言いはしたのだが。

「だめだよアミーゴ！　ハサミなんて使って料理なんかしちゃ！」

「えー、おいしいのに。ところでアミーゴってどういう意味？」

「友達って意味だよ」

「わあ、女の子に友達って呼んでもらえたのは初めてだよ」

　事務所に備え付けられてる厨ちゆう房ぼうでは、チックとメキシコ娘むすめが無む邪じや気きな会話を続けている。

　メキシカンがこの事務所に来た事など初めての事なので、部下達が怪け訝げんな顔で尋ねてくる。

「あの、ラックさん。あの女は一体……」

「気にしないで下さい」

「ですが」

「気になっても、気にしないフリをして下さい」

「はあ」

　渋しぶ々しぶ引き下がる部下達を尻しり目めに、ラックは再び溜ため息いきをついた。

　──キー兄もキー兄だ。あんな変なのはチック一人でも充分なのに。ていうか、僕はあいつに腕を斬きられてるってのに。

　まあ、それはまだいい。腕の立つ奴やつが増える事を考えれば我が慢まんもできよう。

　クレアも『列車の方が遙はるかに運動量が多かった……』とぼやいて、そのまま何ど処こかに消えてしまった。おそらく結婚相手とやらでも探しに行ったのだろう。いつもながら身勝手な男だ。




　だが、何より身勝手で、誰よりも日和ったのは──間違い無く自分自身だ。




　ラックは虚こ空くうを仰あおぎながら、あの事件の後の事を思い出す。




　　　　⇔




「御嬢じよう様！　おお、御嬢様！　申し訳ございませぬ！　このベンヤミンめがふがいないばかりに、御嬢様をこのような危険な目に！」

　イブには、別の意味で謝る暇すら与えられなかった。

「ベンヤミンさん、サマサさん、私、私──」

　その頭をペチペチと叩たたきながら、サマサが笑顔を作って見せた。

「悪ぃどござしたのはわかっているのぉんやざ？　ならええやざ」

　イブが去るその時、目を覚ましたラックが近づいてきた。

「あ……」

　イブは言葉を詰まらせた。あれだけ身勝手な事を言って、自分勝手な事をしようとして、それなのに自分を助けてくれた、兄の仇かたき。

　あのまま銃じゆうを放はなっていれば、もう二度とベンヤミンやサマサに会う事が出来なかっただろう。

　あの部屋で何度もあの人に助けられたのに、結局一度もお礼を言えなかった。

　それなのに、自分の心の中ではまだダラスを助けたいと思っている。

　一体どんな顔をして彼に話しかければいいというのか。

　すると彼は、イブに一枚の紙切れを渡しながらこう言った。

「私の痛みが消えたと思った時に、引き上げるなりなんなり勝手にして下さい。その判断は、あなたにお任せします」

　それだけ言って、狐きつね目めの青年は立ち去ろうとする。

　紙切れには細かい地図と、川の中に印がつけられていた。

「あの！　ラックさん！」

　イブの前に手の平を突き付け、イブの言葉を遮さえぎった。

「何も言わないで下さい。罵ののしりだろうと謝辞であろうと、私が腹立たしくなるだけですから」

　そのまま去って行く彼の背中を見て、イブはただ静かにその紙片を胸に抱いだき続けた。




　　　　⇔




　あんな事を言ったとバレたら、今度は自分が兄達に沈められる番だ。

　それ以前に、死んだ仲間に対してなんと言い訳すればいいのか。

　フィーロあたりなら『死んだなら言い訳する必要ないだろ』と平気で言いそうだ。そういう点であいつは自分よりもずっとドライなところがある。

　だが、そういうわけにもいかない。よく、この稼か業ぎようについている人間は皆死ぬ覚かく悟ごができていると思われがちだ。だが、実際はそんな小説や映画のようにはいかない。誰だって死にたく無いのだ。そういう点では、自分達もまた通常の人間となんら変わりは無い。

　違いがあるとするならばただ一つ。悪人である。それだけだ。

　──そう、悪人なんだ。

　自分は決してダラス達を許したわけでも、イブに対して情に流されたわけでもない。

　あの行為は、あくまで自分が得意とする『打算』の一つに過ぎなかった。

　──結局、不可能なんだよな。場所が解わかったところで、あいつらを引き上げる事なんて。

　ダラス達を沈めたのは、近隣の川の中でも特に深い所だ。クレーンで底を攫さらえばなんとかなるかもしれないが、イブ個人の力ではそんな事は不可能だろう。

　自分はただ、少女に『気休め』を与えてやっただけなのだ。場所さえ教えておけば、彼女はもう自分達に近づくことは無いだろう。無む駄だに恨うらまれる筋合いも無くなったわけだ。それでいて、ダラス達はこれからも苦しみ続ける事になるだろう。

　全すべては計算通りなのだ。憂うれう事など何もない。

　そう考える一方で、ラックにはやはり自分が『日ひ和よった』という印象が拭ぬぐえない。

　どうせダラスを助けさせる気が無いのなら、噓うその場所を記した地図を渡せば済む事だ。僅わずかとは言え、何な故ぜダラス達が助かる可能性を与えてしまったのか。どうして彼女に噓うそを教える事をしなかったのか、それだけがラックの心に引っかかり続けている。

　クレアの言うとおり、自分はマフィアには向いていないのかもしれない。だからと言って、今更やめるには手を汚よごし過ぎている。それに、この土地を守るのは自分達の使命であり義務なのだから。そして何より、この稼か業ぎように家族の誇りを感じている。

　逆に言えば、それしかないのだ。

　それが、自分に与えられた世界の全てなのかもしれない。

　──もしかしたら。

　ラックはグスターヴォと対たい峙じした前後の、あの少女の顔を思い出す。今の自分には出来ない目をしていた。自分の信じる世界に対して身を投げ出す、ある種の覚かく悟ごに満ちたあの眼まな差ざし。

　──もしかしたら、私は羨うらやましかったのかもしれない。あの子の中に満ちていた、激しい感情の高ぶりを。私には、恐らくもう手に入れられないものを。

　自分にはもう、死ぬ覚悟を持つ事はできないのであろうから。永遠に、永遠に。

　そんな事を思いながら、ラックは静かに読書に耽ふける事にした。
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　　富豪







「なあ、明日あたりもう一回やろうぜ」

「今度はフィーロも一緒にね！」

『アルヴェアーレ』店内にあるいくつかの酒さか樽だる。その中には現在、酒の代わりに大量のドミノ牌ハイが詰まっている。もっとも、ガサ入れ対策の為に普段から空になっている樽を利用しているに過ぎないのだが。

　その樽の上に腰掛け、アイザックとミリアが足をブラブラさせながら声を上げている。

「断る」

　フィーロは短く言い放つと、溜ため息いきをつきながら二人に問いかけた。

「なあ、もう一度聞くが……何が楽しいんだ？　何時間もかけて並べたもんを、たった数分で全部オシャカにするなんて事がよ」

　その言葉に対し、アイザック達は子供の様な笑顔を浮かべて口を開く。

「でも、見てて楽しかったろ？」

「楽しかったよね？」

「……まあな」

　フィーロはその点については同意した。散さん々ざん馬ば鹿かにしながら見ていたものの、ドミノ牌が倒れ始めてからは、空腹も忘れて牌の動きに見入ってしまっていた。

「それが楽しいのさ！　俺おれ達が並べた牌を倒すと、俺達はもちろん楽しいし……」

「見てる人も楽しめるなら、一石二鳥だね！」

「つまり、大おお儲もうけってわけさ！」

「私達も見てる人もみんなみんな楽しくなって、町は幸せいっぱいだね！」

　心の底から幸せそうな二人を前に、フィーロも半分諦あきらめたように笑う。

「そうだな……そう考えると、お前らにはぴったりの遊びかもな」

　──お前らの人生も似たようなもんだしな。

　フィーロはそう考えたが、特に口に出す事はしなかった。

　──こいつらの生き方は、まるで巨大なドミノの『本線』だ。物凄すごい勢いで滑かつ走そうしながら、様々な仕掛けに通じる分ぶん岐きの牌を押し倒して行く。俺やエニスの人生がそうだった様に、この二人は常に他人の人生に影響を与え続けていやがる。本人達は、ただ自分達の思うままに突っ走ってるだけなのにな。

「わかったよ。次にやる時は俺も手伝ってやる。ヒマだったらな」

「やった！　これでフィーロもドミナーの仲間入りだ！」

「ドミニストかもね！　どっちがいい？」

「……頼むからその二つの違いを教えてくれ」

　頭を抱かかえながら、フィーロは思う。

　この二人のような人間がどんどん増え続ければ、世界など直すぐに平和になってしまうのではないかと。だが、いくらこの二人に影響を受ける人間が多いと言っても、『この二人のようになろう』などという物好きな人間はいないだろう。

　──考えすぎか。

　フィーロは自分の妄もう想そうに苦笑しながら、樽たるの中の牌ハイを掌てのひらにすくい上げた。




　　　　⇔




　ミリオネア・ロウにある別邸で、イブは食卓の席で俯うつむき続ける。

　小さな紙片を握りしめながら、兄の事やラックの事を思い出しながら、ただ静かに物思いにふけっていた。

　──このまま、兄のダラスを助け出す。それは果たして正しい事なのだろうか？

　自分があれほど望んだことなのに、どうしてこんなに決意が揺らぐのだろう。

　己の個人的な我わが侭ままで、もしかしたらあの人を物凄すごく傷つけてしまったのではないだろうか。しかし、兄を助けたいという気持ちも止めようが無い。

　どうすればいいんだろう、どうすれば良かったんだろう。私は、私は──

「なんか元気なさそうダネ？　まあ、メシでも食って元気ニなってヨ」

　陽気な声に目を向けると、東洋人コックのファンが料理を運んできたところだった。

「何を悩んでるのカ知らないケド、とりあえズ食べなっテ。人間、上う手まいメシを食ってる時だけは無条件で幸せになれるんだから」

「無責任に単純な事を言うな」

　横に居たヨウンが無ぶ愛あい想そうな突っ込みを入れる。

　最初は食欲が無かったイブだったが、匂においに惹ひかれて思わず料理を口に運んでいた。

「──美お味いしいです。ケイトさんの料理と同じぐらい美味しいです！」

「ケイトってのはどちラ様？」

　不思議そうな顔をするファンを余よ所そに、執しつ事じとサマサが嬉うれしそうにその様子を眺めている。

　あれからずっと塞ふさぎ気味だったイブに笑顔が戻ったので、まるで我が事のように嬉しがっている。

　イブはその様子を見て、自分がどうしようもなく幸せな境遇にいるのだという事を再認識させられる。しかし、ここには兄も父も存在しない。それもまた事実だ。いない者を嘆いても仕方が無い。だが、ダラスはまだ確実に生きているのだ。

　どうすればいいのか、イブはその料理を食べながらも考え続けた。

　自分に出来る事はなんなのか、どうすればダラスもラックもガンドールの人たちも、みなが幸せになる事が出来るのだろうか。

　──ああ、私は、自分が幸せになる事しか考えてなかったんだ。

　彼女はそこまで考えて、ダラスを今すぐにでも救い出す事を決意した。

　考え続けるしかないのなら、少なくとも今できる事は行動に移そうと。

　そうだ、自分は──自分はあの二人になろう。

　自分にひと時の幸せを運んでくれたあの二人の泥どろ棒ぼうのように、自分以外の全すべての人間の為に、何かできる事を考えよう、考え続けよう。そして、それを行動に移す時は決して迷わないようにしよう。他人のものであれ自分のものであれ、二度と幸せを逃がさないように。

　イブは二人の泥棒の事を思い出しながら、心の中の迷いを消していく。

　彼女は自分の思いを確かめるかの様に、胸の紙片を強く強く握り締めた。










[image: ]













　　ベグ







２００２年　８月　ニュージャージ某所




「ベグ」

　マイザーは数十年ぶりにその男の名を呼んだが、相手からは何も反応が見られなかった。

　とある病院の一室で、ベグはただ、部屋の隅に丸まっているだけだった。

　何かをブツブツと呟つぶやいており、こちらには一切の関心を持とうとしない。

「もう何十年も前からあの状態らしいんですけど……なんでも、30年ぐらい前にバルトロ・ルノラータさんが老ろう衰すいで亡くなられた頃からあの調子らしいんですが。御存知ですか？　その、この辺では有名なマフィアのドンだったんですが」

「名前ぐらいなら」

　バルトロ・ルノラータ。マイザーと直接面識は無いものの、同業者の間では有名な人間だ。ベグの主人でもあり、彼が『古い仲間』以外に唯一信頼を寄せる人物だった。

　マイザーが最後にベグに会った時は、まだバルトロが組織の長として君臨している時だ。

　何があったのか知らないが、ベグはある時を境にすっかり気力を失ってしまった。世の中に絶望したような顔を浮かべたまま、バルトロの言うままに薬を調合し続けているだけとなった。

　自らの主あるじに対する忠誠だけを拠より所として生きていたようにも見え、バルトロが死んだ後はどうなってしまうのだろうと心配していたのだが──

「私が解わかりますか？　ベグ」

　再度呼びかけてみるが、ベグは瞳をこちらに向ける事すらしなかった。

　看護師の男は興味深そうにマイザーを眺めているが、マイザーは気にした様子も無く看護師に尋ねる。

「ここの入院費などは、どうなっているんですか？」

「国営の慈善事業ですよ。まあ、うちにはジェノアードさんって所の当主が代々多額の寄付をしてくれてますからね。薬物治療とかに関しては最低限の環境は保障されています」

「そうですか……」

　それ以上は特に何も尋ねず、部屋の中の男に目線を戻した。

「何せ、ずっとあの調子ですから。何をしても反応しませんしね。……ところで、この患者とどういったご関係で？」

「古い友人です」

「……」

　看護師は何も言わない。何も食べずに何十年も生き続ける男に、その友人を名乗る、どうみても30前後にしか見えない男。この患者についてはＦＢＩから『関与しない事』と釘くぎをさされているが、この男は一体何者なのだろうか。

　看護師はずっと気になっていたが、特に口に出して質問はしなかった。




　マイザーが中に入っても、ベグは特に反応を見せない。

「今じゃ、貴方あなたが作ったものよりも、ずっと凄すごい薬が出回ってますよ。人を幸せにする薬も、不幸にする薬も」

　当時の事を思い出しながら、マイザーはベグの横に腰を下ろす。

「街の路地裏では、貴方の調合した薬の数十倍の効果と副作用を持った薬があります。八割近くは死ぬと解っていながら、その薬を打つ人達のなんと多い事か。──人間というのは、本当に想像以上の生き物ですね」

　その後も様々な事を呼びかけたりしたが、その目に光はともらない。

「ベグ……」

　マイザーは、自らの右手をゆっくりと持ち上げ、ベグの額ひたいの上に乗せる。

　このまま永遠に闇やみの中を彷徨さまよわせるぐらいなら、いっそのこと──

　そんな迷いが頭を擡もたげた瞬間、彼の呟つぶやきの中に、聞きなれた名前が出てきた。

「……チェス、そっちは……船底を……ほら……見てみろよ……この船で……アメリカへ……」

　その言葉の断片を聞いて、マイザーは静かに右手を下ろす。

　ベグは今、自分が幸せだった頃の時の中にいる。同じ船に乗った子供と一緒になって、船内を探検している時の会話だった。

「また、来ます」

　マイザーが静かにその場を立ち去ろうとすると、ベグが突然、ハッキリとした声で呟いた。

「ありがとう、マイザー、俺おれ、を、喰わない、で、くれて」

　看護師が驚いたように顔を上げたが、ベグはそれ以上、何の反応も見せなかった。

　──怒れるわけ、ないじゃないですか。

　マイザーは帽ぼう子しを深くかぶり直すと、そのまま病院を後にした。




「どうだったの？」

　外に出ると、10歳前後と思しき少年が待っていた。

「ええ、大丈夫です。少し疲れていたみたいですけれど、いつかは回復しますよ」

　そう言って、マイザーは乗用車の運転席に乗り込んだ。

「いつかは、必ず──」

　それ以上は何も言わず、マイザーは少年を乗せて車を発進させる。

　数十年ぶりに戻る、ＮＹニユーヨークの町へと向かって。
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　　麻薬中毒者







１９３２年　１月某日




　ああ、気持ちいい。最高だ。

　だが、それ以外に何かがあるような気がする。

　何かが物足りない。何だろう。思い出さなければいけないような気がする。

　ここにはすべてがある。俺おれの脳味み噌その中に全すべて揃っていたんだ。

　俺の目の前ですべてが溶とけ合っている。空も地面も森も街も昼も夜もどろどろに溶け合っている。果たしてこれは現実なんだろうか。俺の指先も融とけていく、腕が、足が、腰が、腹が、胸が、骨が、心臓が、周囲の全てと一つに融け合って、視界の全てが自分自身に包まれていく。俺の中に、世界そのものが入り込んで来た。

　遂に俺の目玉も融け始めた。ああ、この世の全てから全ての場所を見る事ができる。

　だが、その時俺は始めてこの世界がどんな形をしているのか気になった。

　世界から融けかけた目玉を外し、外から世界を覗のぞき込んでみる。

　俺は遂に、世界と完全に同化していた。つまり、世界は俺そのものだったんだ。

　そこで俺は、この世界に何が足りないのかようやく解わかった。

　ここには、俺以外誰もいないのだ。




「……イ、ロイ……」




　誰かの呼ぶ声がする。

　誰だ。誰でもいい、会わなくては。俺はここだ、ここにいる。ああ、俺の体の世界が崩れ始めた。俺の目玉を捕まえようと何万本もの手になって俺を追いかけてくる。止やめろ、俺を包み込むな。ああ、声が、声が遠ざかっていくじゃないか。やめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろ────────やめろっつってんだろこの糞くそ野や郎ろう！




「ロイ……ロイ…」




　俺の身体からだは、深い海の底に投げ出されてしまった。周りは混こん沌とんもへったくれも無い、何も無いただの真っ暗な世界だ。早く浮き上がらなくちゃ。溺おぼれちまう。水面の明かりに近づくにつれ、世界がどんどん光を取り戻して行った。空も地面も人も街も昼も夜も、それぞれ俺おれの見知った姿で現れる。俺の記憶は光に照らされてどんどん鮮明になり、俺の意識は水面に、ただ声のする方に向かって、水を搔かき分け必死に這はい上がって行った。




「ロイ！」




　そして俺の身体からだは、遂に水面に辿たどり着いた。




　　　　⇔




　目を覚ますと、そこは病室と思しき場所だった。

「よかった！　目を覚ましたのね！」

「イーディス」

　周囲を見ると、そこは見覚えのある病院だった。イースト・ヴィレッジにあるフレッドの病院だ。前に首に大怪け我がをした時もここに運ばれたんだった。最近遠出をしてて休業してたらしいが、何い時つの間まにか再開していたようだ。

　自分の両隣のベッドでは、酒臭くさい老人と、足と顔面に包帯を巻いた男が寝転がっている。

「気が付いたようだね」

　全身に灰色の服を纏まとった医者が声をかけてきた。間違い無い、フレッドだ。横には助手らしき男がいるが、何い時つの間にそんなのを雇ったのだろう。

「君は何か薬をやるたびにここに来るな。本来ここは薬物中毒は専門外なんだが、君の場合、いつも大きな怪け我がをするからね」

　そうして助手らしき男に器具を持ってこさせると、包帯を巻いた右腕の検診を開始した。

　薬に手を出した自分を特に責めるわけでも諭さとすわけでもなく、治療が終わるとさっさと病室を出て行ってしまう。この医者はいつもこうだ。

　ふと横を見ると、イーディスが自分の方を見て何か言いたげだ。

「ありがとう、イーディス。本当に俺が悪かった」

　バカと言われる前に、先に謝っておく事にする。

　つくづく情けない男だ。きっとまたバカと言われるだろう。

「よかった……貴方あなたが目を覚まさなかった時はどうしようかと思って……」

　バカと言ってくれない。何か変な気分だ。

　お互いに何を話せば良いのか解わからず、沈黙の時が二人の間に流れ続ける。それを打ち破る形で、イーディスが何かを思い出したように声を上げた。

「あ……そうそう、トラックの事なんだけど」

　──トラック？　……ああ、思い出した。俺おれが盗ぬすんで、ルノラータの運び屋の車に突進させた車の事だろう。そうだ、どちらにせよ俺はこのまま警察行きなんだった。どうしよう。

　下腹の辺りが締め付けられるような気分になって来る。だが、やってしまったのは事実だ。ここはおとなしく自首するべきだろう。

　すると、イーディスがニッコリと笑いながら妙な事を言い出した。

「あのね、安心していいよ。もう話はついてるから」

「え？」

「ガンドールさん達が間に立って、トラックのお金とかは全部持ち主に弁べん償しようしてくれてるよ。つまり、警察を通さないで示じ談だん交渉してもらったってわけ」

「示談って……俺にはそんな金……」

　次の瞬間、イーディスがとんでもない事を口にする。

「もちろん借りたに決まってるでしょ。ガンドールさんに──あなたがね」

「は？　え？　あれ？」

「利息は凄すごいけど、まじめに働けばいつかは返せるよ。ガンドールさんの高利貸しは『まだマシな方』ってことで有名なんだから！」

　イーディスはそこまで言うと、静かに微笑ほほえみながらロイの頰ほおを撫なでた。

「自分が犯した罪への代だい償しようは支払わなきゃね。私も保証人になってるから、少しは手伝ってあげられるよ。ガンドールさんが仕事も紹介してくれるっていうから、地じ道みちに返して行こう。それと、トラックの持ち主に謝りに行くのも忘れないでね」

　──やられた。

　ルノラータの死しに神がみから逃げられたと思ったら、ガンドールのハイエナにがっしりと喉のどを咥くわえられてしまった。これでもう逃げられないし、薬に手を出そうものならガンドールに即座に始末されるだろう。まっとうに働く。それしか逃げる道は無い。

　イーディスの様子を見るに、それらは全すべて承知の上のようだ。まるで彼女の掌てのひらにすっぽりと包み込まれたような気分だ。これから先、自分は一生イーディスに頭が上がらないだろう。そんな予感がした。それでもいい、今だけはそんな風に思う事ができる。今だけは。

　……だが、どこかおかしい。何かが物足りない気がする。

　もしかしたら、自分はまだ夢から覚めていないのではないだろうか？

　何か言おうとしてイーディスを見るが、そこで始めて、彼女が今までと違う事に気が付いた。

「髪の毛、少し短くした？」

「気付くのが遅いよ──バカ」

　その言葉を聞いて、ようやく自分の目が覚めている事を確信する。




「似合うよ。うん、とてもよく似合う」

　なんだか、幸せな気分だった。
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　日がすっかりと暮れたマンハッタンの街並。

　ヘルズキッチンの一画で、小さなメロディが奏でられる。

　古いオルガンから奏でられたその音は、まるで誰かのささやかな幸せを祝うかのように。

　まるで一つの物語の終わりを告げるように、そして、新しい物語の始まりを紡つむぐかのように。

　流れるように染しみ込むように、灰色に煤すすけた街の中に響き渡り続けた。

　いつまでも、どこまでも──────





バッカーノ１９３２　完









　あとがき

　まず、この後書きにまで目を通して戴いただきました事に心からの感謝を──




　というわけで、どうも、成なり田たです。




　ほのぼのした話を書こう。それが今回の目標でした。

　原稿をチェックしてもらった後に『今回のテーマはほのぼのです』と言ったら、担当の鈴すず木き編集長に『……えぇ？』と目を見開かれたのが気になりますが、とにかく今回はほのぼのとした話にしようと心がけたりしたものです。

　読み返してみて少々『ほのぼの？』と自分でも疑問に思う事もありましたが、まあその……ほのぼのの基準は人それぞれですので、読者の皆様にはほのぼのだろうがギスギスだろうが、とにかく楽しんで戴ければ幸いです。

　今回の話は、他ほかの話とは独立した『マンハッタンのとある事件』を描いたものですが、時間軸は前作の『バッカーノ１９３１』と重なっている部分が存在します。所々リンクしている部分もありますので、以前に発刊されたバッカーノシリーズと併読すれば、より楽しんで戴けるかと思います。楽しめなかったら……その時はすみません。

　バッカーノでは螺ら旋せん、続編の１９３１では並列する二つの線路をイメージした話の構成を目指していました。

　次はどうしようかと考えていた時、『エンドレスドミノ』の映像を見る機会がありまして。円になったドミノがぐるぐると倒れては起き上がる様が面白いなあと感じ、そのままこの巻の話を思いついたという次第です。そして、そのドミノの輪の中に『情報屋』という──ある意味不ふ死し者以上に非現実的な要素を加えたのが今回の構成だったりします。

　本作は今まで以上に主人公不在な状況ですが、そもそもこの『バッカーノ』と名の付く作品群では、特に私自身も統一した主人公というものを決めておりません。今後もバッカーノを出す機会があれば、全くの新キャラが舞台に登るかもしれませんし、お馴な染じみのキャラ、もしくは今まで数行しか出ていなかったキャラクターを中心とした話を作るかもしれません。毎回違うキャラクターが主人公になると思ってお楽しみ戴いただければと思います。……今後もバッカーノが書ければの話ですが。実はこれを書いている時点でまだ二巻が出ていないので、一体どういう評価を受けているのかさっぱり解わからない状況だったりします。




　今回は色々ありまして、三ヶ月連続で出させて戴く形となりました。二作目を書き終わった時に『三ヶ月連続やってみたいですねえ』と軽い気持で言った所、数週間後に担当の鈴木さんから電話がありまして……

『あー、三ヶ月連続発刊、決まったから』

「!?　本当ですか！　本当に書かせてもらっていいんすか!?」

『っていうか、社長決裁がおりたんで、出してもらわんと逆に困る』

「……はあ（しゃ、社長決裁!?　何それ!?　もし落としたらどうなるんだ!?）」

　そんなわけで背筋に冷や汗を流しつつ執筆を続けたわけですが、恐らく私よりも何倍も大変だったのは担当の鈴木さんやイラストのエナミさんだったわけで、執筆中も他ほかの作家さんや編集さんから『鈴木さん大変そうだったよ～』『エナミさん凄すごく頑がん張ばってるよー』と言う声が届いて申し訳ない反面とても有あり難がたかったりしました。私の文章がそれに応こたえられるものになっていれば良いのですが──




　ともあれ、今後の予定としてはバッカーノ以外の単発作品を執筆しながらバッカーノもネタが思いつき次第書き進めて行きたいところです。

　最低でも宣伝部の方々に『宣伝のしようが無いんだよお前の本は！』とチェーンソーを翳かざして迫られ無いように、日々の研けん鑽さんを積み重ねながら、自分なりの味という物が持てるようにするのが当面の……何やら三回も同じような事を書いた上に目標がコロコロ変わっている気が……。きっとこれがデジャヴという奴やつでしょう。




※以下は恒こう例れいである御礼関係の話になります。




　今回の三ヶ月連続の出版に関して、いつも以上に御迷惑をおかけしてしまいました担当の鈴すず木き編集長、並びに営業・宣伝、編集部の皆様。

　私の膨ぼう大だいな誤字脱字誤文等をチェックして戴いただいております校閲の皆様。並びに本の装飾を整えて下さるデザイナーの皆様。

　様々な面でお世話になっている家族並びに友人知人、特にサマサの混合方言製作に協力して下さった『Ｓ市』の皆様へ。

　一部の描写に関して『体験談』を取材させてくれたＴ（もう二度と体験するなよ）へ。

　三ヶ月連続発刊となった今回、殆ほとんどが新キャラデザインとなる三冊分＆電撃ｈｐのポスターのイラストを、お忙しい中で素す晴ばらしい物に仕上げて下さったエナミカツミ様。

　そして、今回もこの本を手にとって下さった読者の皆様へ。

　あるいは、初めて私の本に目を通して下さった皆様へ。

　冒ぼう頭とうと同じような言葉で恐きよう縮しゆくですが、以上の皆様に最大級の感謝を──




２００３年７月　自宅にて

『イレイザーヘッド（デビット・リンチ監督作品）』の背景に流れるノイズを聞きながら。


成なり田た良りよう悟ご
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成なり田た良りょう悟ご

上の写真は渋谷で『暴欲団』のライブに行った帰りに友人達と写した物。『顔に目線入れる？』と聞いたら、『はぁ？　そんなコソコソした真似ができるか！』『素顔上等』などと言われ、今までの著者近影でも自分が一番顔を隠していた事に気付くヘタレな23歳。
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イラスト／エナミカツミ

広島出身東京在住のゲームグラフィッカー。イラスト仕事は最近始めたばかりだが、とたんに沢山の依頼が舞い込み戸惑っているらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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